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　隣から小さな舌打ちが聞こえて、フェリシアは顔を上げた。

　舞踏会が行われている王宮の大広間は、まぶしい光にあふれていた。たくさんの招待客が目の前を行き交い、心地よい音楽のなか会話を楽しんでいる。

「あいつ、また媚を売って」

　ひそりと呟いたのは妹だった。フェリシアの隣にいる彼女の視線の先には、この国の王太子と、彼と和やかに話す美しい公爵令嬢の姿。

　騎士のように立派な体格の王太子と、背が高い令嬢は惚れ惚れするほどお似合いで、周りはほほえましく見守るようにそれを眺めていた。

　近々婚約するといううわさもある二人の、親しげな様子に妹が爪を噛む。

「アニタ？」

　名前を呼んだが聞こえていないのか、ドレスの裾をひるがえして妹がそちらへ近づいていく。それを見て、慌てて彼女は妹の後を追っていた。

　止めるためではない。

　こんな華やかな場に一人残されても、どうしていいかわからなかったのだ。

「ごきげんよう、王太子殿下」

　会話中の二人に礼をしたアニタに、王太子が目を細めた。

「ああ、バークレー子爵家の」

　フェリシアも遅れて礼をとった。王太子の隣にいる公爵令嬢が姉妹に優しい視線を向けた。その表情に王太子との会話を邪魔された嫌悪は感じられない。

　彼女をちらりと見て、アニタは王太子に向き直る。

「先日、ダンスを踊ってくださる約束を」

「そうだった」

　王太子が持っていたグラスを給仕の盆に載せる。ちょうど大広間に流れる曲が変わった。

「では、一曲お相手をお願いしよう」

「光栄ですわ、喜んで」

　アニタは嬉しそうに、王太子とホールの方に行ってしまった。

「まぁ……少し不作法では？」

「今年デビュタントですもの。あれくらいの大胆さは見ていて清々しいわ」

　周りが囁く。

　その目が徐々に、妹に置いていかれた分厚い眼鏡をかけたフェリシアに向けられた。

「なんだかお姉さんは妹さんと比べてぱっとしないわねぇ」

「バークレー子爵家といえばほら……」

「ああ、例の盗人の」

　うつむいたフェリシアが後ろに下がろうとしたところで、そっと手を取られた。

（え……）

　顔を上げると、名前の通り綺麗なヘイゼル色の瞳をした令嬢が微笑んだ。

「置いていかれた者同士、何か飲みましょう」

　編み込まれた見事な金の髪が小首を傾げる仕草で輝く。しなやかに伸びた身体と豊かな胸を包むのは、仕立てのよい上品なドレス。

　公爵令嬢、ヘイゼル・Ｒ・レイフィールドだ。

　まばゆいばかりの姿を前に、一瞬でフェリシアの顔は真っ赤になった。

「いえあの、私はこれで……お、お話し中、申し訳ありませんでした……！」

「そんなことを言わずに」

　声を絞り出せば、彼女はふふっと笑い声を上げる。

「むしろ助かったの。私が殿下とお話ししていると、皆を遠ざけてしまうみたいで」

　フェリシアのうわさも聞いているだろうに、向けられた表情は優しく、王太子相手のときと変わりない。

　そんな彼女を見て、話をしていた招待客たちはそそくさとどこかへ行ってしまった。

　手を軽く引かれて、色々なお菓子が並んでいる一角に近づく。

「折角だから甘いものでもどうかしら」

「本当に、私は」

　周りから視線が注がれ、いたたまれなくてフェリシアはうつむく。

　その彼女の背中にヘイゼルが手をそえた。

「！」

「……下を向いていると、可愛い顔が台無しよ？」

　囁き声に背筋を伸ばす。ヘイゼルが目元をゆるめた。

「笑って」

　優雅で、優しくて堂々としていて、ヘイゼルはフェリシアにとって憧れの存在だ。

　鈍いと言われるフェリシアでも、先程、彼女が庇ってくれたのはわかる。うわさをされるのは事実だから仕方がないが、彼女の気持ちが嬉しくて感謝を伝えたくて、何とか顔をほころばせた。

「ありがとうございます……レイフィールド様」

「────ん、っごほ、っ」

　突然口を押さえて激しく咳き込んだヘイゼルにフェリシアが飛び上がる。

「大丈夫ですか!?」

「……ええ、大丈夫……ごめんなさい」

　おろおろしていると、周りにいた令嬢、子息たちがヘイゼルの元へ殺到した。

「どうされたのですかヘイゼル様！」

「ちょっとどいて！」

「きゃ」

　押されて、フェリシアの身体が輪の外へはじき出された。

　とんでもない騒ぎになっているのに、青い顔で立ち尽くすことしかできない。

「みんなちょっと落ち着い……フェリ……」

　ヘイゼルが押しのけられたフェリシアを見る。視線があったのは一瞬で、介抱される彼女はすぐに人で埋もれて見えなくなった。




　これがフェリシアと〝社交界の至宝〟とうたわれる公爵令嬢ヘイゼルとの唯一の会話だった。








一　ヘイゼル色の瞳の騎士









　バークレー子爵家は舞踏会でよくうわさにあがる。

　始まりは十年前。社交界で目立つこともなかった夫人が、子爵家の宝石を盗んで逃げたことがきっかけだ。隣国の商人の娘である彼女の行方は今もわかっていないという。

　この不名誉な出来事はあっという間に貴族のみならず平民にまで知られ、当主と幼い娘はひっそりと社交界から姿を消した。

　そんなバークレー家が華々しくこの場に戻ったのは、後妻の連れ子である美しい娘のデビュタントがきっかけだった。







　夕暮れは、空一面に散らばる雲を淡いオレンジに染めていた。

　季節は秋の初めだが、昼間の温かさが残っていて吹く風は心地よい。正門からつながる王宮までの道を、燕尾服の男性やドレスを着た女性たちがにこやかに歩いている。

　フェリシアは馬車の窓から見えるその世界に、目を細めた。

（今日はいらっしゃるのかしら……）

　道しるべとして、魔法で宙に浮いた光珠があたりを照らす。まぶしい光と着飾る人々はまるで夢のように美しい。

「ねぇ」

　声をかけられて、フェリシアは視線を正面に戻した。

「今日は余計なことをするんじゃないわよ」

　対面のソファに座っているのは妹のアニタだ。真紅のドレスに身を包んだ彼女は艶やかな黒髪をかきあげた。

「社交の下手なお姉様がこんなところに来られるのも、私のおかげだとわかっているわね」

「ええ勿論」

　その返事にアニタがうなずいたところで、御者がドアを開けた。その瞬間、一気に喧噪が馬車の中に入って来る。

　立ち上がった妹はドレスの裾を少し上げ、黒いピンヒールを足台に載せた。

「アニタ！」

　地面に下りたところで、一人の青年が声をかける。

「ライアン」

　彼を見て微笑んだアニタはボーイフレンドの名を呼んだ。彼女のドレスに散りばめられたビーズが、動きに合わせて星のようにまたたく。アニタの手をとったライアンはその指に口づけをした。

「君も来ていたんだね。今日こそは僕がエスコートしていいのかな？」

「そうね……どうしようかしら」

「よぉアニタ、あとで少し時間あるかい？」

「ねぇねぇアニタぁ、この間言っていた展示会のことだけど」

　すぐに招待客の何人もがアニタを取り囲む。流行のファッション、新作のオペラなど交わされる話題は目まぐるしく変わっていく。

　それを見ながらそろりと馬車を降りたフェリシアを、ライアンが振り返った。目が合って彼は顔に苦笑を浮かべる。

「お姉さんは今日も……なんというか控えめだね」

　フェリシアが着ているのはシンプルなサテングレーのドレスだ。簡素に髪をくくって分厚い眼鏡をかけた姉を見て、アニタはたっとそばに寄ってフェリシアの肩に手を置いた。

「なんてことを言うのライアン、お姉様はいつもこんなに可愛いのに！」

「家族の贔屓目ってそういうものだよ？」

「まぁひどい！」

　声を荒げるアニタに周りが笑い声を上げる。その視線は、美しい妹の横に立つ地味な姉に向けられた。

「アニタは本当に優しいのね」

「ええ、私なら恥ずかしくて連れて来られないわ」

　友人の令嬢の言葉に、アニタは悩ましげに息を吐いた。

「お姉様がこんな格好なのもお母様の件を気にしているせいよ……本当にもう昔のことなのに」

　前妻の不祥事で社交界から身を引いたバークレー子爵家。その事件は今ではいいもの笑いの種だ。どんな内容であれ、本人たちが口に出すなら周りは笑い話にできる。

「……」

　こうして母のことが話にのぼる度に、フェリシアはどうしていいかわからなくなる。

　ただ、周りが笑っているからその空気を壊さないために口の端をなんとか上げるのだが……ちゃんと笑えているのかわからない。

　ほとんどしゃべらないフェリシアとの会話はそれだけで、皆王宮に向かって進んでいく。

　フェリシアの血の繋がらない妹は、その魅力的な容姿と豊富な話題でファンを増やし続けているようだ。会場の視線を一身に集める姿はまさに社交界の華と呼ぶにふさわしい。

「まったく……！」

　置いていかれたフェリシアが馬車脇に立っていると、運転手兼従者のオーリーが言葉をこぼした。

　還暦も過ぎた彼は、しわの多い顔にフェルトの帽子が似合う好々爺だ。昔からバークレー家に仕えてくれている、ただ一人の使用人はフェリシアをじろりと睨んだ。

「フェリシア様はもっと怒ってしかるべきです。貴女も子爵家の立派なご令嬢だというのに、あの言い種」

「私は……別に」

「ほらまたそうやって下を向く！」

　大声に、馬車止めで待機している他の従者たちからの視線が集まる。フェリシアは慌てて彼を馬車に詰め込んだ。

「ごめんなさい、次は頑張るから。オーリー、無理するとまた倒れちゃうわよ」

　私たちが戻るまで馬車で休んでいて、とドアを無理やり閉めた。

「その分厚い眼鏡をおやめになって着飾りましたら、お可愛らしいフェリシア様を誰も放っておきませんのに……！」

　中からまだぶつぶつと言う声が聞こえてきた。

　アニタと違い、お世辞にも女性らしいとは言えない貧相な体に、薄ぼやけた茶色の髪と同じくぼけた灰青色の目。いつもおどおどして下を向いてしまうフェリシアに、そんなことを言うのはオーリーだけだ。

　……いや、もう一人。

「ヘイゼル様よ」

　ちょうど門のあたりからその名前が聞こえてきた。

　思わずフェリシアはそちらを振り返った。招待客たちも彼女と同じように目を向けて、周囲が急に騒がしくなる。

　全員の視線の先で、ほれぼれするほど美しい四輪馬車から一人の女性が現れた。

「送ってくれてありがとう」

「行ってらっしゃいませ、お嬢様」

　彼女が身軽に馬車を降りる。後ろでゆるく結ばれた髪が照明の光で黄金のように輝いた。

　遠目からもわかるヘイゼル色の涼しげな切れ長の目に、すっと通った鼻筋。やわらかそうな赤い唇はわずかに微笑んで、見る人を釘付けにした。

　白と黒を基調にした騎士服は布地のいたるところに金の装飾がほどこされている。その襟からのぞくのは鎖骨と、ふっくらふくらんだ白い胸元。

「お忙しいのに来てくださったんだな」

「今日は殿下がおいでだから、ほら」

　騎士団の一員で、王太子と婚約のうわさもある令嬢の姿に場が沸き立った。

「あら、ヘイゼル様もお越しだったのですね」

「オズモンド夫人、ご機嫌よう」

　すぐに何人もが彼女を取り囲んで、フェリシアからはその姿が見えなくなる。

（……今日も、見られた）

　それでもこれで十分だ。ほっと嬉しい気持ちになったところで、窓からオーリーの声が降ってきた。

「行けばいいじゃないですか。お話ししたいんでしょう、ほら」

　ヘイゼルを手で示した御者の言葉に彼女は首を振る。

「姿が見られるだけで十分だから」

　四ヶ月ほど前の舞踏会を思い出す。話せたのはほんのわずかだけれど、優しい表情と声の響きは今も忘れられない。思い出すだけで心がぽかぽかと温かくなった。

　自分なんかが近づいても邪魔になるだけだ。身の程はわきまえている。

　そう思ったところで前方の人波が揺れた。様子をうかがえば、ヘイゼルがアニタに歩き寄って声をかけていた。

「アニタ、こんばんは」

「こんばんは、ヘイゼル様」

　妹はにっこりと笑顔でヘイゼルを迎える。

　ヘイゼルとアニタは社交界の二大勢力だ。公爵と子爵。立場は全く異なるが、持ち前の度胸と愛らしさでアニタは立派に渡り合っている。

　宝石のように輝く美女と大輪の薔薇のような少女、どちらが美しいかという話題はもう貴族たちの挨拶代わりの常套句になっていた。

「ヘイゼル様もお越しだったのですね」

「ええ。仕事終わりだからこの格好だけど」

「とても素敵ですわ」

「ありがとう、アニタも綺麗だわ」

　会話を漏れ聞いて、フェリシアはそっと後ろに下がった。

　目の前に広がる華やかな世界が、自分に向いていないのはよくわかっていた。先程も向けられる視線が怖くて何の言葉も出なかったくらいで。

　けれどひと目だけでもヘイゼルを見たくて、社交界でアニタが夫を見つけるまでという期限付きで舞踏会に参加させてもらっている。

　彼女の役割は美しい妹の引き立て役だ。そして連れてきてもらう条件のひとつとして、ライバルであるヘイゼルに近づかないことを言い含められていた。

「こちらを見てくださいましたわ！」

　フェリシアの前で小さく黄色い悲鳴が上がる。憧れの人に近づけない控えめな令嬢たちが、ヘイゼルを見て愛らしく頬を染めていた。

　手を取り合って喜ぶ彼女たちのドレスの裾がふわりと軽やかにひるがえった。




　月が中空にさしかかりかけても舞踏会の熱気は収まる気配を見せない。特に今日は王太子や彼の叔父も姿を見せているためか、いつもより会場は活気づいていた。

　大広間では楽団の鳴らす音に合わせて男女が楽しそうにダンスをしていた。仲の良い者同士で集まってあちこちで笑い声があがる。

　フェリシアは壁際で一人、そんな大広間の様子を眺めていた。

　アニタの姿はない。いつものように色々な男性と踊っていたが、いつの間にかいなくなっていた。

（……そろそろいいかしら）

　フェリシアは壁から背中を離した。

　引き立て役としての仕事は、アニタがパートナーの男性と広間から出たところで一応終わる。戻るまで数時間かかるだろう、その間に馬車で繕いものの続きをしようと賑やかな場からフェリシアは辞した。

　門の近くでは主人を待つ貴族の馬車がずらりと並んでいる。バークレー家の馬車は中央付近にあって、オーリーがランプを手に車輪の様子を確かめていた。

　年を感じさせない機敏な動きに微笑んだフェリシアがそちらに近づいたところで、後ろから手を掴まれた。

　驚いて振り返ると、ブラウンの髪の青年がそこにいた。

「ちょっといいかい？」

　夕刻、アニタに声をかけていたライアンだ。

　わずかに緊張して、返事をせずうつむいたフェリシアに彼は少し笑った。

「アニタから会場では誰とも話すなって言われてるんだろ。大丈夫、その本人が呼んでるんだ」

「……アニタが？」

「そう。裏庭にすぐに来て、って」

　王宮の裏庭はメイン会場から少し離れている。訪れる人も少なく、逢い引きに使いやすい東屋もあってアニタのお気に入りの場所だった。

　来てと指示されたのは初めてで、戸惑うフェリシアの元にオーリーが駆け寄った。

「何ですか？　お嬢様への用事ならわしが」

「じいさんは構わないでくれ。ほら、早く」

「ですが」

「使用人が口出しをするな！」

　食い下がるオーリーにライアンが怒鳴る。

「オーリー、大丈夫だから」

　さらに止めようとしたオーリーをフェリシアがとどめた。

　心配そうな彼に、すぐ戻るからと言って、彼女はライアンとともに裏庭に向かった。




　初めて来た裏庭は、フェリシアの予想以上に暗いところだった。

　設計なのか明かりは最小限で、小こ径みちに植えられた木々が空を覆うように枝を広げている。月も厚い雲に隠れてしまっていて、フェリシアは不安げに植木の奥にある闇を見回した。

「あの、手を離していただけませんか？」

　馬車からずっと手を引かれている。声をかけても前を行く青年から返事はない。彼の早足についていくのが精一杯で、アニタの用事が何かもわからないままだ。

　すると東屋に近づいたところで、言い争う声と悲鳴が聞こえて来た。

「え……っ」

　異様な空気に足を止めたフェリシアの手を掴んだまま、突然ライアンは騒ぎの方に向かって走り出した。

「ライアン！　お姉様！」

「アニタ!?」

　すぐにドレスを乱して泣きそうな顔のアニタが奥から駆けてきた。とっさにその体を抱きとめる。

「助けて、あいつらが急に襲ってきて……っ」

　おそろしい言葉とともにアニタが指差した先を見る。暗闇に慣れた目が東屋からこちらに走ってくる人影をとらえた。暗すぎて顔はわからないがどう見ても全員男性だ。

　息を飲んだフェリシアはアニタを抱えて踵を返した。

「おい！　逃げんじゃねぇよ！」

　その瞬間、隣にいたライアンが叫ぶ。

　彼がアニタに手を伸ばすのを見て、フェリシアは思わずライアンの胴にしがみついた。

　そのままバランスを崩して二人で草地に倒れる。衝撃でかけていた眼鏡がどこかへ転がり、顔を上げれば去って行くアニタがちょうど植木で見えなくなるところだった。

「アニ……っい、た！」

　置いていかれたことに気づいて青ざめると、ライアンに髪を乱暴に掴まれた。

「何しやがるこの馬鹿！　追いかけろ、ドレスにヒールならすぐ追いつく！」

　一人がアニタを追って走っていく。手を伸ばすが、頭ごとライアンに引き寄せられてフェリシアは痛みに顔をしかめた。

「余計な真似を。折角姉妹で遊んでやろうってのに」

「ライアン、可哀想なことするなって。どうせアニタもすぐ捕まるだろ」

　いつの間にか男たちが周りに集まっていて、怯えながらフェリシアは視線を巡らせた。

　その目が東屋の床に倒れている一人の男性をとらえる。ピクリとも動かないその姿に暴力の気配を感じ取り、声も出せずにいると、顎を持ち上げられた。

「へぇ、よく見りゃ可愛い顔してるじゃないか」

　のぞき込む顔には見覚えがあった。名前はわからないがアニタの取り巻きの男性だ。

「お前こんな地味なのが趣味なのか」

　ライアンの言葉に、下卑た笑いが沸き起こる。

「アニタが来るまでこいつで遊べばいいだろ」

「やめ……！」

　それを合図にいくつも手が伸びてくる。

　草地に押し倒そうとする力にフェリシアは必死で抵抗した。逃げなければいけないのに身体が言うことを聞いてくれない。その間にも無理やり仰向けにされて口に布が詰められ、助けを呼ぶ声はくぐもって消えてしまう。

「……ん、んんっ」

　地面に押さえつけられたフェリシアの上に先程の男が乗る。目を見開いたところで彼はドレスの襟を掴み、そのまま力任せに引き裂いた。

「……っ」

「大人しくしてりゃあ可愛がってやるよ」

　荒い息が近づいて生温かい舌が肌を這う。おぞましい感触に身体を震わせたフェリシアのスカートをめくりあげて、彼の手が足に触れた。

「ん、ん……っん！」

「あれだけ馬鹿にされてるのに逃がすなんて、立派なお姉様だ」

　フェリシアを見下ろしてライアンが口を歪めた。その声に含まれる同情の色に、彼女は首を振った。

　なぜあのとき身体が動いたのか、フェリシアにもわからない。

　けれど妹を逃がしたのはそんないい感情からではないだろう。ただフェリシアよりもアニタの方が価値があるから。子爵家に必要なのはアニタだけだからで……。

　そのときバチン、と音を立てて突然灯りが消えた。

「……何だ？」

「おい」

　真っ暗な裏庭に静かな声が響く。

「────そこで、何、してる」

　暗闇に男たちがざわめく中、フェリシアに乗っていた身体が突如消えた。

「ごふっ……！」

　ただ、空気が漏れるような音と苦しげな男の声を聞く。思いがけない事態に、フェリシアを押さえつけていた男たちも一斉に立ち上がった。

　雲を通してわずかに月光が差す。

　薄明かりの中、男たちと対峙する人影は燕尾服ではなく騎士の格好をしていた。

（誰……？）

「フェリシア」

　破れたドレスをかき寄せて震えながら身を起こすと、優しく名前を呼ばれた。

「そこを動かないでね」

「くそっ」

　予期せぬ乱入者に彼らが立ち往生している間にも、騎士は一番端にいた男の胸ぐらを掴み、膝蹴りを鳩尾に叩き込んだ。呻きながら地面に膝をつくのを見届けず、次いで殴りかかってきた一人の拳を身軽に避け、足払いをかけて転ばせる。

　そのとき、ライアンが後ろから騎士を羽交い締めにした。

「捕まえたぞ……っ」

　わずかに身を屈めた騎士が、彼の鼻に思い切り頭突きをくらわせる。たまらず手を離したライアンから距離を取った騎士は、足を一歩下げると左手で右の腰のあたりに手をやった。

「……あれ？　剣が」

　そこで騎士が初めて慌てた様子を見せた。

　初めから帯刀していなかったのだが、自分の腰や背中に視線をめぐらせている。

「くそっ!!」

　彼の意識がそれた隙に、ライアンたちは庭の奥へ逃げていった。

「待っ……」

　一瞬追おうとしたが、騎士はまだ地面に座りこんでいるフェリシアと、倒れた男たちを見て足を止めた。背中が見えなくなり足音まで完全に聞こえなくなるのを待って、彼は踵を返してフェリシアの前にやってきた。

「……怪我はない？」

　地面に膝をつくと、騎士は自分のマントを外してフェリシアに被せてくれる。

　大きなマントは彼女の身体をすっぽりと覆ってしまった。

「……は、い……」

　甘い花の匂いがするマントをぎゅっと掴む。勝手に涙があふれて、フェリシアはようやくそれだけを答えた。

「ごめんなさい、もっと早く来られればよかった」

　悔しさを込めた声に、フェリシアは首を振る。人が来ない裏庭まで来てくれただけなく、数人を相手に助けてくれた彼が謝る必要などどこにもない。

「……っ、う」

　フェリシアは自分の身体を抱きしめた。妹に置いていかれた絶望感と、舌が肌を這い回る感触が生々しく残っていて、みじめな気持ちで彼女は嗚咽を漏らした。

「……ふ」

　早くお礼を言わなければいけないのに、なかなか言葉は出てきてくれない。

「……あ、りが……」

「ごめん」

　不意に背中に腕が回り、マントごと強く抱きしめられた。

（え……？）

　まばたきで涙がフェリシアの頬を伝い、騎士の胸元に落ちる。

　すぐそばにある固い身体と逞しい腕に、どうしていいのかわからずフェリシアは目を見開いた。

　しばらくして身体を離した彼に優しく頤を取られて、わずかに顔が上を向く。

「……っ」

　騎士の顔が近づいて──唇同士が触れあった。やわらかい感覚が触れたのはほんの一瞬だが、余韻を残すように軽く食まれてフェリシアの身体が跳ねる。

　そのとき、雲間から月明かりがさし込んだ。

　まぶしい光が、目の前にいる美しい天使のような騎士の姿をあらわにする。

　厚みのある体躯は騎士服によく似合っていて、奇跡としかいいようのない造形を前に呼吸を忘れるほどの衝撃がフェリシアの身体に走った。

（レイフィールド家の方……？）

　金色の髪とヘイゼル色の眼をした彼は、公爵令嬢ヘイゼルによく似ていた。

　視線があって、彼の印象的な瞳がすがめられる。

「ごめんなさい、ほとんど話したこともないのにこんな……」

「……ほとんど」

　思わず声が出た。ほとんどどころか見たこともない。こんな騎士がいるなら、国中のうわさになっていておかしくないのに。

　眼をまばたかせるフェリシアを見て、首を傾げた騎士は自分を見下ろした。

「……あ」

　彼の顔がみるみるうちに青ざめていく。

「ちょっと！　離しなさいよ！」

　そこで裏庭にアニタの声が響いた。

「お姉様がいれば十分でしょ……きゃあ！」

　フェリシアがそちらを見るのと、アニタを突き飛ばして男が逃げるのが同時だった。

　地面に手をついたアニタは、座り込むフェリシアと倒れた男たちに警戒する視線を向ける。そして素早く立ち上がっていた騎士の姿に、ようやくほっとした表情になった。

「あぁ！　助けてくださったのですね。できればお名前────」

　アニタの声が止まった、そのタイミングで月がまた雲に隠れた。

　騎士が無言で身をひるがえす。あ、と思ったときには彼の姿は木々に紛れて見えなくなった。

「お嬢様、大丈夫ですか!?」

　反対方向からオーリーの声が響いた。警備の騎士だろうか、彼の後ろに何人も付いてきてあたりが急に騒がしくなる。

　騎士たちは倒れた男を拘束し、逃げた仲間を追って庭の奥に駆けていった。

　腰が抜けたままのフェリシアは女性の騎士に手を借りて歩きながら、木々の向こうに視線を向けた。

　マントを握りしめたところでようやく、それを本人に返しそびれてしまったことに気づく。名前を聞かなかった気の利かない自分を情けなく思いながら、どこかに名前があるかもしれないとその上質な黒地を眺めたフェリシアは身体を強ばらせた。

　マントの端には金糸で小さく、ヘイゼル・Ｒと刺繍されていた。
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　家に帰りたいというアニタの言葉を受け、フェリシアが服を着替えてすぐ姉妹は王宮を出ることになった。

　突然襲われ、おそろしい思いをした令嬢たちにすぐ事情を聞くのもはばかられたのだろう。改めて事情を聞かせてくださいと告げられた後、裏門に回してくれた子爵家の馬車に乗り込む。その後ろにはもう一台、馬車が用意されていた。

「騎士団が後ろについて家まで護衛させていただきます」

　背筋をピンと伸ばす、髪の短い女性騎士がそう言って頭を下げた。

　会場から遠い裏庭の出来事に、招待客たちが気づいた様子はない。いつも通りの時間を過ごす彼らを背に、馬車は出発した。

　オーリーの操縦は見事なもので、精一杯速度をあげても馬車の揺れはほとんどない。

　アニタは外を眺めながらずっと何かを考えていた。一方のフェリシアも色々あってまだ混乱している。

　ただ、きつく締めたアニタのコルセットを緩めながら、時折騎士の唇が触れた場所にそっと指を這わせた。

「ねぇ」

　新品のハイヒールや髪飾りを丁寧に箱に戻したところで、アニタがフェリシアの手を掴んだ。突然のことにびくっと顔を上げたフェリシアに彼女は囁いた。

「ずっと考えていたの。裏庭で見た騎士……あれ、ヘイゼルじゃないのかしら」

　小さな声と反比例して、その瞳はギラギラと光っている。

　とっさに何も答えられないのも構わず、美しい少女は言葉を続けた。

「あの髪と目はヘイゼルとまったく同じ色だわ。そもそもあんな整った顔立ちの騎士がいれば、もっとうわさになっていいはずだもの。あいつ、本当は男なのに女の格好をしているのよ。公爵子息が社交界で平然と女装を。あなたも見たわよね？」

　嬉しそうな声にフェリシアは震えながら小さく首を振った。

「わからないわ……そもそも体つきも全然」

「そんなの魔法でなんとでも誤魔化せるじゃない」

　一蹴して、アニタが口元の黒子に手を置いた。

「周りを騙して、ちやほやしてくる連中を嘲笑っているのね。ヘイゼルの取り巻き連中に聞かせたら、どんなに怒り狂うか考えるだけでおそろしいわ」

（騙して、嘲笑って……）

　────怪我はない？

　心配そうな声を思い出す。とてもヘイゼルに似た騎士だったとフェリシアも思う。けれどそれだけのことで判断していいものなのだろうか。

　ヘイゼル・Ｒと刻まれた騎士団のマントをしまった袋をぎゅっと握りしめた。これが本当にヘイゼルのものか、それとも借りものかはわからない。けれど少なくとも今、アニタに容易に同意してはいけないことだけはわかる。

　彼は危険を承知でフェリシアを助けてくれた。それだけは何があろうと事実だ。

「アニタ、あの」

「公爵夫人になるチャンスよ」

　意を決して口を開けば、思いも寄らない言葉にフェリシアは目をぱちくりした。

「……公爵……夫人」

「そう、女装の秘密を黙っている代価と言えば、安いものでしょ」

　アニタはうっとりした表情で頬に手を置いた。

「ああ、私が国の筆頭公爵家夫人よ。何でも欲しいものが買えるし、目障りなあいつが一生私に頭が上がらなくなるなんてとても愉快だわ。顔もまあまあ素敵だったし、これでお母様も喜ぶでしょうね。早く伝えてあげなくちゃ！」

「……脅すということ？」

「そうよ」

　アニタの明るい声がむしろ嫌な予感をかき立てる。

　本当にそんな簡単な取引で済むものなのだろうか。月明かりで見た騎士の姿があまりにも美しすぎてそう感じるだけなのか。

　そもそもヘイゼルは生まれたときから女性だ。その事実は国内外の誰もが知っている。たかが子爵家が公爵令嬢を、性別を偽っていると告発するなんてリスクが高すぎる。

「証拠がないわ」

「証拠？　私はこの目で確かに見たのよ！」

「それはそうかもしれないけれど……」

　なんと言えばアニタは思い止めてくれるだろう。

「不確実な情報は、お父様の立場を危うく……っ」

　いきなりアニタに頬を叩かれる。大きな音が室内に響くと同時にするどい痛みが走った。

「あんたは私に意見できる立場なの!?」

「……っ」

「今も、騒ぎがこんなに大きくなってしまったのはお姉様のせいでしょ！　私はちゃんと逃げたのに、鈍くさいからあんな奴らに捕まって」

　もう一度アニタが手を振り上げたところで、ガタン、と馬車が何かに乗り上げて動きを止めた。

「すみません、歩道に突っ込んじまいました！」

　オーリーの声がかかる。

　馬車がゆっくりとバックする動きに興が削がれたのか、アニタは鼻を鳴らしてソファに座り直した。

「……確かに、一度姿を見ただけじゃ証拠に欠けるわね」

　カーテンの隙間から街を眺めながら彼女が呟いた。

　ほっとしたフェリシアが頬から手を離すと、アニタの指輪の金具で切ったのか、少し赤い血がついていた。

「まぁ、男なら私の魅力でなんとでもなるわ……それに確かめるいい方法もあるし」

　アニタが嬉しそうに口元を持ち上げ、窓を開いてオーリーを呼んだ。

「どうかしましたか？」

「後ろの騎士をこちらに呼んで」

　はいと答えたオーリーが一緒に止まっていた後続の馬車におもむく。

　家まではもうあと少しの距離だ。どうしたのだろうと頬を押さえながらアニタを見ていると、ドアがノックされた。アニタはそちらを見ずに答えた。

「どうぞ」

「失礼します」

　だが、扉を開けて入って来た人物に、アニタは立ち上がりフェリシアも息を飲んだ。

「どうかなさいましたか？」

　二人を見て不思議そうな顔をするのはヘイゼルその人だった。

　開けた扉から風が入ってくる。それが彼女の金色の髪を揺らして、それだけで馬車の中が明るくなった気がした。

「い、……いえ、王宮で対応してくださった方と違っていてびっくりしました。ヘイゼル様は非番のようでしたし」

「ああ。ごめんなさい、でしゃばってしまって。女性騎士は数が少なくて抜けると警備に影響が出るから、私が無理を言って変わってもらったの」

　腕は立つから安心して、とヘイゼルが腰の剣に手を置く。

　その姿は令嬢ではなく紛れもなく騎士だ。舞踏会のときとは雰囲気を変えた彼女はしなやかな獣を思わせる。

　馬車の扉を閉め、椅子に座る二人の前でヘイゼルは優雅に床に片膝をついた。その肩にかけられた黒地のマントがランプの光に照らされる。馬車がゆっくりと動き出した。

「それで、何か」

「……お願いがあります。できれば今回のこと、大事にはなさらないでいただきたいの」

　アニタの言葉に、ヘイゼルは彼女と頬を押さえたままのフェリシアを交互に見て、眉を八の字にした。

「ですが、東屋で襲われた男性も怪我をしていますし」

「もう一人の被害者である私がいいと言っているのよ。殿方と令嬢では立場が違いますわ。こんなこと皆に知られたら……わかっていただけるでしょ、社交界でなんと言われるか！」

　アニタが声を震わせる。その声の余韻が消えるまで待って、ヘイゼルが問いかけた。

「調査はしなくてよい、ということですか」

「ええ、危ない場所にはもう近づきませんし、これ以上、騎士の皆様のお手を煩わせることもないと思います」

「お気遣いをありがとうございます。ですが、王宮で起こったことはしっかり調べさせてください」

「……こんなことになったのはそちらの警備の不手際よね!?」

　フェリシアはその会話を縮こまりながら聞いていた。

　東屋に倒れていた男性の命に別状はなさそうだと知ってひとまずほっとする。未だに何が起こっているのかわからないが、確かなのはライアンと彼の仲間にアニタとともに襲われそうになって、騎士に助けてもらったこと。

　それをフェリシアはヘイゼルに伝えるべきだった。けれどアニタに睨まれると、彼女の喉は萎縮して何も言葉が出てこない。

「こちらの不手際だからこそ、再発防止と強化に努めさせていただきたいの」

　だがフェリシアの心配など不要なほど、ヘイゼルの応対は毅然として迷いがない。

「……その代わり、こちらで調べた内容は一切口外も公表もしないとお約束します」

　そこでアニタはようやく思案する顔になった。

「それでどうでしょうか？」

「ええ、……それなら」

　穏やかな口調は変えずにヘイゼルが念押しすると、アニタは渋々うなずいた。

「……ヘイゼル様に一つお聞きしていいですか？」

「どうぞ」

「今日の警備の騎士の中に、ヘイゼル様と同じ髪と目の色の男性はいらっしゃいますか？」

「私と？」

　ヘイゼルは束の間考えて。

「警備の中にはいなかったかと」

「騎士の中には？」

「何人かは……その方がどうかしましたか」

「今回、危ないところを助けていただいたので、お礼をしたいのですが」

「そうですね、その方も重要参考人ですから……では名前がわかったらご連絡します」

「……お願いします」

　子爵家のタウンハウスに到着した。

　はぁ、とこれ見よがしにアニタがため息をつくのを横目に、馬車が完全に止まったのを確認してヘイゼルが立ち上がる。いつもされている側と思えないほど慣れた手つきで彼女が扉を開けた。

　エスコートされるまま馬車を降りたアニタに、ヘイゼルが言う。

「よかったら、なのだけど」

「はい」

「例の件のお返事をここで聞かせていただいても？」

　何のことだろうと、座ったままのフェリシアがヘイゼルとアニタを見比べた。

「……正式なご回答はもう少しお待ちいただけますか」

「もちろん。いい返事を期待しているわ」

　馬車を降りたアニタはヘイゼルの前で礼をとって、そのまま家に入った。

「まぁお帰りなさいアニタ、舞踏会はどうだった？　良い方はいたの？」

　玄関先でアニタの母が彼女を出迎える。

　ドアが閉まる瞬間、黒髪のふくよかな女性がぎゅっと娘を抱きしめているのが見えた。全身で愛情を示す母とそれを受ける娘の姿に静かに息を吐いて、フェリシアも馬車を降りようと扉に手をついた。

　半身を出せば脇に立つヘイゼルと自然に目が合う。憧れのヘイゼルの姿と、月下で見た青年騎士とのキスが頭の中をぐるぐる回って、フェリシアの動きが止まった。

「どうぞ」

　そこでヘイゼルに優雅に手を差し出された。皆が見たら悲鳴を上げて卒倒しそうなとろける笑顔を向けられ──もちろんフェリシアも目眩がし──真っ赤になってうつむく。

「ありがとう……ございます……」

　ほとんど触れるか触れないかくらいの指先をそこに乗せると、ぐっと手をにぎり込まれた。

（わわ……）

　フェリシアを、ヘイゼルは危なげなく馬車から降ろした。

「頬、どうしたの？」

　手を離して、ヘイゼルが自分の頬を指で突いた。

　何のことだろうとフェリシアが頬に触れると、わずかに皮膚のでっぱりが指にかかった。先程アニタの指輪で切ったところだ。もう血も止まっていて痛みもない。

「さっき少しひっかけてしまって……」

　言うと、頬にやわらかいハンカチが押し当てられた。ふわりと甘い匂いが鼻をくすぐる。驚いて上を見ると思いがけず真剣な表情が間近にあった。

「すぐ手当てしないと。水は……」

「いえ、本当に大丈夫なので」

　それよりもハンカチに血がついたら大変だ。慌てて外そうとすると逆に手をとられた。

　温かい手が上からそっと包んで、フェリシアにハンカチを持たせる。

「このあたりをしばらく巡回しているから、安心して休んでね」

「あ……」

　持っている鞄に視線を落とす。中に入っているマントを渡した方がいいのか迷ったが、頭を下げるにとどめた。

「ここまで送っていただいて、ありがとうございました」

「騎士として当たり前のことよ。じゃあ」

　絶世の美女が微笑んだ。

「またね」




　屋根の傾斜がそのまま天井になっているせまい屋根裏部屋がフェリシアの自室だ。

　翌朝の食事の準備を彼女が終えて部屋に戻ったときには、もうすぐ夜が明けてしまいそうな時刻だった。

「はぁ……」

　髪紐を外し、フェリシアは薄い毛布が敷かれただけのベッドに座る。

　帰ってすぐ支度に取りかかったが全く集中できず、カトラリーを床にばらまいたり、花瓶を倒したりして片付けに時間がかかってしまった。

　子爵家の家事をフェリシアが担うようになったのは、母親がいなくなってすぐのこと。そのときに父は使用人を、オーリーを残して全員辞めさせてしまった。

　きっと宝石を持ち出した母のことを、家の中でうわさされるのに耐えられなかったのだろう。オーリーもクビになるところだったが、幼いフェリシアを可愛がってくれていた彼は、御者がいないと困るでしょうと父を説得して残ってくれたのだ。

　もちろん使用人がいなければ、食事も家の管理もできない。父は仕事が忙しいと書斎にこもりがちだったので、必然、家事はフェリシアが担当することになった。

　商人の娘だった母から少し教わっていた料理や掃除を、本を読みながら一生懸命独学で勉強した。

　今まで使っていた部屋からも追い出されたのは、それから一年後。父がアニタの母と再婚したときだ。

　盗人の娘にはもったいないと。持っていた装飾品や服も取り上げられてそれらは全てアニタのものになった。

　未だに父は使用人を雇うつもりはないようだ。家族が増えた分、毎日仕事に追われて日々が過ぎていく。ただ、憧れのヘイゼルの姿を見ることがフェリシアにとって唯一の心の支えだった。

　アニタはそのうちに良い相手を見つけて結婚するだろう。……自分はきっと十年後もこの部屋にいる。

　フェリシアはヘイゼルから借りたハンカチをベッドの上に広げた。縁取りのレースの細やかさといいやわらかな生地といい、どう見ても特注品だ。ゆっくり検分して、自分の血が付いていないことに安堵する。

（綺麗に洗って、返さないと）

　丁寧に畳んで机の上に置く。そしてベッドに身体を横たえた。

　目をつむるとまぶたの裏に金色の髪がひるがえる。ほんの一瞬触れただけなのに、まだ感覚が残っている唇に、フェリシアはそっと手を当てた。








二　行儀見習い兼侍女









　色々なことが起こった舞踏会の日から数日が経った。

　恐怖も混乱ももちろん残っているが、忙しさと不思議なほど穏やかな日々に気持ちはだんだん落ち着いていった。アニタも思うところがあるのか、ここしばらくは夜遊びに行くこともなく大人しく家で過ごしている。

　その日、子爵家の朝の食卓に並んだのは、焼いたばかりの白パンにマフィン、ジャムとクロテッドクリームを添えたスコーン、オムレツにタラのソテー。

　フェリシアは朝の光が射し込む食堂でお茶の準備をしながら、父と母、アニタの三人がおしゃべりをしているのをうつむき加減で聞いていた。

『その話』が出たのはフェリシアがカップに紅茶を注ぎ終わったときだった。

「アニタがレイフィールド公爵家の侍女に……？」

　母の呟きにフェリシアは思わず顔を上げた。

「行儀見習いとして公爵家に住み込んで、侍女の仕事を手伝ってほしいらしい。当主代理のヘイゼル様たっての希望で、アニタに是非にという話だ」

　父は嬉しそうにうなずく。

「実は前々からそういう話は出ていたのだが、アニタが納得しなくてな。どうしたんだ、急にその気になるなんて」

「だってお父様。ヘイゼル様は私より六つも年上ですし、爵位も全く異なりますわ。その方に、そんなお申し出をされても、嬉しい反面……」

　唇を尖らせたアニタの背に、母が手を置いた。

「そうですよ！　こんなに可愛いアニタに侍女だなんて。行儀見習いを口実に、嫌がらせや面倒な世話を押しつけてくる気ではありませんの!?」

「いや、ヘイゼル様はほとんどのことはご自身でなされるらしい。だからまぁ、侍女というか話し相手のようなものと思って欲しいと……この国の社交界をさらに盛り立てるために、切磋琢磨できればと……」

「それこそ友人なんていえるご年齢ではないじゃないですか！」

　母の険しい顔に、父が額の汗を拭きながら答える。

「それだけアニタが社交界で認められているということだろう、なぁ」

「ええそうよお母様。それに、公爵家で立派に勤めあげた経歴があれば、良い結婚相手も見つかるわ」

　アニタの言葉に、母は少し考える表情になった。

「それは……そうねぇ」

　食事をする家族に紅茶を出しながらフェリシアはその様子をうかがった。

　普段と変わらない父母の言動から見て、アニタは先日の出来事を話していないようだ。もちろん謎の騎士のことも。

　同時に、ヘイゼルと話していたのはこのことだったのかと知る。公爵家への出仕の話が来ていることは、母と同じくフェリシアも聞かされていなかった。

「公爵家と太いパイプを持てるなんてどうも運が回ってきているらしい。これもアニタのおかげだな。すぐに先方と連絡をとろう」

「待ってくださいな、せめて立派な支度が調ってから」

「必要なものを買いに行きたいわ」

「そうだな、すぐに準備を」

「あ、の」

　思わず声を出すと、食事をしている三人がフェリシアを見た。

　向けられるのは冷ややかな視線。生母の不始末への苛立ちはフェリシアに向けられるのが常で、家族は彼女をいないものとして振る舞っていた。

「……私も」

　ありったけの勇気をかき集めて、フェリシアは頭を下げた。

「私も、アニタと一緒に公爵家に行かせてください……！　何でもします。掃除でも雑用でも」

「何を言っているの!?」

　母に怒鳴られて身体が震えた。それでも必死に頭を下げ続けた。

「お願いします」

「公爵家ですよ、お前なんかに務まるわけがないでしょう！　家の仕事もあるのに」

「子爵家の仕事もちゃんとやります」

　バークレー子爵家で雇う使用人はオーリーだけ。彼には馬車や庭の手入れをお願いし、その他の家事の大部分はフェリシアが担っている。

　毎日くたくたになるまで働いて屋根裏で寝るだけだから、アニタと違ってほとんど礼儀作法も習っていない。けれど何かせずにはいられなかった。




　────それに確かめるいい方法もあるし。




　頭にあるのは馬車での会話だ。アニタはこの機会を利用して、ヘイゼルの秘密を探るつもりだ。せめて、彼女が無茶なことをしないように盾になることはできないだろうか。

「愚図のお前に両立なんて」

「まぁ待ちなさい」

　父が呟いた。

「……そうだな、お前も公爵家に行く準備を」

「この子も？」

　母の嫌そうな声に父が思いもよらない言葉を続けた。

「必ず姉妹でと言われている。私にも呼ばれた理由はわからんが」

（姉妹で？）

　フェリシアは心の中で首を傾げた。

「だからといってあなた……使用人はどうするの」

「うちの事情もご存じで、必要であれば手伝いの者を派遣するとまで言っていただいている。フェリシアもアニタの下女代わりにはなるだろう」

「ですが」

「いた方がなにかと便利だわ」

　そこでアニタが口を開いた。

「私だけだとお世話なんて大変そうだし……それに、舞踏会のときみたいに私の引き立て役にはなるでしょう？」

　無邪気に愛らしく微笑むアニタと、戸惑う表情のフェリシアを母が見比べる。しばらくしてうなずいた彼女は鼻を鳴らした。

「それもそうねぇ。それくらいしか役に立たない子だけれど」

「そういうわけだから、よろしくねお姉様」

　アニタが立ち上がって、フェリシアの手をとる。

「────この機会に、あの男の秘密を暴くのよ」

　両親に聞こえないように、美しい妹はひっそりと囁いた。

「侍女なら寝室も風呂場も出入りができるわ。なんとしても証拠を掴むの。私の結婚のためよ、協力して」

「……」

「さぁ、仕事だ」

　話は終わりとばかりに、父はナプキンで口を拭いて食堂を出て行く。母も顔をしかめて後に続いた。その両親を追って廊下に出たアニタが「新しい服を新調したいわ」と話しているのが聞こえてきた。

　扉が閉まって、残されたフェリシアは黙々と机の上に残された食器を片付けはじめる。

（姉妹で、公爵家に……）

　手を動かしながら、じわじわとした嬉しさがこみ上げてくる。

　母の言う通り、公爵家は礼儀作法に厳しいところに違いない。社交界でも名が通っているアニタと違って、フェリシアを雇ってもかの家に益があるとは思えなかった。

　それでも、バークレー子爵家は姉妹だということを……フェリシアの存在をヘイゼルが気にかけてくれたことが嬉しかった。

　唇に指先を当てる。いつの間にか癖になってしまったその行為に、フェリシアははっと手を離した。浮かれる気持ちを振り払うように、フェリシアは自分の両頬を叩いた。




　朝の仕事を一通り終えて、外に出る。

　食事や日用品の買い出しも彼女の役割だ。必要なものを買った後、少しだけ郊外に足を伸ばす。

「フェリシア！　まぁ最近物騒な事件も多いのにこんなところまで」

　街の中心部から少し離れた教会におもむけば、懇意にしている修道女シスターが迎えてくれた。小さいが孤児院も併設されているところで、フェリシアの姿を見てわっと子どもたちが集まって来る。

「フェリシア、絵本読んで」

「一緒に遊ぼうよ！」

「ごめんなさい、今日は」

「ほらほら、あっちへ行ってなさい」

　修道女は祖母ほどの年齢の女性だ。ちぇーと文句を言う子どもたちを追い返す手は優しく、見守る瞳は慈愛に満ちている。十人ほどの子どもたちはすぐに庭に散っていった。

「今日はどうしたの？」

「使用人として出仕することになったので、そのご挨拶に来ました。……今までみたいにあまり来られなくなるかもしれないので」

　ここは、母がいなくなる前に一緒によく訪れていた場所だった。家の仕事の合間をぬって手伝いに来ては、修道女や子どもたちと時間を過ごしてきたのだ。

　公爵家への出発は三日後に決まった。期限は一年間。平民街にも近い子爵家と違い、公爵家は王宮ともほど近く、馬車を使わなければ来られない距離になってしまう。

　明日には、フェリシアの代わりに家の仕事を担う人物が公爵家から来る手筈になっていた。代々公爵家に仕えている一族の出で、身分は保障するとのこと。彼女に家の仕事内容を伝える必要があり、もう今日しか来られる時間がなかった。

　本当は子どもたち一人一人に声をかけたかったが……。

「今までありがとうございました」

　深く頭を下げると、修道女は水仕事で荒れたフェリシアの手をとった。

　彼女はフェリシアの目をじっと見て、ぽろぽろと涙をこぼした。

「ごめんなさいね、……何もしてあげられなくて」

「シスターはいつも泣き虫ですね」

　温かさに指先まで包まれながらフェリシアは微笑む。

　境遇に理不尽や疑問を感じないわけではない。けれども、フェリシアが人の温かさを知っているのは彼女や子どもたち、オーリーのおかげだ。

　幼い頃は自分を置いていった母を恨んでいた感情も、十年も経った今ではわずかに胸の奥が燻るだけになっている。

「お手当もいただけるそうなので、今度来る時にはおかしも持ってきますね」

「いいのよ、それは自分のために使いなさいな」

「……私は、特に欲しいものもないので……」

「あー、また泣いてる」

「泣き虫はいけないんでしょー」

　泣き続ける修道女を子どもたちが取り囲む。もう帰らなくてはいけなくなる時間まで、彼女はずっとフェリシアの手を握ってくれた。





　　　＊　＊　＊






　出立の朝は、公爵家の馬車が迎えに来た。

　舞踏会でもヘイゼルが乗っているのを見るその四輪馬車は、近くで見ると改めて見事だ。道行く人々は馬車の立派な意匠を、ため息をつきながら眺めていた。

「行ってくるわ」

　両親にキスをして、アニタがトランクを手に馬車に乗り込む。

「すみません、後はよろしくお願いします」

「大丈夫ですよ。安心して任せてください」

　フェリシアが頭を下げると、公爵家から来たメイドが微笑んだ。モリーという名の恰幅のよい女性は陽気に笑いながら頭を下げた。

　道具の位置を伝えれば、あとはフェリシアよりも機敏に動き、少ない食材でほっぺたが落ちるほど美味しい料理を作ってくれた。

　掃除も丁寧に手早く終わらせてしまうので、昨日の午後にはフェリシアがすることはなくなってしまったくらいだ。おかげでゆっくりと、部屋の片付けと荷物の整理をすることができた。

（やっぱり、公爵家はすごい方たちばかりなのね）

　改めて見せつけられると、果たして自分もできるのかと不安になる。

「オーリーも無理しないでね、これから夜も寒くなるから温かくして、えっと」

「ほらほら、ぐずぐずしていると折角の馬車がいっちまいますよ」

　心配そうに声をかけるフェリシアに笑って、オーリーはその背中を押した。振り返ると、彼は笑って禿頭に載せたフェルトの帽子を持ち上げた。

「私はいつでも、フェリシア様の幸せをお祈りしておりますからね」




　馬車の中は内装も凝っていて壁にまで模様が彫られていた。ソファの布張りはビロードで、置かれているクッションはどれもふかふかな上、敷かれた絨毯も毛足が長い。御者が扉を閉めると、外の音は全く聞こえなくなった。

　車輪が動き出す。

　身の置き場がなく端でクッションを抱くフェリシアの向かいでは、アニタがカーテンを開けて道行く人々に手を振っていた。

　街を進むこと数十分。初めて見る公爵家のタウンハウスは、フェリシアが戸惑うばかりに大きかった。

（わぁ……）

　馬車の窓から空を見上げる。左右に大きく広がる建物は、窓枠にも高い塔にも余すことなく細やかな装飾がほどこされ、荘厳な雰囲気を醸し出していた。一番高い塔の窓は全てステンドグラスらしく、鮮やかな色ガラスが陽光を浴びて輝いていた。

　門の前で馬車が止まり、フェリシアは地面に降りた。大通りに面した鉄柵は今にも被さってきそうなほど威圧感がある。

「お待ちしておりました、お嬢様方」

　玄関前に立っていた、白いものが混じる黒髪と髭の執事が丁寧に挨拶をしてくれた。目は糸のように細くて、開いているのか閉じているのかもわからない。

　彼の脇を、アニタのために用意されたたくさんの荷が次々と屋敷に運び込まれていく。

　さりげなく近づいてきたフットマンが、フェリシアの手にあるトランクを持った。

「自分で運びます」

　慌ててフェリシアは言ったが、フットマンの青年は穏やかな笑みでそれをさえぎった。

　彼女を見てアニタが呆れたように言う。

「敬語なんて使う必要はないわよ。私たちはお嬢様付きの侍女なのだから」

「……ええ」

　主人付きの侍女はメイドとは待遇が違う。服も支給される黒いアフタヌーンドレスとエプロンではなく自前のドレスを着て、使用人からは主人と同程度の扱いを受けるのが普通だ。

「ああでも、お姉様は私のお手伝いだものね。立場はメイドと同じかしら」

　くすくすと笑われてフェリシアは曖昧に笑みを返した。執事が咳払いをした。

「私含め、使用人も自由に使っていただいて構いません。その代わり、お二人とも、全てのことをヘイゼル様第一にお願いいたします」

「言われなくともわかっているわ」

「……はい」

「ではこちらへ。中庭でお嬢様がお待ちです」

　執事が歩き出した。

　運び込まれる荷物を満足そうに見ながら、アニタが後ろに続く。フェリシアもその後を追った。




　正面玄関から建物に入ってすぐ広いエントランスホールに出る。ここだけで孤児院がすっぽり入ってしまいそうだ。

　そこを通り抜けると廊下の先に、広い中庭が見えてくる。

　遠くからでも、整えられた芝生が緑を茂らせているのがわかる。その向こうにはたくさんの種類の木が、高いガラスで囲まれた中に植わっていた。どうやら植物園のようだ。

「旦那様や奥様はどちらにいらっしゃるの？」

「世界旅行グランドツアーに出ておいでです。お戻りは、はていつになることやら」

　アニタの問いかけに執事は遠い目をした。ヘイゼルは兄弟がいない。だから今、この広い屋敷に公爵家の者は一人だけということになる。

　気さくに話をしている二人の後ろで、フェリシアは心臓のあたりを押さえていた。

（落ち着いて……落ち着いて）

　中庭に近づくにつれて緊張が高まる。

　アニタの無茶を止めたいという気持ちだけでここまで来てしまったが、よく考えると、ヘイゼルに仕えるなんて想像するだけでも心臓が止まりそうだ。

　それに、やはり侍女として呼んだのはアニタだけだった、姉は出て行けと言われたらどうしよう。いや、優しいヘイゼルはいきなりそんなことは言わないだろうけれど……。

　そんな不安のままおもむけば、件の人物は中庭の噴水の縁に腰かけていた。

　鳥に餌をあげている彼女は、先日のような騎士服ではなく白いワンピースを着ていて、どこからどう見ても可憐で清楚な令嬢だ。

　そして隣には黒い髪にシャツとベスト姿の男性がいて、なにやら二人で仲よさそうに話をしている。

　近づいてきた執事たちに気づいて立ち上がったヘイゼルの動きで、鳥がばっと羽を広げて植物園のほうに飛んでいった。

「失礼いたします。先程、お二人ともご到着されました。ギルバート殿下もいらしていたのですね」

「ああ、ヘイゼル嬢がついに侍女を選んだといううわさを耳にして、少しお邪魔させてもらおうと思ってね」

　執事が胸に手を当てて頭を下げる。ヘイゼルの隣で、整えられた髭を撫でる痩身の男性は王の叔父にあたる人物だ。アニタは彼をちらりと見ながら一歩前に出た。

「子爵家の娘のアニタ・バークレーでございます。先日はありがとうございました。この度は過分なお話を賜り光栄です」

　アニタの礼にフェリシアも無言で続いた。

　しかし礼を解いてもにこにこ笑うヘイゼルは何も言わない。アニタに肘で突かれて、フェリシアが名乗るのを待っていることに気付いた。

「……失礼しました！　フェリシア・バークレーと申します」

　顔を真っ赤にして頭を下げると、ギルバート殿下が噴き出した。

「ギルバートおじ様」

「失礼、……あまりの愛らしさについ」

　咳き込む彼を置いて、ヘイゼルも礼を返す。

「ヘイゼル・ライオネル・レイフィールドです……とここで言う必要もないわね。来てくれてありがとう二人とも。レイフィールド公爵家へようこそ。本当は、門まで迎えに行きたかったのだけど」

「仮にも当主代理がやめてください」

　ぎろりと執事が睨む。普段は糸のように細い目なのに、見開いたときの目力は強い。びっくりして息を飲んだ姉妹の前でヘイゼルは肩をすくめた。

「紅茶とお菓子を用意しているから、座って」

「私はこれで失礼するよ。またね、愛らしい娘さんたち」

　彼はアニタとフェリシアの手をとって口づけると、植物園のほうへ去って行く。

　ほぅ、とその後ろ姿を眺めて息を吐いたのはアニタだ。

「ヘイゼル様はギルバート殿下とも仲がよいのですね、とっても羨ましいです」

「代々近衛で務めさせていただいているから、王家との距離も近くなるの。血のつながりはないけれどおじ様と呼ばせていただいているわ。王太子とも幼馴染みだしね」

「知っていますわ！　建国からの関係ですもの」

「でも急にいらっしゃるからびっくりしたわ。ちなみに植物園の奥に、王宮に繋がる秘密の通路があってね」

「皆様こちらへ」

　執事が呼ぶ。噴水から少し離れたところに、パラソルのついたテーブルセットがあって、アフタヌーンティーの準備ができていた。

　季節は秋だが、今日は穏やかな天気で風もない。メイドに勧められるままに席につくと、ヘイゼルは紅茶の葉をティーポットに入れた。

「あ、私が」

「今日は座ってなさい」

　立ち上がろうとするフェリシアをさえぎって、ヘイゼルがお湯を注いで上からティーコゼを被せる。

　どうぞ、と執事に差し出されたお皿から、ミニケーキをおそるおそるいただいた。それを食べきる間もなく次々に料理が運ばれてきて、テーブルの上は甘いお菓子やサンドイッチでいっぱいになる。

「他に侍女の方はいらっしゃらないのですか」

「そうなの。ほとんど自分でしているし、困ったことがあれば執事にお願いしていたから」

　アニタの質問に、紅茶を蒸らしながらヘイゼルが言う。

　舞踏会のときの優美な雰囲気と違い、どこかのんびりしている。こちらが素なのだろう。そのワンピースに包まれた胸は……フェリシアはもちろんアニタよりも大きい。

　立ち居振る舞い、話し方、改めてどこからどう見ても女性である。

　姉妹二人の視線を受けながら紅茶を注いで席に着いたヘイゼルは、微笑んで指を組む。

「先日は捜査にご協力ありがとう。おかげさまで全員の身柄を確保することができたわ」

「そうでしたか……」

　思わずフェリシアは安堵の声をもらした。

　倒れていた男性もすでに退院した、と聞いて胸をなで下ろす。彼は最近懇意にしていたアニタのボーイフレンドだったようだ。あの後、アニタのお使いで彼のお見舞いの品を手配している。

「……それは何よりですね」

　少し遅れてアニタも言葉を返せばヘイゼルは眉を下げた。

「でもごめんなさい、彼らからも目撃情報を聞いているのだけれど、助けてくれたという騎士はまだ特定できてないの。またわかったら伝えるわ」

　ヘイゼルは合わせていた両手を開いた。

「では、今日からよろしくね、二人とも」

　彼女の左の中指にはめられた金の指輪がきらりと陽光を反射した。




「休日は庭を市民に開放しているのよ」

「ええ、慈善事業は貴族の責務ですものね」

　ヘイゼルとアニタが話をするのを、フェリシアは静かに聞いていた。

　淹れてもらった紅茶はとても美味しい。一口飲むとふわりと鼻腔に香りが広がり、ほのかにスパイスが入っているのか、それが心地よく舌を刺激した。

「騎士団の仕事はお忙しいのですか？」

「気になるなら今度一緒に行きましょう。可愛い子が来たら皆喜ぶわ」

「本当ですか!?」

　どこまでもやわらかく隙のない話し方と、その仕草や表情を見て、フェリシアは月の下で会った青年騎士を思い出す。自分の唇に指先で触れた。

　彼女の口ぶりや態度からあの一件の残り香はうかがえない。そもそも騎士のことは何もわからないと、ヘイゼル自身が先程言っていたではないか。

「……」

　そのことを少し寂しく思う自分に気づいて首を振る。

　見たのはわずかな時間だけだったし、イニシャル入りのマントも好きな名前を刺繍していただけかもしれない。だが……ヘイゼルに、妹が性別を疑っていると伝えた方がいいのだろうか。

　アニタと社交界に出るようになって根も葉もないうわさから大変なことになった人を幾人も見てきた。

　最近は少なくなったが彼女自身、盗人の娘だと後ろ指をさされていたこともある。それがどれだけ苦しかったか。

（……お優しいヘイゼル様にあんな思いはさせられない）

　ぎゅ、とテーブルの下で手を握った。何を見ても聞いても、自分の中にとどめてしゃべらないのがフェリシアの処世術だ。そうやって子爵家で生きてきた。

　けれどいざとなれば嘘をついてでも、アニタに叱責されようとも自分がヘイゼルの盾になる。だから、もうキスのことは忘れよう。

　そう思ってフェリシアが顔を上げると、ヘイゼルはぱっと顔を背けた。

「あの、ヘイゼル様」

　その行動に首を傾げたフェリシアをよそに、アニタがヘイゼルの手を取った。黒曜石のように光る大きな目が見上げ、誰をも魅了する唇が愛らしい声を奏でた。

「私、誠心誠意お仕えさせていただきます。どうぞ気になったところや至らないことは何なりとおっしゃってくださいね」

「ありがとうアニタ。頼りにしているわ」

　ヘイゼルがやんわりとアニタの手を解いた。

「さて、屋敷の中を案内しましょうか。しばらくは場所を覚えるだけでも大変だと思う」

　ヘイゼル自ら、フェリシアとアニタを引き連れて屋敷を歩いてくれた。

　青空によく映える中庭に面した温室に植物園、中心部にそびえるステンドグラスの時計塔。建物の中は天井が高く、見上げるだけで首が痛くなった。

　先代からの肖像画がかかるギャラリーに、たくさんの本が並ぶ図書室、メイドや料理長が忙しく働いている調理場に、大きなテーブルの置かれた食堂。螺旋階段をあがった先には、部屋の扉がずらりと並ぶ廊下もあった。

　百名も入りそうな大広間で、今度公爵家が主催するお茶会の招待客のリストを見せてもらった。爵位はバラバラだが全員女性で行う、気楽な婦人会らしい。アニタは親交がある人の名前を見ては、無邪気に声を上げて喜んでいた。

　一通り打ち合わせを終えた後で、フェリシアは大広間に並ぶ骨董品を見ていた。金銀象牙に陶器、ガラス細工。どれも見事に磨き上げられている。

（どうやって手入れをしているのかしら……）

　思わず考え込んでしまう。方法を聞いたら家でも試してみよう。

　壁に掛けられた絵画はどれも有名な画家によるもののようだ。フェリシアはその中でも、服のシワまで細かく描かれた、ドラゴンと騎士が対決する場面の絵を見上げた。

　今にも火を噴きそうな黒いドラゴンの後ろには怯える女性たちの姿があって、対峙する騎士も女性だ。剣を持つ彼女の左手には金色の指輪が光っている。

「この絵を気に入ってくれたの？」

「ひゃ！」

　不意に声をかけられて飛び上がった。振り向けば、アニタと話していたはずのヘイゼルがそこに立っていた。

　おそれ多くて近づいていなかったのに距離を詰められ、一気にフェリシアの頬が熱くなる。後じさったフェリシアに何も言わず、ヘイゼルは彼女の傍らで絵を見上げた。

「国を荒らすドラゴンと騎士の対決の場面ね」

「とても素敵です……まるで目の前で起こっているみたいで」

　気の利いた言葉はそれくらいしか出ない。

「ありがとう。私もこの絵、大好きなの」

　描かれている騎士の顔はどことなくヘイゼルに似ていた。視線を感じたのか彼女がこちらを見る。

「もう頬の傷は大丈夫？」

「あ、はい、ハンカチもありがとうございました。後でお返ししま……」

　不意にヘイゼルの顔が近づく。

　ちゅ、と傷のあったところにやわらかな唇の感触が落ちた。

「～～～～～～～～～!?」

「おまじない」

　身体を硬直させたフェリシアの唇に人差し指を当て、ヘイゼルがいたずらっ子のように笑う。そして上機嫌に、離れたところで一番大きな絵を見ていたアニタに声をかけた。

「さぁじゃあ次のところに行きましょうか」




　移動した場所は建物の一番上の階。

「侍女さんの部屋はここね」

　開けられた扉の奥を見て、アニタとフェリシアはため息をこぼした。

　そこにあったのは、アニタの自室の三倍は広い部屋。アンティークだが決して年代を感じさせない、白とピンクを基調とした調度品は見事の一言だ。ベッドにはすでにノリのきいたシーツがかかっていて、とても寝心地がよさそうにみえる。

　侍女の部屋はヘイゼルの部屋とも近い。だが置いてあるベッドは一人用がひとつ。つまり、一人部屋。

「私はお姉様と相部屋はちょっと……部屋はもうひとつあるのですか？」

「実はね」

　問いかけに、ヘイゼルが困った顔で頬に手を置いた。

「屋敷の荷物が多くて部屋が一人分しか用意できなかったの」

「え……」

「私、この部屋がいいです！」

　アニタが勢い込んで言う。

　ヘイゼルは少し考えて、フェリシアを見た。

「そう？　じゃあここはアニタに使ってもらいましょうか。構わない？」

「はい」

　子爵家では屋根裏を使っていたフェリシアにとって、この部屋は豪華すぎる。落ち着かないのが目に見えていた。

　でも、と不思議に思ってフェリシアはもう一度部屋の中を見た。

　アニタは嫌がるだろうがこの広さなら二人で使っても十分余りそうだが……。それにこれだけの客間がそろっている公爵家が、侍女の部屋を一つしか用意できなかったというのも腑に落ちない。

　まぁ、これだけ調度品があるのだからしまう場所も大変なのだろう。

「今の時期なら納屋でも大丈夫です」

「納屋……？」

　ヘイゼルは呆れたように呟いて、こほんと咳払いをした。

「そんなところに寝させるわけがないでしょう。フェリシアは私の行儀見習い兼侍女よね。だから」

　美しい人は、両手を打ち合わせて満面の笑みを浮かべた。

「私の部屋を使えばいいわ！」

「……え？」

　思考が一瞬停止している間に、ヘイゼルがフェリシアにずいと近づく。

「書斎が空いているからそこに十分ベッドは入るし。私は日中、騎士団の仕事で出ているけどいない間も好きに使っていいから」

「あの、……どういう」

「もちろん構わないわよね」

「あの……」

「じゃあすぐに荷物を運んで」

「待ってください！」

　話がどんどん進んでいく。慌てて止めると、ヘイゼルはきょとんとした顔になった。

「なぁに？」

「しゅ、主人と使用人が同じ部屋というのは、どうかと……」

「でも部屋がないんだもの」

　しょんぼりした様子で即答される。

「屋根裏でも、……物置でもどこでも」

　フェリシアはふるふると首を振った。

　憧れていて、尊敬している人と一つ屋根の下どころか同じ部屋なんて。

「む、む無理です……！」

「おねがいフェリシア」

　優しく手を取られる。温かい手に包まれて目を開けると、眉を八の字にしたヘイゼルが上目遣いで見つめていた。背は彼女の方が高いので少ししゃがんでいる状態だ。

　目を潤ませる様子はお伽話の妖精のように愛らしく、拒否するこちらが悪いことをしているような気にさせる。

「いえ、でも」

　困ってアニタを振り返ると、彼女は青ざめてぱくぱくと口を開けたり閉じたりしていた。

「フェリシア、お・ね・が・い」

　星を散らしたようなキラキラしたヘイゼル色の瞳で見つめられる。

（う、う）

「ダメ？」

「……だめ、じゃ……ないです……！」

　ヘイゼルの頼みを振り切ることなど、フェリシアには不可能だった。





　　　＊　＊　＊






　ヘイゼルの部屋は、アニタの使う部屋よりもさらに数倍は広い。

　本棚や書き物机のあるスペースの他に、服や装飾品が詰め込まれた続き間もある。大きな窓を開ければバルコニーも付けられていて、王都の様子が一望できた。

　照明器具ひとつに至るまで凝った造りが見られる中で、フェリシアのトランクが身の置き場がなさそうに待っていた。

『書斎』は本棚や机、小さな洋服棚とベッドを置いてもまだスペースがある。ここがフェリシアの部屋にあてがわれた。

　小さく息を吐いて彼女はトランクの蓋を開け中身を取り出した。とはいえ、洋服棚に数着の服をしまえばそれで終わりだ。

　最後に度の入っていない眼鏡を机に置いた。

「荷物はそれだけなの」

「ひゃ！」

　またも気配もなく後ろからヘイゼルにのぞき込まれて飛び上がった。

「う、後ろからは心臓に悪いのでやめていただけると……！」

「ごめんなさい、反応が可愛くて」

　ヘイゼルが笑う。そのまま彼女は、ふわ、と欠伸をした。

「もうおやすみになりますか？」

「ええ、そうするわ」

　寝室は書斎の向かいだ。ヘイゼルの寝間着は白いリネンのワンピースだが、飾り気などなくともドレスのように華やいで見えるから不思議である。

　ちなみにフェリシアも寝間着姿だ。家から持ってきた簡素なものを着ている。本来であれば主人が寝るまでが侍女の仕事であって、寝る準備はその後が普通なのだが……主人の湯浴みを勧める圧が強くて断れず、体だけ洗わせてもらった後である。

　浴室は部屋の中に備え付けられていて、地面に埋め込み式のとても広いもの。お湯の水面に花が浮かび甘い芳香を立ち上らせて、なるほどヘイゼルのいい匂いはここから来ているのだと理解した。

「夕食は口に合った？」

　ヘイゼルが、数人で寝られるほど大きなベッドに入りながら聞く。いつもよりもゆったりした話し方で、眠そうなのがうかがえた。

「はい、とても美味しかったです」

　照明の光を調節しながらフェリシアが答える。

　歓迎会もかねて広い食堂で三人で食事をしたのだ。空豆のスープに焼きたてのパン、牛肉の煮込みと魚のソテーその他たくさんあって、思い出すだけで美味しい味が口によみがえる。

　おしゃべりをしながらの楽しい時間だった。いや、食事だけでなく見るもの聞くものすべてが新鮮で、とても幸せな一日を過ごした。

　フェリシアはベッドで静かに目を閉じているヘイゼルを見た。

　屋敷についてからほとんど一緒に過ごしたけれど──湯浴みも手伝ったが──彼女が男性であるような様子は一度も見られなかった。何も言わずに自室に戻ったアニタも戸惑っているのだろう。何事も無く今日が終わることにほっとする。

　進展がなければアニタも諦めてくれるに違いない。熱しやすく冷めやすい彼女なら、興味を失えば侍女を辞めて子爵家に戻ると言うはずだ。

　……そのときはおまけで付いてきた自分も、この屋敷から去らなければならないと思うとほんの少し寂しかったけれど。

「それでは私はこれで」

「フェリシア」

　目を開けたヘイゼルが名前を呼んで、布団をめくりぽふぽふと隣を叩いた。

「一人じゃ眠れないから、添い寝してくれる？」

「……」

　無言でフェリシアは首を振った。

「お願い！　一生のお願い！　私が寝るまででいいから！」

「私が寝させていただきます！」

　腕を掴まれて懇願されていると、寝室に寝間着姿のアニタが入って来た。

　薄い生地のネグリジェの上にローブを羽織った彼女は、黒髪をかき上げる。

「荷物の整理は終わりました。侍女は二人だもの。平等に、親交を深めた方がいいと思うのですが」

「あら、アニタが添い寝してくれるの？」

「はい」

「嬉しいわ、ありがとう」

　うきうきとヘイゼルが答える。フェリシアはアニタの裾を思わず引いていた。

「……侍女の仕事って、こういうことも含まれているの？」

「そうよ、当たり前でしょ」

（当たり前……!?）

　衝撃を受けるフェリシアをよそにアニタがヘイゼルの布団に入る。一瞬にして状況が変化し、フェリシアは呆然となった。

（ど、どうしよう）

　つまり当然の仕事を彼女は断ったということ。静かにパニックになっていると、布団に収まったアニタを見たヘイゼルは反対側の布団をめくった。

「じゃあ、寝ましょうか」

　結局フェリシアもベッドに入った。

（これは仕事……仕事！）

　大きなベッドは真ん中にヘイゼルを挟んで三人で寝てもまだ余裕がある。

　だがまさかヘイゼルと同じベッドで寝ることになるなんてと、心の準備ができていない内に電気が消された。

「……ふふ」

　ごそごそと衣擦れの音が暗闇に響く。アニタの嬉しそうな声が聞こえてフェリシアはぎくりと身体を震わせたが、しばらくすると寝息が聞こえて静かになった。

　それにしても添い寝とは、ヘイゼルが寝るまでここにいればいいのだろうか。

　ベッドはとても寝心地がよく、朝からずっと気を張り詰めていた体は睡眠を欲していた。すぐにうとうとしかけて、いけないと彼女が起きようとしたところで。

「まだ駄目」

　後ろからヘイゼルに優しく抱き込まれた。やわらかさと、いい香りに包まれる。そして、なんだかとても……抱きしめる力が強い。

「……何もしないよ」

　やわらかい声とともにさらにぎゅうっと抱え込まれて、心臓が痛いくらいに鼓動する。

　ヘイゼルの腕の中で顔を真っ赤にして動けずにいると、頭を撫でられて静かな声が耳元で囁いた。

「おやすみ、フェリシア」








三　近づいてはいけないもの









　にぎやかな鳥の声でフェリシアは目を覚ました。

　カーテンを閉めた部屋の中はまだ暗い。不思議に思ったのは、秋の朝なのにいつもと違って温かくて妙にふかふかすること。近くにある甘い匂いに惹かれて彼女は思わず顔をすり寄せた。

「おはよう」

「！」

　そこで笑いを含んだ声が聞こえた。ぱっと顔を上げるとそこには絶世の美女がいて、フェリシアを見て微笑んだ。

　こんな至近距離にヘイゼルがいる夢を見ているのかと考えて────さぁっと顔が青ざめる。ヘイゼルの腕の中で眠ってしまったらしい。

「す、すみません、いつの間にか寝て」

　慌てふためきながら言うと、ヘイゼルは唇に指を置いて後ろを見た。

「まだアニタが寝ているから静かにね」

　視線を追ってそちらを見れば、アニタが猫のように丸まって寝ていた。

「……いつの間にか寝てしまって」

「添い寝をお願いしたのにそれを怒ると思う？」

「……寝坊しました」

「見ての通り、まだ朝にもなっていないわ」

　彼女が示す窓の外はまだうす暗い。

　抱きしめられて頭を撫でられたところで、昨夜の意識は途切れている。

「フェリシアは温かくていい匂いがするのね」

　ぎゅっと抱きしめられればもう耐えきれず、フェリシアはベッドから逃れた。

「お、お茶をご用意しますね」

「ええ、ありがとう」

「アニタ、起きて」

　ベッドの反対側に回ってアニタを軽く揺さぶった。けれど目をつむったままの妹は手を振り払って背を向けてしまう。

「寝かせておいて大丈夫よ」

　ヘイゼルの口調にどこにも責める様子がないことにほっとして、頭を下げてフェリシアは寝室を後にした。

　書斎で着替えて髪をくくり、メガネをかけた。裸眼でも視力は問題ないがレンズ一枚隔てたいつもの景色に安堵する。

　一言、声をかけてヘイゼルの部屋を出た。

　上下左右に広い廊下はとても暖かく、絨毯に何か魔法が仕込まれているのか、底冷えするはずの朝の空気はどこにも感じられない。

　調理場に向かう間にも数人の侍従とすれ違って会釈を返す。こんなに早い時間だというのにもう屋敷の中は動き出しているようだ。

（お茶と、着替えと、朝食の準備と……）

　その他は侍女として何をすればいいのだろう。執事や家政婦長から特に指示はなく、ただ『ヘイゼル様を第一に』と言われただけだった。

　通常であれば主人の起きている間は常に寄り添い、服や装飾品の手入れをして、買い物があれば同伴し、社交界に着ていく服の相談などをするものなのだが……日中、彼女は騎士団にいる。

　クローゼットにはすでに完璧に管理された服や宝石が並んでいた。父が言ったとおりだとすれば、ヘイゼルは今まで自身のことは自分でしてきた方なのだ。

　いつから起きていたのか、すでに眠気の欠片もない彼女の様子を思い出して悩む。つまり役に立とうと思ったら、フェリシアはもっと早く動かなければならない。

　気合いを入れ直してたどり着いた調理場は、スープか暖炉のためか熱気がこもっていた。何人もの厨房メイドがてきぱきと仕事をこなしているのを見る。

　子爵家では家事もすべてフェリシアの仕事だったが、ここのように多くの人がいる屋敷では役割分担があるのが普通だ。

「おはようございます」

「あらまぁ、おはようございますフェリシア様」

　挨拶をすると料理長が声をかけてくれた。

「お嬢様の朝のお茶ですね、少々お待ちを」

　彼女が近くにいる厨房メイドに声をかける。はい、と明るく返事をした部下に笑う料理長は、バークレー子爵家の仕事を担ってもらっているモリーの双子の姉だという。体格も声も、はきはきした調子も全く同じで昨日初めて会ったときはびっくりしたものだ。

「昨日は美味しいお菓子と料理をありがとうございました」

「お褒めにあずかり光栄です」

　目の前にホットチョコレートを差し出された。

「準備ができるまでどうぞ」

「いえ私は」

「朝に一口甘いものを飲んだくらいで、怒るような主人じゃないですよ」

　からからと笑われて躊躇いつつ受け取る。甘い匂いと湯気に誘われて顔を近づけると眼鏡が曇ったが、構わずとろりと濃いチョコレートを口に含む。

　とても美味しくてほっとする味に息を吐いたところで、ふと、自分の手首に赤い痣があることに気づいた。

「虫刺され……？」

　昨日まではなかったはずだ。

　不思議に思いつつフェリシアは袖口を引き下ろした。

「フェリシア様は、料理がお得意とお聞きしましたが」

「幼い頃からしているだけで、得意というわけではないです。それとフェリシアでいいですよ」

　ヘイゼルの侍女はアニタで、フェリシアはそのおまけなのだから。

「そんなわけにはいきませんよ！　……執事のじいさんに何を言われるか……」

　呟きながら料理長がお盆に載せていくのは、お湯とティーポット、カップ、茶葉の入った容器がいくつか。ホットチョコレートを飲み干したフェリシアは一式を持って、お礼を言い調理場を後にした。

　ひとつひとつ手作業で描かれた模様を眺めながら部屋の前に戻り、ドアをノックする。

「失礼しま……」

　そこで、フェリシアは固まった。

　廊下から入ってすぐは居間になっている。そこに置いてある椅子に着替えを終えたヘイゼルが座っていて、後ろにはアニタが立っていた。

　妹もすでに着替え終わっていてそれはいいのだが……。

「あ、アニタ？」

　特筆すべきはアニタの手がヘイゼルの胸を後ろからわし掴んでいることだった。

「……大きい」

　赤いマニキュアの塗られた指がやわらかそうなそれに埋もれている。フェリシアが入って来たことにも気づかず、アニタは主人の胸を揉みながら呟いた。

「胸が大きくなるマッサージをしてくれるって言うから、お願いしているの」

「え、あ、……そうですか」

　侍女に胸をすくわれながら、ヘイゼルが状況を説明してくれる。肩より少し長いくらいの髪がこちらを見る動作で揺れた。

　見てはいけないものを見てしまったと焦ったが、そうではないらしい。

　遅れて、ヘイゼルの胸が本物かどうかを確かめているのではと気づくが、しかしアニタも胸が大きいからやはりただのマッサージかもしれない。

　それにしても何だろう。揉まれても平然としているヘイゼルの姿に……もやもやとした気持ちが……。

　お盆を持ったまま立ちつくしていると、ヘイゼルがフェリシアを見て自分の胸を指した。

「揉む？」

「──揉みません！」

　図星を指されたフェリシアは真っ赤な顔で叫ぶ。その動作で、かちゃんと食器同士が軽くぶつかって音を立てた。




「ヘイゼル様のお好きなブレンドはありますか？」

「アニタに任せていいかしら」

「もちろん」

　ヘイゼルの返事に、茶葉の缶を持ったアニタは手元に視線を向けた。

「王家御用達……こっちは、滅多に手に入らない老舗の」

　いくつかある銘柄を確認して、アニタが茶葉をポットに入れていく。フェリシアは壁際に控えて主人と妹の様子を見ていた。

「また街で通り魔ですか、怖いですね」

　アニタが、ヘイゼルが読んでいる新聞を見ながら言う。傍らの机には違う版元の新聞がいくつも置かれていて、どれも一面は世間を騒がせているある事件について書かれていた。

　通りすがりに、髪や服を切られる事件だ。幸い死者は出ていないが、顔や首の皮膚を切られることもあるという。すでに被害者は男女合わせて十数人に及んでいた。

　騎士団が巡回を増やしているが犯人が捕まる気配はない。これだけ被害者がいるのに情報が少なく、捜査も難航していた。

「早く捕まらないかしら。犯人の特徴については友人たちの話にもよく出るのですけれど」

「どんな話？　……ありがとう」

　アニタが紅茶を机に置くと、ヘイゼルは微笑んでそれを持ち上げた。

「刃物の扱いに長けた屈強な人物だそうですわ。友人の知り合いも被害に遭っていて……」

　ヘイゼルの髪を櫛で梳かしながら、アニタは言葉を続ける。

「初めはいたずらで、無差別に襲うのが楽しくなった愉快犯でしょう。困ったものだわ」

「なるほど」

「女王陛下も最近表に出ませんし、王太子は相変わらず政務をおろそかにしがちですし……騎士団の動きも遅いと皆怒って……いえ、近衛ではなく巡回騎士のお話ですよ！」

　目の前の主人も騎士団員と気づいて慌ててアニタがフォローする。

　騎士団はいくつかの部署に分かれていて、主に王都の安全を守るのが巡回騎士団だ。ヘイゼルが所属しているのは、王族警護を請け負う近衛騎士団。彼女はそこの団長を務めていた。

「改革派のギルバート王弟殿下にもっと頑張っていただかないと。ヘイゼル様は王太子派と王弟派どちらですか？」

「どちらっていうものはないわ。アニタは？」

「……私も、特には」

　二人の会話を聞いていると扉がノックされたのに気づき、開けると執事がそこに立っていた。

「失礼します。ヘイゼル様、至急の用があるので王宮に上がるようにと連絡がありました」

「わかった、すぐ行く」

　ヘイゼルが紅茶を飲んでお盆に置く。新聞も畳んで載せ、それを執事に渡した。それと交換するように執事は紙袋を差し出した。

「こちら昼食です」

「焼きたてパンの匂いがする。料理長に有り難く食べると伝えて」

　包みを受け取って顔をほころばせると、彼女は部屋を振り返った。

「アニタ、一緒に来る？」

「いいんですか!?」

　アニタが飛び上がる。

「騎士の仕事場なんてむさ苦しいばかりだけど、それでよければ」

「もちろん！　ああ、それならすぐ服を着替えてまいりますわ」

　アニタは礼をとって、ぱたぱたと部屋を出た。嬉しそうな後ろ姿を見送って、ヘイゼルがフェリシアに向き直る。

「フェリシアには屋敷での仕事をお願いしようかな」

「何をすればよろしいですか」

「内容はもう執事に伝えてあるから、指示があるまでここで待っていて。見送りもいいわ」

「はい、いってらっしゃいませ」

　頭を下げると、彼女はフェリシアを頭の上から足先まで見た。

　何か変だろうか。着ているシャツとスカートを確認する。下を向いたところで、ヘイゼルがフェリシアのこめかみに口づけた。

　心臓が大きく跳ねて、止まる。視界の端で執事が顔を背けた。

「──レイフィールド様」

「ん？」

「その、……使用人にみだりにキスで挨拶をするのは、……どうかと」

「気にしない気にしない」

　必死に言葉を絞り出すと、ヘイゼルが明るく笑った。そして、フェリシアの手を握る。

「フェリシアは私の侍女でしょ」

「は、はい」

「だったらそんな家名を使った他人行儀な呼び方は、どうかと思うのだけど？」

　至近距離でとろける笑顔を見せられる。そのまぶしさに眩んで、チカチカする目をフェリシアはすがめた。

「……ヘイゼル、様」

「よろしい。じゃあ、行ってきます」

　再び顔が近づいてきたので、フェリシアは慌てて後ろに飛び退いた。




「では、フェリシア様にはとても重要な仕事を頼みますね」

　朝食の後で執事に連れて来られたのは広い客室。掃除だろうか、銀磨きだろうか、しかし綺麗な部屋には塵一つない。

　何をすればいいのだろう。振り返ると、糸のような目の執事は厳かに仕事を命じた。

「今からこちらにいらっしゃる方の応対をお願いいたします」

　そして。

「はぁはぁ、娘さんいい肌ねえぇ」

「ひっ、あ、あの胸」

「膨らみが足りないわ、パッドをもっと頂戴。さぁ早く！」

　十数分後。

　フェリシアは公爵家御用達の仕立て師に、下着一枚にされてあちこち測られていた。

　仕立て師は女性とはいえ、貧相な身体を見られるのは恥ずかしい。だがドアの前には彼女の助手が仁王立ちしていて、逃げ場は完全に封じられている。

　執事が出た後、すぐに運ばれてきたのは山のような服。それを次から次へと仕立て師と助手に着せられる。ワンピース、シャツ、スカート、キュロット、帽子、靴まで。鮮やかな布の乱舞に目が回りそうだ。

「もう十分なので……あの、お金もなくて」

　逃げようとした体を犯罪者のように取り押さえられて、半泣きで訴える。

　どう見ても仕立て師お手製の一点物ばかり。フェリシアの手持ちで買えるものではない。

「まぁまぁまぁまぁ。次はこれにしましょう」

　髪を梳かれてセットされた後、服を着ては脱ぎ、髪型を変えて再び着るのを繰り返す。その都度、仕立て師はなにかブツブツ呟いては、鬼のようにメモをとっていた。

　そんなことを繰り返している間に抵抗する気力もなくなった。

　昼食時にようやく休憩が許され、フェリシアはぐったりとソファに身を預けた。仕立て師は出された食事を三分で食べるなり、元気に針と糸で服の微調整を始めている。

　その彼女の傍らで物差しがくるくると楽しそうに踊っていた。

　哀れみの目を向ける執事から差し出されたサンドイッチをちびちびいただきながら、フェリシアはそれを眺めて首を傾げた。

「可愛いでしょ。小さく丸まったり、固くなったり便利なの」

　彼女の視線に気づいたのか、仕立て師が物差しの先を軽く弾く。木でできたようにピンと張っていた物差しが渦巻き状に変化した。

「魔法の品ですか？」

「そう」

　魔法は便利だが、扱える人間はとても少ない。一般人でも使えるように魔術式が込められた道具は、どれも稀少で高価なものだ。売っている店も大体紹介がないと中に入れないという。

　アニタはボーイフレンドから貰ったという品をいくつか持っていたが、フェリシアは触れたことすらなかった。

（魔法の……）

　ヘイゼルが姿を変えられるのは、魔法によるものではないかとアニタは言っていた。

　性別を変える魔法。なくはないだろうがどのように作用するのだろう。

　アニタがヘイゼルの正体を掴むのにそれを狙うのでは──フェリシアがそう考えたところで、物差しがにょろりと目の前に現れた。

「！」

　いつの間にか、物差しがフェリシアの腕に絡みついている。両手首を蝶々結びされた状態で上を見ると、目の前に仕立て師が立っていた。

「あ、あの……？」

「ふふふふふふ。気になっていたんだけど、眼鏡は度が入ってないわよね」

「そう、です、が」

　長い指が、物差しの拘束から逃れようとするフェリシアの眼鏡を外した。

「あら……外すと雰囲気が全然変わるのねぇ！　楽しくなってきたわ。ふふふふ」




　再開したファッションショーではフェリシアの意見は一切無視された。

　次から次に着せられた服は助手によって部屋の隅に積み上げられていく。どれくらい時間が経ったのか、もう判断力も低下して久しい中『その姿』を鏡で見た彼女は床にしゃがみ込んだ。

（何も着ていないよりも恥ずかしい……！）

　今の貴族のトレンド、と着させられたのはひらひらの寝間着。

　新素材という布は向こうが透けて見えるほど薄く、身体を隠す機能を持っていなかった。長さも足の付け根までしかない。

　ちなみにショーツは大事なところをわずかに隠して腰のところを紐で結ぶだけだ。

「まだー？」

「も、もうちょっと、心の準備を！」

　白いカーテンで仕切られた着替え場所で、フェリシアはカーテンを掴んでぷるぷる震えていた。

　だんだん服がきわどくなっていて、次に渡されるものがおそろしくて仕方がない。

「やってます？」

　カーテンの向こうでヘイゼルの声がした。

　それでもう帰宅の時間になっていたことに気づく。結局今日は着替え以外していない。

「まぁまぁヘイゼル様、これから冬物を選びましょうか？」

「ん、ありがとうございます。でも今日はいいです」

　仕立て師の声に、爽やかにヘイゼルが返した。

「あれ？　パティさんにしては珍しく数が少ない……ような」

「コンセプトの変更があったので！　次はこの倍は持ってきますわ！」

「それは是非お願いします」

　すでに立ち上がる気力もないフェリシアに比べ、仕立て師はまだ元気いっぱいだ。

「そういえばもう一人の侍女のアニタ様は……？」

「一緒に王太子の護衛で魔獣退治して、疲れて寝ています」

「あらまぁ可哀想に」

「もー、聞いてフェリシア！　土埃で視界が悪いし、馬鹿王子は止めても突撃するし！　すごく大変で」

　訴えとともにジャッと音がして簡易カーテンが開けられた。

　完全に油断していたフェリシアは床に手をついたまま、泥まみれのヘイゼルを見上げた。

　疲れと恥ずかしさで反応が遅れる。眼鏡もどこかに持って行かれてしまい、潤む視線があわさってヘイゼルが息を飲んだ。

　一瞬にして顔を真っ赤にしたヘイゼルが、身体を震わせる。口元を押さえた左手にきらりと金の指輪が光って──その手が、いつもより大きく筋張ったものになった気がした。指のすき間から見える唇はいつもより薄くなっていて。

　それ以上を確認する前に、フェリシアは簡易カーテンごとヘイゼルに抱きついた。

　がしゃがしゃがしゃんと大きな音が部屋に響く。突然白いカーテンとフェリシアに押し倒されたヘイゼルが布の下で呻いた。その彼女を押さえる。

「すみませんすみません、後でお怒りはなんなりと……！」

「だ、大丈夫？」

　はっと顔を上げると、部屋の中には仕立て師パティだけだった。大きな目を見開いた彼女は呆気にとられた顔でこちらを見ている。

　心臓がバクバクした。今のを彼女に見られていなかっただろうか。

「ちょ、……ちょっと足が滑りました」

　押し倒したヘイゼルを見る。そこで、改めて自分があられもない格好だということに気づいた。もう大丈夫だろうか、跨がっている身体を離そうとしたところで下から布ごと抱きしめられて、カーテンに包まれる。

　身体を起こしたヘイゼルはいつもの彼女だった。

（よかった……）

　とっさの行動だったが、日頃使わない瞬発力を使ったせいか息が苦しい。

「……パティさん」

「何でしょう」

　口を開いたヘイゼルが、カーテンごとフェリシアを抱きしめてその肩に顔を埋めた。

「服全部、化粧品含めて言い値でもらいます……！」

「お買い上げ、ありがとうございます！」

　何か深い決意を込めたヘイゼルの言葉に仕立て師が元気に応える。

「あ、あの、ヘイゼル様……私、お金が……」

　使用人としては破格の手当てがついているが、さすがに山積みになっている服を全部買うお金はない。言えば身体を離してヘイゼルが微笑んだ。

「私が買いたいの。主人として服の世話くらいするものよ」

　そして彼女はちらりと、カーテン地のすき間から見えるフェリシアの格好を見下ろした。

「この服私の分もありますか、お揃いとか」

「!?」

「あらまぁそれならちょうどいいものが」

「!!」

　そう言って、仕立て師はひらりと透ける素材の寝間着をもう一枚取り出した。
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　ヘイゼルは、ベッドの上で震えながら涙をこぼすフェリシアを見下ろした。

　彼女の髪が淡いランプの光に反射する。服とも呼べない薄い寝間着姿の少女は、恥ずかしそうに視線をそらして、短い裾から伸びる太ももをすり合わせた。

　そのこめかみに口づけながら、下着越しに敏感な蕾を撫でて入り口に指を這わせる。

『ん、……』

　やわらかい胸を持ち上げられてフェリシアが小さく声をこぼす。下着をずらせばくちゅりと水音がして、ヘイゼルは怯える彼女の中に指を侵入させた。

『あ、あ……待っ』

　固く閉じられたそこをゆっくり押し広げた。温かい内壁が指に絡んで、自分が入ったときの気持ちよさをつい想像してしまう。

　だが中はほとんど濡れておらず、辛いのか指を動かす度にフェリシアは息を詰めた。

『ふ、ぁ』

　指を優しく動かしながらフェリシアに口づけ、唾液を絡ませると、華奢な腰がぴくんと動いた。その間もぐちゅぐちゅと中をかき回し、さらに深く潜っていく。胸をいじる動きも止めず、外と中を刺激されてフェリシアの呼吸が浅くなる。

『やぁ、……ん……っもう』

　ヘイゼルの指を深く受け入れたまま、フェリシアが小さく喘いで爪先でシーツを蹴った。中が断続的にひくつくのを感じながら、大きく上下する胸の頂を布の上からヘイゼルが口に含んで舌で転がす。

『あ、あ……あ』

　とろけた声と同時にフェリシアの背が反り──身体が大きく跳ねた。

『……っは……ぁ』

　達する間に止めていた呼吸を整える彼女が、へイゼルに視線を向ける。

　愛液の繋がる指を抜いたヘイゼルはベッドの上で無防備な姿を晒すフェリシアにのしかかり、自分の熱を入口に押し当てた。

『あ、ぅ』

　狭い入口はなかなかヘイゼルを受け入れようとしない。それでも優しくフェリシアの身体に口づけながら腰を揺らし、馴染むのを待った。

　ヘイゼルの頬に白い手が伸びる。導かれるようにそのまま口づけた。

　唇に触れては離れるのを繰り返しながらの交わりに互いの息が上がる。腰をヘイゼルに押さえつけられたフェリシアは、こらえきれないように彼の背中に爪を立てた。

『あ、……っあ』

『フェリ……っ』

『ん、ぅ』

　激しく突き上げられ、フェリシアの腰が跳ねて中を締め上げた。苦しそうに彼女が顔を離せば追って唇を重ね、手首をベッドに縫い付ける。

　屹立はフェリシアの隘路をいつの間にか抜けていて、ヘイゼルは息を吐くと目の前の愛しい身体を抱きしめた。

『ヘイゼル……さま』

　可愛らしく名前を呼ばれて満たされた気持ちで再びキスをし、腰を揺らす。

　ベッドが軋む。組み敷かれたフェリシアはミルクティ色の髪を肩や首に張り付かせ、眦から涙をこぼした。

『ふ、……っ』

　腰を動かしながら涙をヘイゼルが舐めとった。

　髪を優しく払って、目の前にある耳にかぶりつく。舌を這わせると思わぬ事態だったのか、びくっと硬直するのをいいことに、何度も口に含んで甘噛みした。

　薄い服すらもどかしく、裾をたくし上げ直に胸をこねる。

『あ、あぁ、っん』

　頬を赤くして目元を欲でにじませる姿にそそられ、美味しい耳に夢中になった。

『……っ』

　健気にヘイゼルを受け入れるフェリシアを何度も突き上げる。

『あぅ、やっ……あん』

　身体に熱が籠もって熱い。そのままドロドロに溶けてしまいそうだ。

『ん、っん……！』

　甘い声とともに再び達したフェリシアが背中を反らせた。狭い中が痙攣を繰り返す間にも穿つのを止めず、繋がったままのフェリシアの髪をかきあげて額に口づける。彼女はヘイゼルの体にぎゅっとすがりついた。

『気持ちい、です……ヘイゼル様……っもっと』




　騎士団にある自室で冷水のシャワーを浴びていたヘイゼルは目を開けた。

　昨日一瞬だけ見た、フェリシアのあられもない寝間着姿にかこつけた妄想の余韻にひたる。

（──本物はもっと絶対かわいいんだろうなぁ……）

　どこもやわらかくいい匂いのするフェリシアを想う。抱くと折れてしまいそうなほど細い身体と、腰まで届くミルクティ色の髪。すぐに赤くなる頬と、潤む大きな青灰の目を。

　手のひらには、今し方自身から吐き出されたものがあった。

　シャワーで流されていくその白濁を見送り、ひんやりした壁に身を預けていたヘイゼルはしばらくして顔を上げた。

　備え付けられている鏡にうつっているのは見慣れた自分の顔だ。

　フェリシアの甘い残像もシャワーで洗い流し、手早く髪を拭いたヘイゼルはシャツを羽織ってシャワー室から出た。

「はぁ」

　盛大なため息をつきながら彼女はソファに座った。

　手鏡で顔と、シャツを押し上げる大きな胸を確認して左手にある指輪を撫でた。小さく息を吐いてソファの肘掛けにもたれる。

「……びっくりした」

　口に手を当てた美女は深刻な表情で呟いた。

「まさか自分に性欲があったとは」

　今は昼食と調べ物のために騎士団の自室にいるところ。

　十分ほど前、不意に昨日見た薄く透ける寝間着のフェリシアを──特に小ぶりな胸、華奢な腰のライン──思い出して慌ててシャワー室に駆け込んだのだが……一人のときでよかったと心底ほっとした。

　それはそれとして、いつかお願いし倒して彼女にまたあの寝間着を着てもらおうと決意する。

「団長、そろそろ会議のお時間です」

「ありがとう、わかったわ」

　部屋の外からかけられた、女性騎士の声に応じる。

　支度のために立ち上がりながら、焦ることはないとヘイゼルは自分に言い聞かせた。

　フェリシアはバークレー子爵家のような境遇でも愚痴ひとつこぼさず真面目に暮らす少女だ。だから……適切に接していればヘイゼルが嫌われることはまずあり得ない。

　そう思うと同時に、あの優しい子に対しても打算的に考えてしまう自分に嫌気が差す。

　服をきっちり来て廊下に出ると、背筋をぴんと伸ばした女性の部下が待っていた。

　二つほど年下だが腕の立つ子だ。髪の短い彼女は懐中時計を見ながら片手でヘイゼルの背中を押した。

「急いでください。昨日の殿下の魔獣退治で他の仕事が遅れているんですから」

「はいはぁい」

　そのままの格好で会議室に向かう。しっかりものの部下とのほほんとした団長の様子は有名で、廊下をすれ違う騎士たちは微笑ましそうにそれを眺めていた。

「今日の会議はなんだった？」

「王太子殿下も含めた定例会ですね」

「……会議室、爆発しないかしら」

「やめてください縁起でもない」

　ヘイゼルの背を片手で押しつつ、器用に書類をチェックしていた部下が言う。

「そういえばアニタ嬢、昨日前線で殿下が連れ回していましたけど大丈夫でしたか？」

「疲れきって玄関で倒れたわ」

「可哀想に」

「いやぁほんとアニタちゃん可愛かったっすね」

　そこでもう一人、眼鏡をかけた男性部下が加わる。今日の資料である大量の紙を抱えた彼は夢見る顔で目を細めた。

「美少女令嬢侍女……朝起きたらおはようございますってはにかんでくれたりするんですよね、はーこれぞ男のロマン……」

（男のロマン、確かに）

　ヘイゼルも心の中で部下の言葉に同意した。

　今朝、先に起きていたフェリシアはつつがなく朝の支度をしてくれた。おはようございますという愛らしい声と表情、淹れてくれる美味しい紅茶。これが幸せでなくてなんだというのか。

　そう思うと、一気にフェリシアのほんわかした笑顔で頭がいっぱいになった。

「……帰りたい、可愛い侍女に会いたい……！」

「だから今から会議ですって」

「騎士宿舎でもうわさになってますよ、バークレー姉妹のこと。アニタ嬢とお姉さん……名前なんていいましたっけ……とにかく公爵家に新しく人を雇い入れるのは珍しいって」

「そう？」

　ヘイゼルは男性部下をちらりと見てとぼけた声を出した。

　分厚い眼鏡とうつむいている姿勢のせいか、彼女の愛らしさにはほとんど誰も気がついていない。それが実は優越感にもなっていて、見せびらかしたい気持ちを抑える。

「今まで代々仕えている使用人しかいなかったじゃないすか」

「私も驚きました」

　廊下の先に会議室の扉が見えてくる。

　ちょうど開始五分前を知らせる鐘が建物内に鳴り響いた。

「……こっちも必死なの」

　その音にかき消されるほど小声で呟いて、ヘイゼルは大きくため息をついた。
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　王宮を中心に街は円形に広がっている。

　郊外には獰猛な魔獣も生息していて、畑が荒らされたり旅人や物流の行き来が阻害されることもあった。騎士団がそれを追い払っているのだが、我らが王太子は自分で退治しに行くことも多い。

　今朝、ヘイゼルが再びアニタを騎士団に誘ったが、彼女は忙しいからと断っていた。

「アニタ、行かなくてよかったの？」

「やだやだ、あんなむさ苦しい場所。魔獣がいるとこなんて臭いし狭いし足元ぬるぬるするし、あの筋肉馬鹿殿下のために命をかけてられないわ。一日でうんざりよ」

　アニタはしっしとフェリシアに手を振った。

　魔獣退治とはどのようなことをするのだろう。騎士団が常駐しているところもうわさでしか聞いたことがないが、宿舎や訓練場、簡易病院もあるとても広い施設らしい。

「それよりしなきゃいけないことがあるでしょ」

　ヘイゼルの乗った馬車の姿が見えなくなるまで正門で見送って、屋敷に戻る。

「お茶会の用意ね、手伝うわ」

　数日後に行われる、女性だけを集めた公爵家の催しだ。先日招待客のリストも見せてもらったが侍女として用意することはたくさんある。

「あぁ。それもあったわ」

　ヘイゼルの部屋に戻ったアニタは、数えきれないほどの服が詰まっているクローゼットを開けた。

　侍女の仕事上、衣装部屋にも好きに入っていいと言われている。ケースにはピカピカに磨き上げられた宝飾品が並んでいた。

　どこからどう見ても女性の衣装部屋だ。男物の服などどこにもない。

　アニタがヘイゼルの服を隅から隅までチェックする。フェリシアはその様子を、並んだ靴にワックスをかけながらうかがった。しばらくして、アニタはため息をつきながら部屋の奥から戻ってきた。

「クローゼットは女物ばかり。胸を触った感じも違和感がなかったし……幻覚とかで女に見せかけているわけではなさそう。とすると姿を変える薬とか……ねぇ、昨夜何か飲んでいなかった？」

「……特には」

「なら、怪しいのは指輪かしら。湯浴みするときも外さなかったし」

　アニタは思案するように口元の黒子に手を置いた。

「あの精度なら、魔法を一度かけてそれだけということはなさそう。アイテムなら直接体に触れる必要があるから外せばいいし、薬なら飲ませないようにすれば正体を現すでしょ」

「詳しいのね」

「まぁね、魔法にも精通している方から聞いた話だけど」

（指輪……）

　常にヘイゼルの左手にはめられている金環。魔法がかかっていると言われても納得するほどの美しい細工物だ。

　昨日カーテンを開けて目が合ったときも、ヘイゼルの手にはまっていたそれはやけに印象に残っている。

（……そ、そんなに見えてなかったよね）

　それだけを祈りつつ、ワックスをかける手を速める。

　すぐにカーテンで隠してもらえてよかった。優しいヘイゼルは彼女やアニタに比べて貧弱すぎるフェリシアの身体にも何も言わずにいてくれている。

「それにしてもうまくやったわよねお姉様」

　何のことかわからずギクリとすると、アニタはフェリシアの服を睨んだ。

「わざとあんな小汚い格好して、主人の同情を誘ったんでしょ」

　自分を見下ろす。今日はこれでと渡された、昨日試着した服のひとつを着ていた。フリルのついたシャツに黒のロングスカート。足下のエナメル靴はピカピカに光っている。

　やはり自前のものは汚かっただろうか。ちゃんとほつれたところも繕ったはずだったが。

「パティさん、またアニタの服を持ってくるって言っていたわ」

「本当!?」

「あ、でも気をつけてね。着るのは十着までとか先に言った方がいいかも。服に合わせるからって下着も全部替えなきゃいけないから、そこは」

「そんなの普通じゃない」

　呆れたようにアニタが言う。

　そうなのか。知らなかった。

「さぁ、私はお茶会の服と装飾品を選ばないと。お姉様は何もしなくていいわ、特に宝石には一切触らないでよ。母親みたいに盗まれても困るから」

「……ええ」

　わずかにうなずいて、フェリシアは忙しそうにドレスを見つくろうアニタを背に部屋を出た。




　その足で調理場に行くと、みんな忙しそうに料理の下ごしらえをしていた。昼食と夕食、お茶会に出す料理の分らしい。

　多くの者を招待できる家は限られている。それゆえにホストは社交シーズンの花形だ。

　貴族たちは争って招待状を配り、人数を競い合うこともしばしば。その後ろでは大量の料理の準備が必要となり、当日も心配りが欠かせない。

　公爵家の使用人は二十人もいない。これだけの屋敷を管理するのに必要な人数には到底足りないように思うが、部屋も窓もいつも綺麗に保たれていた。

　慌ただしい調理場を抜けて、フェリシアは大量の人参を剥いているメイドの隣に座った。

「手伝います」

「フェリシア様」

　厨房メイドはっとして顔を上げた。包丁で丁寧に皮を剥いて、次の人参を取ろうとすると彼女は慌ててカゴを後ろに隠した。

「執事から、フェリシア様には日中ゆっくりしてもらうように言われていますので」

　不思議な指示にフェリシアは首を傾げる。

「仕事がなくて申し訳なくて……皆さんが忙しそうにしているのに」

「お気になさらず」

「ならこっそり隠れながらすれば」

「いけません」

　突然後ろから声がかけられた。

　威圧感にメイドと二人で振り返ると、目の細い執事が真後ろに立っていた。




　結局調理場を追い出されてしまったフェリシアは、仕事を求めて植物園まで来た。

　もうずっと何年も、朝早くから夜遅くまで働くのが普通だったから、こんなふうにぽっかり開いた時間をどう過ごしていいのかわからない。

　大きなガラス張りの植物園は、見上げるほど高い異国の木がたくさん並んでいた。足元には赤い実がついた低木が植わり、その合間に青や白の小さな花が咲いている。

　中央部には大きな池もあって、魚が気持ちよさそうに泳いでいた。

　フェリシアは池の見えるところに据えられたベンチに腰を下ろして、手で顔を覆った。

（することがない……）

　その事実に素直にフェリシアは動揺していた。

〝社交界の華〟たる妹に任せておけば、作法の知識が必要な侍女の仕事は大丈夫だ。

　アニタはヘイゼルの性別を疑っているが、今のところ強硬手段に出る様子はない。元々二人は舞踏会で話す仲でもあるし、騎士団に一緒に出掛けたりして良い関係を築いているのがわかる。

　姉から見ても妹は魅力的だ。多くの人の目を奪い、言動にみんな惹きつけられる。だからこそ子爵家の汚名も吹き飛ばせた。

「それに比べて、……私は」

　植物園の外は肌寒いが、中は陽光が入ってきてとても温かい。日差しに照らされてフェリシアの瞼がとろとろと下がってきた。




「起きたか」

　起き上がると同時に身体にかけられていたマントがずり落ちる。寝過ごしたのかと周りを見れば、太陽がまだ高い位置にあることにほっとした。

　意識がはっきりしたフェリシアは、隣に誰かが座っているのに気づいた。

　立派な体躯の男性だ。一瞬、ヘイゼル色の瞳の騎士が頭を過ぎって──。

「王太子殿下！」

　慌ててフェリシアはベンチから降りて地面に跪いた。

「よぅフェリシア嬢。お邪魔させてもらってるよ」

　王太子が片手を上げた。

　戦士とも見紛うがっしりとした体躯の持ち主で、腰に剣を下げた姿は雄々しいという言葉がよく似合う。次期国王の隣でのんきに寝ていた事実に、フェリシアは青ざめるのを通り越して心臓が止まりそうになった。

「すぐ執事に連絡を」

「しー！　ちょっと仕事の息抜きに来てるだけだから！」

　フェリシアの言葉に、王太子は慌てて唇に指を当てた。

　そういえば温室に王宮と繋がる道があると言っていただろうか。王家と公爵家の仲の良さはよくわかったが、フェリシアにとっては雲の上の人である。

　まさかこんな事が起こるとは予想外だ。どうするべきかおろおろしていると、王太子はベンチの隣を軽く叩いた。

「まぁまぁ、座りなって」

　座っても、上手くお話しできる自信がない。

　だが勧められているのを辞すのも失礼だろう。フェリシアは頭を下げてゆっくりとベンチの端に腰掛けた。

（話題……天気……植物……食事……？　それともヘイゼル様の）

「ヘイゼルのこと、どう思う？」

　考えていることを読まれたのかと一瞬言葉に詰まる。思わず見上げれば王太子はにやにやと笑みを浮かべていて、その表情は孤児院のいたずらっ子たちを思い出させた。

　それに少しだけ緊張がとけて、フェリシアは少し首を傾げる。どう思うか、と。

「尊敬しています」

「人として？」

「はい」

　うなずくと、王太子はため息をついた。

「やめといたほうがいい」

「？」

「あいつ乱暴者だし、カードでイカサマしてくるし、陰険だぞ」

　出てきた単語にフェリシアはさらに首を傾げた。

　どれも彼女の知っているヘイゼルに当てはまらない。平等で博愛で穏やか。ズルをしているところも、ましてや乱暴なところも想像がつかなかった。

「訓練より会議に出ろだの、書類を読めだのうるさいったら……」

　大きな身体を丸めて王太子がため息をつく。その様子に思わず笑ってしまいそうになって、フェリシアはとっさに口元を隠した。

「仲が良いのですね」

　けれど知らないヘイゼルの一面が聞けるのは嬉しい。

「これは腐れ縁……ん？」

　王太子がフェリシアの手首を指した。

「それ、どうした？」

　言われて手首を見る。小さな痣が二つあって、昨日のものはさらに色が濃くなっている気がした。

「朝起きたらできているのです。虫さされではないかと思うのですが」

　今日もベッドに虫除けの処理をするべきだろう。

　一緒に寝ているヘイゼルに何かあったら大変だ。

「虫が、この季節に、この屋敷で」

　ガラス天井越しに空を仰いだ王太子が、ふぅんと呟いた。

「やっぱり、お部屋を変えてもらったほうがいいですね」

「今はどこの部屋なんだ？」

「空きがないらしくて、ヘイゼル様のお部屋の書斎に……」

　さすがに同じベッドで寝ているとは言えず、言葉を濁す。王太子の顔から表情が消えた。

「あいつ本当に手段を選んでねぇ……」

「え？」

「いやこっちの話」

　聞き返すと、王太子は咳払いをして首を振った。

「荷物があっても構わないので、やっぱり他の部屋にしていただこうかと」

「あ～残念だねフェリシア嬢。公爵家の客間は全部雨漏りがするらしいから、部屋替えは無理だ」

「そ、そうなのですか……？」

「うん、そう」

　力強くうなずかれた。

「雨漏りなら修理も含めて慣れているので、むしろその方がありがたいです」

「やだ意外と順応性あるわこの子」

「それなら尚更、早めに直した方がいいのではないですか？」

「伝統的な建築云々でできないんだと。大人しくヘイゼルの部屋を使わせてもらいなさい」

「……はい……あ」

　話しやすくてつい口が走ったが、苦笑されてようやく普通に王太子と話していたことに気づく。慌ててフェリシアは頭を下げた。

「失礼しました」

　余計なことを言っていなかっただろうか。

「いや～これは癒やされるな。ヘイゼルの気持ちがよく……」

　そこで、不意に王太子は口を閉じた。

　フェリシアに向けて唇に人指し指を当てた彼は、素早く近くの木の後ろに隠れた。

「ああ、いた」

　何事かと目をぱちくりしたところで声がかかる。振り返れば小さな皮袋とメモを持ったアニタがこちらにやってきた。

「誰かいたの？　声がしたと思ったけど」

「……いいえ」

　ちらりと王太子のいる木を見て首を振る。ふぅんと興味なさそうに呟いて、アニタは小さな紙切れを差し出した。

「暇でしょ、これ」

　そこには、聞いたことのないお店の名前と住所が書いてあった。

「注文していた品ができたから、今から取ってきて。代金はこれで」

　次いで皮袋を受け取った。布越しに、硬い何かと細かい鎖の感触が伝わる。

「中身は絶対に見るんじゃないわよ。あと、サーヴェイのクッキーも買ってきて」

「わかったわ」

　仕事ができてフェリシアはむしろほっとした。サーヴェイのクッキーはアニタが好きなお菓子だ。お茶会に出すのだろうか。

「あぁ忙しい忙しい」

　それだけ言って、アニタは植物園から出て行った。

　一人残って、フェリシアは渡されたメモを見る。初めて見る住所だ。通りの名前で大体の位置はわかるのだが、公爵家からはどのように行けばいいのだろう。

（とりあえず大通りに出て……）

　メモを折りたたんだところで王太子が戻ってきた。

「殿下、申し訳ありません。今からお使いに行かなければならなく、て」

　話の途中でひょいとフェリシアの身体が持ち上げられた。一瞬遅れて、王太子の肩に荷物のように担がれたことを知る。

　重さを感じさせない動きで、王太子はそのまま植物園の奥に向かって歩き出した。

「あ、あああ、あの殿下??」

「お使いだろ、手伝う手伝う」

「いえ、あの……っお忙しいのでは」

　完全に足は浮いていて、もがいても相手はびくともしない。

「一人で行かせるのは心配だ。最近物騒な事件が多いからな」

　その言葉にはっとする。確かに通り魔のこともあって、市井の治安は悪くなっていた。

「尚更殿下を連れて行けません！」

「大丈夫、俺の方が強いから。それとも公爵家の使用人に頼むか」

「いえ、これはヘイゼル様の侍女……の手伝いである私の仕事なので」

「ん？　フェリシア嬢も侍女だろ。それともヘイゼルが言ってたか、侍女の手伝いって」

　真っ直ぐに問われてとっさに返事ができなかった。

「……言っていません」

　むしろきちんと侍女として扱ってくれている。そのことをようやく自覚した。

「侍女様のお手伝いといえば、あいつも文句は言わねぇだろ」

　考え込むフェリシアを抱え上げたまま、王太子が嬉しそうな声で言った。




　裏門から門番の目を盗んでこっそり外に出た王太子は、辻馬車を拾ってそこにフェリシアを放り込んだ。彼女が顔を上げたときにはもう馬車が動き出していて、王太子は正面のソファに座り、下げていた剣を隣に置いた。

　軽快な音を立てながら馬車が進み、観念したフェリシアもソファに座り直す。

　昼の街は穏やかで、行き交う人たちものんびりしている。まさか目の前の辻馬車に、王太子が乗っているとは誰も思わないだろう。

「まぁあれだな、フェリシア嬢はもうちょっと警戒心を持った方がいいな。こんな簡単に攫われてたら命がいくつあっても足りないぞ」

「……そう、ですね」

　色々腑に落ちないところはあったが黙っていた。フェリシアでも、王太子や知り合いでなければもちろん警戒する。

　サーヴェイの店でお菓子を先に買い──馬車の中で端から王太子につまみ食いされたが──次に、指示された店のある通りに着いた。

「俺も一緒に行く」

「でも……え？」

　先に降りていたフェリシアは、次いで馬車から現れた王太子を見て目を見開いた。

　その姿はいつものものではなく、どこにでもいそうな口ひげを生やした老紳士になっていた。戸惑う視線を受けて、見知らぬ紳士はにやりと笑う。

「さすがに王太子の姿じゃ目立つだろ？　あまり長く保つ魔法じゃないから、急ごう」

　声もしゃがれて、元の声色はうかがいしれない。口止め分か御者に多めにお金を支払った彼がフェリシアの背中を押す。

　店は少し路地に入ったところにある。

　左右から建物が迫る細い道の先に、古ぼけた看板を下げた怪しげな店がたたずんでいた。

「ここみたいだな」

　王太子が店の扉を開けると、枠の上に付いているカウベルが大きな音を立てた。慌ててフェリシアも中に入れば、途端に書庫のようなカビと古い紙の匂いに包まれる。

　店は奥に向かって細長く、壁一面が棚でできていた。わずかな灯に照らされた棚には、さまざまな液体や物が入ったガラス瓶、陶器、干した植物が置かれていた。

「いらっしゃい」

　目深にローブを被った人影が奥のカウンターに座っていた。しわがれた声は老婆を思わせるが性別はわからない。

　フェリシアが注文の品を取りにきた旨を伝えると、店主はのっそり立ち上がった。カウンターの後ろから赤い液体が入った小瓶を取って、彼女の前に置く。

　お礼を言って受け取ろうとして、横から王太子がひょいとそれを摘んだ。

「中身はなんだい？」

「媚薬だよ」

　紳士姿の王太子に店主がさらりと告げる。

「び……！」

「へぇ」

「数滴を飲ませるなり粘膜になじませるなりすれば、一晩中、相手はあんたのものだ」

　フェリシアは小瓶を見つめた。入っている液体が粘着性を持ってゆっくりと揺れる。

　そういう知識に疎いフェリシアでも媚薬が何かは知っていた。アニタがこれを使う相手は、おそらく……。

　ヘイゼル色の瞳を思い出して、フェリシアは持っていた皮袋を握りしめた。

　袋の重さと小瓶の容量から、この媚薬が稀少なものだと想像はつく。店主が中身を隠すそぶりもなかったから、フェリシアが中身を知るのをわかった上でのお使いだ。

　アニタが手に入れたものをどうこういう権利はない。それはわかっているけれど。

「代金を」

　店主に素っ気なく言われ、慌てて皮袋をカウンターに載せた。紐を解いて、ちらりと中身を見た店主は袋の口を閉じ、こちらに背を向けてしまう。

「お帰りだよ！」

　その途端、勝手に扉のカウベルが鳴りだした。

　大きな音に追い払われるように、王太子と二人で外に出る。

「ほい」

　暗い路地を言葉少なに歩くフェリシアに、王太子は媚薬の瓶を差し出した。

「それはそのままアニタ嬢に渡すんだ」

　静かな声を聞きながら受け取る。つい浅はかなことを考えた自分が嫌になった。

「……そう、ですよね」

「安心しろよ」

　力強い声に顔を上げると、王太子の姿はすでに彼本来のものに戻っていた。彼は笑いながらフェリシアのおでこを軽く人差し指で押した。

「どのみちあいつには効かないから」

「それは……どういう」

「どうなるか楽しみだな～」

　王太子はそう言って含み笑いをした後、ちらりと背後を振り返った。

「でももうあの店には行かない方がいい。アニタ嬢にお使いを頼まれたら、必ず執事に伝えろよ」

　フェリシアも後ろを見て、思わず足を止めた。

　先程まであったはずの路地が消え、真後ろには蔦が張り巡らされた壁が存在していた。

　一瞬の出来事に唖然とする。壁に手を伸ばすと王太子はそれを押しとどめた。

「世の中には近づいちゃいけないものがあるってこと」

「近づいてはいけないもの……」

「俺みたいな悪い大人とか」

　大仰に笑う彼と大通りに出ると。

「ごきげんよう、殿下」

　ヘイゼルが、留まっている馬車に背を預けて立っていた。組んでいた手を片方上げて、にっこり笑った騎士姿の麗人に隣の大柄な体が飛び上がる。

「会議があるというのにどこへ行ったのかと思ったら、こんなところでどうされました？」

「い、いや、その、お使いを……」

「ふぅん」

　完璧な微笑みを浮かべたヘイゼルが王太子に近づく。

　彼女の人差し指が冷や汗を流す王太子の顎をすくったところで、彼の両脇を男女の騎士が捕らえた。

　そして素早く扉を開けた馬車に彼を押し込む。

「そのまま連れて行け。椅子に縛り付けろ。目を離すな」

「はっ」

「了解っす」

「い、いやだぁぁぁあああああ」

　切ない悲鳴とともに、王太子殿下は運ばれていった。

　それはほんのまばたきする間のことで、あまりの手際の良さに通行人たちもぽかんとした顔をしている。

「フェリシア」

「はいっ」

　視線を戻したフェリシアは主人の前で膝を軽く折り、頭を下げて言葉を待った。

（……私の馬鹿！　もっと考えれば良かった）

　ヘイゼルは近衛騎士団の団長で、王太子は警護の対象だ。それを白昼堂々連れ回してしまった。

　怒声か体罰か、震えながら待っていたフェリシアだったが、しばらくしても動きがない。

　長い沈黙に耐えきれず彼女がそろりと視線を上げると、ヘイゼルは手で顔を覆って空を仰いでいた。

「……ヘイゼル様？」

「っん!?」

　名前を呼ぶと彼女らしくなくビクついてこちらを見る。

「大丈夫ですか？　何か」

「いえ、……本人を前にすると罪悪感がすごくて……」

「？」

　悪いことをしたのはこちらなのに何の話だろう。

「公爵家までお願い」

　ヘイゼルは留めていた馬車の御者に言った。はい、と軽快に答えた御者に対して慌てたのはフェリシアだ。

「一人でも歩いて帰れます」

「今、物騒なんだから駄目。そもそも買い物なら私が同行するから」

　ヘイゼルがぷくりと頬を膨らませる。その様子に目をまばたかせるフェリシアを馬車に詰め込んだヘイゼルは、自身も乗った後、ドアを閉めて口を開いた。

「……ところで、王太子あいつ何か私のことを言っていた？」

　乱暴で、イカサマをして、陰険。

「特に、何も」

「その話は真に受けないように。あいつが、ただカードに弱いだけだから」

　賭け事をしているのは本当らしい。そしてそれを王太子が話してくれたこともばれている。それがなんだかおかしくて、フェリシアはついくすくすと笑ってしまった。

「フェリシア」

「す、すみません」

　慌てて姿勢を正す。

　馬車が動き出した。車輪を通して石畳のでこぼこが身体に伝わってくるのを感じながら、フェリシアはちらりと隣を見た。

　対面にも座席があるのに、ヘイゼルは肩が触れあうほど近くに座っている。

「フェリシアを家まで送ったら、私はそのまま騎士団に戻るわね」

「はい、お手数をおかけして……」

　すみません、と言う前にヘイゼルが身体を倒した。

　椅子に座るフェリシアの膝に彼女の頭が乗る。

「ヘイゼル様？」

「これは私に何も言わずに王太子と出かけた罰よ」

「……」

　言葉はまだ拗ねている響きがあった。いわゆる膝枕というものだが、重くもない。

　無断で王太子を連れ出した罰としては軽すぎないだろうか。

（……動いたら鞭とか？　でもヘイゼル様がそんな）

　つい悪い方に考えてしまって身じろぎも出来なかった。だがしばらくしてあまりにも静かなのでちらりと様子をうかがうと、彼女は目を閉じて眠っていた。

　そっとカーテンを閉める。それでも隙間から日がさし込んで、馬車の中は明るい。

　ヘイゼルの長い睫が白い頬に影を落としている。唇はふっくらとして、口紅もつけていないのに綺麗な赤色だ。

　フェリシアがヘイゼルの寝顔をこんなにゆっくり見るのは初めてだった。今朝は素早くベッドから這い出して朝の準備をしたから、眺める余裕がなかったのだ。

　好奇心に負けて髪を撫でれば、指にさらりとまとわりついて梳く度に金色が揺れた。

（わわ……）

　まるで絹糸のような手触りに感動して何度も梳いていると、ふとヘイゼルが目を開けた。思わず手を離したフェリシアを見上げるヘイゼルと目が合う。

「……天使？」

　それだけ言って、彼女はまた目を閉じた。

「天使はヘイゼル様かと……」

　小さく答えるが反応は無く、フェリシアはただヘイゼルを起こさないように公爵家に着くまでじっとしていた。




　フェリシアを公爵家まで送った後、執事に後を任せてヘイゼルはその馬車に乗って騎士団に戻ってしまった。

　勝手に殿下と屋敷の外に出た報告を聞いた執事は静かにうなずいただけだったが、ずっとチクチクした視線を向けられてフェリシアは縮こまった。二人で玄関ホールに入ると、出掛ける用意をしたアニタが向こうからやってきた。

「あ、……」

「少し出掛けてくるわ」

　媚薬を出すのを躊躇ったところでアニタが言った。

　黒髪をかきあげた彼女から、ふっと煙草の匂いが立ちのぼる。

「あまり出歩かない方がいいんじゃ」

「フェリシア様が言えることではないですな」

「……すみません」

　ぐうの音もでない執事の正論にさらに小さくなる。

「平気よ。新作の帽子が出たらしいからヘイゼル様に買ってくるわ」

「アニタ様、馬車はいかがされますか」

　執事の問いかけにアニタがちらりと視線を向けた。

「辻馬車を拾うから結構よ。実家にも寄るから、帰りは遅くなるわ」

「畏まりました」

　それだけ言って、アニタは行ってしまった。








四　レイフィールド公爵家の秘密









　お茶会の当日は朝からよく晴れていた。メイン会場であるギャラリーにはすでに早朝からテーブルや椅子が用意されていて、午後からの招待客を待つだけになっている。

　部屋で準備をしながらアニタが明るい声をあげた。

「お似合いですわヘイゼル様」

　ヘイゼルがお茶会のホスト役を務めるにあたり、流行を知るアニタが選んだのは、彼女によく似合う白いドレス。深い青のサファイアをペンダントトップにしたネックレスと、同じデザインのイヤリングも身につけている。

　白い肌のまぶしい肩口にこぼれる金の髪をアニタが編み込む。騎士という仕事の都合上、肩甲骨までの長さしかないが、手触りのよいそれを彼女は丁寧に整えた。

「アニタも、新しいドレス素敵ね」

「ええ、まさかパティカンパニーの方がお抱えだなんて」

　アニタは髪飾りを持ったままくるりとその場で回り、黒いドレスの裾をひるがえした。強く巻いた黒髪はアップに結い上げられ、赤いバレッタで留められている。

「店舗を出さない謎の仕立て師ですよね」

「そうなの。昔から贔屓にさせてもらっていて」

　その楽しげな会話をフェリシアは片付けをしながら聞いていた。

　受け取ってきた媚薬は、結局そのままアニタに渡した。

　店主が言っていた使い方の前半部分を告げ──後半は恥ずかしくて口に出せなかった──誰に使うのか問いかけたが彼女は教えてくれなかった。

「そうだアニタ。香水はこれをあげるわ。よかったら使って」

「……ええ、でも……私はいつもつけているものを……」

「そんなこと言わずに。アニタに似合う匂いを探してきたのよ」

　これだけ近くで仕えても、ヘイゼルはどこまでも完璧な公爵令嬢だった。体つき、振る舞い、周囲の様子からも性別を疑うことの空しさがわかってくる。

　正体を暴こうとしていたアニタももちろん、八方塞がりな様子がうかがえた。

　二人の会話を背に使い終わった化粧道具や不要だったものをまとめて、クローゼットに持っていく。しわになりやすい素材のものはハンガーに掛けてブラシを滑らせた。

「フェリシア」

「はい？」

「こっち」

　衣装部屋に入って来たヘイゼルが手招きする。

「どうかされましたか」

「前を向いて」

　フェリシアの肩に手を置いたヘイゼルは、彼女を鏡の前の椅子に座らせた。

　鏡には眼鏡をかけたフェリシアと、支度を終えたばかりの美しいヘイゼルが映っている。

　何かと思って振り仰ぐと、ヘイゼルが身を乗り出してフェリシアの手からブラシを取り上げた。

「じっとして」

　眼鏡を外され、きつく縛っていたフェリシアの髪をヘイゼルが優雅な手つきでほどく。鏡越しにその長い睫を伏せる様子を見つめてしまった。

「そうだフェリシア、パティカンパニーから新しい下着が届いたの。お揃いでつけましょうよ」

　提案に無言で首を振ると、ちぇ、と主人は可愛く口を尖らせて、化粧品の蓋を開けた。

「できたわ。どう？」

　しばらくしてかけられた声に、フェリシアはそこでようやく自分を真正面から見た。

「え……」

　目の前には見たことのない顔の自分がいた。

　なるべく人と目を合わせないように伸ばしていた前髪が上げられ、横髪を残して他は後ろに編み込まれている。それをまとめる白いリボンはわずかな動きでふわりと揺れた。

　薄く化粧をした目はいつもよりはっきり大きく、唇は薄紅に染まっている。

　そこまで確認して鏡の中のフェリシアは困った顔をした。こんな格好……盗人の娘が気取っていると、きっと皆から笑われる。

「いつも頑張り屋の侍女さんに、これをあげよう」

　首にゆるくスカーフを巻かれ、前にカメオのブローチで止められた。

「いただけません、こんな」

　服も、そもそも主人が用意したワンピースだ。これだけでもおこがましいと思っていたのに。

　その様子を見てヘイゼルはにやっと笑った。

「主人の命令に逆らう気？」

「そんなことは……せめて眼鏡を」

「だーめ、これはひとまず没収」

「いじわるをしないでください」

　眼鏡を高く持ち上げたヘイゼルに取り付き、ぴょんぴょんと跳ねる。

　背の高いヘイゼルがさらに手をあげてしまうと、フェリシアはどうやっても届かない。すがり付いて半泣きになる。

「ぐ、……そんな可愛い顔してもだめなものはだめ！」

「ヘイゼル様？　そろそろお客様が来られるみたいですわ」

　アニタの声がする。はっとしたように、ヘイゼルは眼鏡を自分のポケットにしまってしまった。

「ほらほら行くわよ」

　おどおどと衣装部屋から出ると、ドアのところにアニタがいた。

「急いでください、ほら」

　何か言われるかと緊張したが、妹はフェリシアのことなど眼中にないらしくヘイゼルを急かすばかりだ。ほっとして顔を上げるとヘイゼルがウィンクを返した。

　そうだ、とアニタの背にヘイゼルが声をかける。

「先日の、あなたたちを助けた騎士の件なのだけど」

　フェリシアは思わずヘイゼルを見た。

　彼女は名前と同じ色の瞳を細める。

「ちょっと困っているの。該当者はみんな心当たりはないと言っていて……瞳や髪の色は魔法で変えられるし、本人が違うと言っている以上確かめる術がなくて」

　アニタは何も言わずにじっとヘイゼルの言葉を聞いていた。

「状況をもう少し詳しく公表していいなら、方法はなくもないけれど」

「やめておきましょう！」

　その様子を見守っていたフェリシアは二人の間に入った。

「な、名乗り出ないのも何か理由があるかもしれませんし！」

　言えば、アニタは少し考える表情になった。

「……そうね、もうその件は結構です」

「お役に立てなくてごめんなさいね」

「いえ。もうどうでもいいことですから」

　それだけ言って、彼女は妖艶に微笑んだ。




　午後のお茶会にやってきたのは、植物園や温室に咲く花よりも華やかな女性たち。全員で十五人もいるだろうか。中にはアニタとフェリシアの母も含まれていた。

　メインの目的は公爵家のギャラリーの見学だ。

　季節ごとに飾る絵画や骨董品を変えているそうで、その鑑賞に招いたとのこと。ホスト役のヘイゼルは招待客を出迎えて、所蔵品の説明をしていた。

　初めは公爵家の雰囲気に圧倒されていた招待客たちも、やがて気楽な空気になっていく。椅子もあるが基本、客は好きな場所で飲み物を手に絵画を眺めておしゃべりをしている。

　ヘイゼルは皆とまんべんなく話をしては談笑を楽しんでいた。

　侍女の役割は主人のサポートや給仕のお手伝いをすること。もちろん公爵家の使用人も総出でおもてなしをしていた。ホールの一角では、この日のために呼ばれた楽団が演奏をしている。

「ねぇ聞きました？　あの侯爵家の寡婦と騎士が逢い引きをしていたって……」

「あぁ、その話。確かレナ通りのお店が使われていたとか」

　話す内容は徐々に、小さな声で囁かれる秘密のうわさが主になっていた。

　少人数で気が緩まるためだろうが、競うように自分の知るとっておきの話をしては、周りが驚く顔を見て喜んでいる。

　なるべく邪魔にならないようフェリシアは端で静かにお茶の準備をしていた。

　そこからちらりと客人と一緒にいるアニタの様子をうかがう。

　彼女はいつも通りの振る舞いをしていた。社交界の華である子爵令嬢のことは皆よく知っていて、公爵家に宝石と華が揃っていることを幾度も話題に上げた。

「公爵家に二人も行儀見習いを出すだなんて、バークレー家は本当に優秀なご令嬢をおもちだこと」

「どのようにご養育されているの？」

　おめかしをした母は皆からの質問に顔をほころばせた。

「特別なことはありませんわ。当たり前のことをしているだけで」

「羨ましいわぁ」

　母の視線はアニタにだけ向いている。

　そのことにほっとして手元に集中していると、テーブル越しに誰かが立った。

「こんにちは」

　顔を上げると、そこには落ち着いた色合いのドレスを着た女性がいた。愛らしい雰囲気をまとった彼女は白髪を丁寧に後ろに流している。

　挨拶を返す。招待客に失礼がないようにフェリシアは頭の中のリストをめくった。

「こんにちは、オズモンド伯爵夫人」

「話すのは初めてかしら」

　おっとりした雰囲気のオズモンド夫人は微笑んで、そっとフェリシアの手を取った。

「あなた、いい方はいらっしゃるの？」

「は……」

　いい方、とは。

　宝石のようにキラキラした目が見上げてくる。突飛すぎる行動と言葉に手を握られたまま何も答えられずにいると、ずいと彼女は机から身を乗り出した。

「子爵家のご長女がこんな綺麗な子だったなんて。どなたか婚約者とか」

「まさかそんな」

「いないのね。よかった。それなら是非、孫の嫁に」

「はい、そこまで」

　ずいずいと彼女がさらに前に出たところで、ヘイゼルが割って入る。

　いつの間に近づいていたのかとびっくりするフェリシアの前で、ヘイゼルは微笑みながらオズモンド夫人の手をとった。

「うちの侍女に手を出さないでいただけますか？」

「あらいいじゃない、可愛い孫のために先に唾をつけておいたって。公爵様のお眼鏡にかなったってことでしょう」

「またまたご冗談を」

「オズモンド夫人……あの、そちらはバークレー家の妹さんじゃないわよ？」

　にこやかに二人が会話する中、客の一人が耳打ちする。

　白髪の女性はそれを聞いて真っ直ぐにフェリシアを見た。

　その視線に導かれるように顔を上げると、周りにいた人たちがわずかに息を飲む音がした。夫人が優しく目を細める。

「ええ。とても綺麗な子だわ」

　それを見ていたヘイゼルが夫人の手を離した。

「センスがいいのは認めます。では、お孫さんが私との一騎打ちに勝ったら許しましょう」

「それは厳しすぎない？」

　オズモンド夫人のおどけた返事に笑いがはじける。

　仲良しなのねぇという周囲からの優しい声に、なんと答えていいのかわからずフェリシアは顔を真っ赤にしてうつむいた。

「しっかり背筋を伸ばして」

　ヘイゼルに背中を押される。

「私の侍女は可愛いって、皆に自慢させてちょうだい」

　囁く声にフェリシアは目をまばたかせた。

　初めて会話した日にも同じようなことを言われたのだ。きっとヘイゼルは覚えていないだろうけれど……フェリシアにとっては今でも大切な思い出。

　赤い顔のままヘイゼルを見上げると、目が合ったところで彼女はバッと両腕を広げた。

　威嚇のようなポーズにびくっと震えたフェリシアはそのまま、ヘイゼルのやわらかい身体に包まれた。

「かわ、いい……！」

　そのまま抱きしめられる。

「ヘ、ヘイゼル様……っ皆様が見て」

「あらあらあら仲良しねぇ」

「私も抱きしめられたいわあ」

　礼儀もなく侍女に抱きついた女主人の姿に、会場中が微笑ましい目を向ける。視線をさまよわせるとアニタもこちらを見ていることに気づいた。

　苦々しげな顔をしていた彼女はふいとフェリシアから視線を外した。




「冬の取引を前に、毛皮の値段が暴落しそうですって」

「今年は獣がたくさん捕れたとか。もう少し待てば、良い品が手に入ると夫が言っていましたわ」

「ねぇねぇ、例の通り魔。実はここだけの話ですけれど」

（話題についていけない……！）

　フェリシアは心の中で悲鳴を上げた。

　あの後中央部に引っ張り出された彼女は、ヘイゼルの隣で邪魔にならないよう相槌を打つことに全神経を集中させていた。

　世間に疎いフェリシアでも、ここで話されている内容がとても貴重なことだとわかる。

　それに同意し、感嘆しながらそつなく場を盛り上げるヘイゼルを見た。

（……本当に、すごい方なのね）

　それはもちろん初めからわかっていたことだったが、改めて能力の高さをうかがい知る。彼女にふさわしい侍女になるにはもっと努力が必要そうだ。

「ヘイゼル様」

　後ろから静かに近づいてきた執事が、ヘイゼルにメモを渡した。それを見て彼女はうなずく。

「申し訳ありません。緊急の用事が入ったので少し退出します。どうぞ皆様はごゆっくり」

　言って、フェリシアを伴ってヘイゼルは執事とともに壁際まで下がった。

　しまっていた眼鏡を彼女にかける。

「私がそばにいられない間は、外さないように」

「……はい」

　ようやく戻ってきた、肌に馴染むフレームに手を置く。ヘイゼルの不在と眼鏡とはなにか関係があるのだろうか。関連性がわからずフェリシアは心の中で首を傾げた。

「フェリシアをお願いね」

「畏まりました」

　主人に、執事は温かな笑みを向ける。

　ヘイゼルがギャラリーを後にするのを見送って、フェリシアは執事の隣で改めて場を見回した。

　飲み物の量はまだ余裕がある。手軽につまめるお菓子が少なくなっているけれど、もうすぐ焼き上がる時間だから問題ないだろう。そろそろ運ぶ手伝いをしようか。

　そう思って足を踏み出しかけたところで、招待客の一人がこちらにやってきた。

「フェリシア、よく頑張っているみたいね」

　その人を見てフェリシアはそっと目を伏せた。

「お母様……」

「淑女としての教育をしっかりした甲斐があったわ。私も鼻が高いこと」

　肉親とはいえ客人だ。執事と一緒に礼をとる。

　黒い髪の彼女は持っていた扇子で口元を隠し、フェリシアに鋭い視線を投げかけた。

「でも、あなたはもう家に帰ってらっしゃい」

「……え」

「お父様とも言っていたのよ。仕事はアニタ一人で大丈夫と聞いているし、二人もご迷惑でしょう？」

「……」

　心臓の鼓動が早くなる。

　反論したかったが、侍女の仕事はアニタだけで十分なのはお茶会の準備で身に染みていた。この上、フェリシアの希望だけで公爵家にとどまれる道理はない。

「わかりましたね、すぐにでも」

「フェリシア様にはよくやっていただいております」

　そのとき、隣の執事が声を上げた。青い顔で見上げたフェリシアの前で、しゃんと背を伸ばした彼に母は嫌悪の表情を向けた。

「アニタから聞いているのよ。公爵家ともあろう家柄が、姉妹のうちの一人を贔屓するのは感心しませんわ」

「公爵家は実力主義がモットーでして、能力に相応の待遇を取らせていただいています。……はて、一番初めにご当主にお話しさせていただいたはずですが」

「……し、使用人の分際で……」

「雇用解除は本人ではなくヘイゼル様とお話しください」

　けろりと言って糸目の執事は口を閉じた。

　口をぱくぱくさせていた母は、フェリシアを睨んでギャラリーの客の中に戻っていった。その姿を見送ってあの母親相手に一歩も引かなかった執事を見る。

「帰……私……」

「フェリシア様は公爵家を辞したいので？」

　ふるふると首を振る。

「ならば議論する必要はありません。ああいった対応には慣れていますから、お任せください」

「……あの、ありがとうございます」

「なんでしょう」

「よくやっているなんてお世辞でも嬉しいです」

　遅れて感謝を伝えれば、執事はようやくちらりと目を開けた。

「失礼いたしました。今後はもっと誉めるようにいたします」

「あ、いえ、そんなつもりじゃ」

　それ以上、執事は何も言わない。仕方なくフェリシアは再び視線をギャラリーに戻した。

　レンズの向こうに招待客と話すアニタの姿を見つける。彼女は貴婦人たちを相手に全く物怖じせずにおしゃべりを楽しんでいた。

　先程の母のやりとりにも気づいていないようだ。

（あれ？）

　そこで、どこかアニタが落ち着かない様子なのに気づく。

　ちらちらと扉を見て、ついに廊下に出て行ってしまった。どうしたのかと思っていると、アニタは一人の男性を伴ってすぐにギャラリーに戻ってきた。

「やぁ、こんにちは」

　それは王太子の叔父、ギルバート殿下だった。

　王族の姿に女性ばかりの会場が色めき立つ。彼女たちを見回して、痩身の彼は朗らかに片手を上げた。

「アニタ嬢に誘われてね。公爵家のお茶会はどんな感じなのか前から興味があって、寄らせていただいたのだけれど」

「皆様をびっくりさせようと思って黙っていましたの」

　ギルバートが来ることをフェリシアは聞いていなかった。確かに王族と身近で話す機会など滅多になく、客人が喜ぶ演出といえばそうかもしれない。

　傍らを見ると執事は眉をしかめて目を細く開けていた。

　ヘイゼルは退出したまま戻らない。その間にもギルバートが客と話し始めて、会場の雰囲気が先程までと変わってしまった。

　よく通る彼の声に招待客たちは聞き入っている。

　ギルバートは前国王の弟であり、国の王位継承権第二位の人物だ。様々な学問に造詣が深く、魔法に関しても才能があり、革新的な考え方をする人物として新聞でもよく話題になっていた。

　だが、その人気があだとなり王位継承の騒動が起こったことは国民の記憶に新しい。

　前国王が身罷られた六年ほど前のこと。通常であれば、先日会った王太子がそのまま国王になるはずが、執務よりも騎士の真似事が好きだという彼に国を任せられないと、ギルバートを擁立する貴族があって国を二分する騒ぎになったのだ。

　騒動が半年ほど続いた後、国内の混乱を最小限にするために前国王の妻である王妃が国主の座についた。

　今ではあの騒ぎが嘘だったかのように国は安定しているが、王太子とギルバート殿下のどちらが国王に相応しいか結論は出ていない。

　招待客はそんな人物を前に、近づく者、距離を取る者、遠慮して敬遠している者に分かれ主役は一瞬で殿下に置き換わってしまっていた。

「ギルバート様、女性の会に男性が入るのは無粋じゃありません？」

「はは、すまないね。邪魔ならすぐに帰るよ」

「邪魔だなんてそんな。それに私、皆様にとっておきのお話もありますの！」

　アニタがギルバートとオズモンド夫人の間に割って入ってそう言うと、彼に腕を絡めて身体を寄せた。

　それを見て、フェリシアは思わず壁際から離れてそちらに向かっていた。

　客人の間をなるべく失礼のないようすり抜け、輪の中心にいるアニタに近づく。

「もちろん、ここにいる方だけにお伝えする話なのですけれど……」

「アニタ」

　怒られるのを覚悟で、そっと声をかけた。

「何？」

　なんと伝えるべきなのだろう。

　ここは公爵家主催のお茶会だ。招待客を平等にもてなすのが第一で、それ以外に侍女である彼女たちがするべきことはない。

　ホストはあくまでヘイゼルで、アニタもフェリシアもサポートに徹する立場なのだ。

「……仕事中よ」

　訝しげにアニタはフェリシアと周りを見て……嫌悪と戸惑いの表情を浮かべる壁際の招待客に気づき、ぱっとギルバートの腕を離す。

　これでもう大丈夫だろうか。一礼して戻ろうとしたフェリシアの手をギルバートが取った。驚いたが振り払うこともできずにいると、ふわりと煙草の匂いが近づいて、かけていた眼鏡を取られた。

「こんなに魅力的で愛らしいバークレー姉妹を侍女にできるなんて、ヘイゼル嬢も幸せ者だ」

「あ、の」

　ギルバートがフェリシアの髪をすくった。彼の漆黒の瞳は感情が読み取れず、怖くなって視線をそらしてしまう。

「もう、ギルバート様ったら地味なお姉様にまで手を出して」

　いつものアニタの話術だ。

　笑い声が来るのを覚悟してフェリシアが身を竦めると、意外なことに周りは「殿下の言う通りねぇ」と感嘆めいた声を返した。

「え……」

　アニタがフェリシアを見た。フェリシアもアニタを見る。

　目が合って数秒後、妹の顔がみるみるうちに赤らんだ。

「──贔屓よ！」

　突然アニタが叫んで、フェリシアを突き飛ばした。

「お姉様、ヘイゼル様から何か魔法の品をもらったんでしょ!!　私だけに教えないで二人でこそこそと……！」

　不穏な雰囲気に招待客たちがざわめく。

「お、落ち着いて。話なら向こうで」

「そのつもりなら私にも考えがあるわ！」

　会場中の視線が注がれているのを確認して、彼女は口の端を持ち上げた。

「アニタ、やめなさい」

　ギルバートが小さく言う。

　まさかと思って止めようとしたフェリシアを、いつの間にかそばにいた執事がとどめる。アニタは大きく息を吸った。

「皆も騙されているのよ、いいことを教えてあげるわ。ヘイゼル様はね、あんな格好をしているけれど────男なのよ！」

　告発された事実に客人たちが息を飲む。

　ギャラリーが水を打ったようにしんと静まり返った。

「……ふふ」

　だがそれも一瞬のことで、やがて部屋中に笑い声が響いた。

「え、な、なに？」

　アニタが動揺して声を裏返らせる。

「ヘイゼル様が男性なら、うちの息子も女で間違い無いわねぇ」

「それは知らなかったわ。そんな……どんな重大なお話かと思ったら」

「う、嘘じゃないわ。本当よ！」

「さすがアニタ嬢は客を楽しませるのがお上手だ」

　ギルバートの言葉に、一際笑い声が大きくなる。アニタは顔を真っ赤にして唇を噛んだ。

　やはり証拠がなければ誰も信じない。笑いが弾ける中で、フェリシアはアニタの背中をそっと押した。

「……アニタ、ごめんなさい。お茶菓子がそろそろ焼き上がるはずだから、料理長にお持ちするよう伝えてくれる？」

「え、……ええ」

　アニタが完璧な淑女の礼をして席を辞す。その後を追って、娘と同じように顔を真っ赤にした母がギャラリーから出て行った。

「さて、今日はこれで失礼させていただきます。お邪魔しましたレディたち」

　ギルバートも優雅に挨拶をして、フェリシアに眼鏡を返した。最後にオズモンド夫人の手にキスをして彼は去って行った。

　ホスト側はすぐに執事の指示の元、「お騒がせしました」と客人に飲み物やお菓子を勧めた。

　余興としては面白かったのだろう。ヘイゼルが男性だったら令嬢たちは今頃どんな争奪戦が繰り広げたか、そんな想像で盛り上がる。

　ギャラリーの空気はそのうち、またもとの賑やかさに戻った。
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「……なるほど、思ったより肝が据わってる」

　扉の隙間からその様子をのぞいていた王太子は、部屋の中に飛び込んでいこうとしたヘイゼルの腕を掴んで呟いた。

　ギルバートが去った事を確認したヘイゼルは、その腕を振り払ってドレスを整えた。苦々しげに呟く。

「あいつ……フェリシアに触りやがって」

　吐き捨てる幼馴染みに王太子は呆れた視線を向けた。

「アニタ嬢に男だとバラされたことはいいのか」

「……？」

　戸惑った表情で、眉を八の字にした美女が王太子を見上げた。

「……私が、男性……？」

「あーはいはい、それ以上誰も疑いません」

　計算され尽くした、か弱い演技をするヘイゼルに王太子がぞんざいに応えた。

　表情を真顔に戻したヘイゼルは羊皮紙に文字を書く作業に戻る。

「でも妹アニタの方は問題だ。公爵家が雇い入れることに傷がつくんじゃないか」

「構わない。こうなることも想定済みだ。ほら、報告書」

　ヘイゼルは書き上げたばかりのそれを王太子に渡した。

　うむ、と神妙な顔でうなずいて彼はそれを畳んでポケットにいれた。

「これは陛下に渡すとして、概要をわかりやすく頼む」

「……少しくらい読む努力をしてくれないかなぁこの脳筋……！」

　ヘイゼルが頭を抱える。しかし彼女はすぐに顔をあげた。

「通り魔については、やはり犯行現場近くに住む数人が怪しい」

「名前と住所は」

「報告書に書いた。今読み上げる必要はないな？」

「ああ、覚えられん」

「誰かが犯人だ。全員監視して、変な動きをしたら問答無用で捕まえろ」

　断言したドレスの貴婦人に、王太子はにやりと笑った。

「いつも通り見事だな。レイフィールド家嫡男ヘイゼル」

　王太子の言葉にヘイゼルは己の偽りの体を見下ろした。彼が今王太子に渡したのは、通り魔の正体について可能性が高い情報。

　前回の舞踏会でネタを持っていそうな数名に目星をつけ、今日のお茶会に招待して聞いた成果だ。先日の庭の開放日でも、街の人の間で囁かれているうわさとすりあわせはしている。

　国主の命によって国内外の情報を収集し、必要であれば不穏分子を排除する。これが、レイフィールド公爵家が代々受け継いでいる仕事のひとつだ。

　後で執事に持って行かせようとしていた報告書を取りに来た王太子は、まだギャラリーの様子を眺めていた。

「どうだろう、フェリシアに王宮に出仕してもらうってのも……」

「やめろ。見るな、穢れる」

　にっこり笑って持っていたペン先で彼の顎をちくちく刺す。

　多忙を極めるヘイゼルがまだ実現できていないフェリシアとのデートを──しかも会議をサボって──決め込んだ男に彼女は絶対零度の視線を向けた。

　邪険にペン先を振り払った王太子は顔をしかめて顎を撫でた。

「早くそのクソ本性がばれればいいのに……」

「んん？　何か言ったかな？」

「何も！　ペンをしまえ！」

　ヘイゼルも視線をギャラリーに戻した。

　その先には、やわらかいミルクティ色の髪を編み込み、眼鏡の奥の睫を伏せつつ一生懸命仕事をするフェリシアの姿がある。

　……ありがとうございます。

　不意に、初めて舞踏会で話したときの彼女の声を思い出した。

　フェリシアがヘイゼルに微笑みかけてくれたとき、一瞬、本気で呼吸の仕方を忘れてしまったことも。




　周りを踏み台とする、多少強引な手を使っているアニタをどうこういうつもりはない。

　社交界はただの華やかな舞台ではなく、結婚や仕事のために相手に取り入るのも裏切るのも当たり前の世界。彼女のような人間から、有益な情報を得られることも事実だ。

　けれどどれだけ嘲られても、静かに微笑んで立っている少女の姿をヘイゼルはいつしか探すようになっていた。

　きつく結んでいる彼女の髪はどんな手触りだろうか。

　相手を気遣うようなそれでなく、心から笑った顔はどんなものか。それがもし別の男に向けられたらと思うと胸がモヤモヤして──単純な仕事も手につかなくなった。

　これが『恋』だと彼は初めて知った。

　社交界を盛り上げるためと理由をつけ、女王陛下の許可を得てバークレー家に侍女の申し入れをしたのは、そのすぐ後のことだ。

　だが、なかなかかの家から返事が来ない。そこで唯一の使用人であるオーリーにお願いし、こっそり子爵家の動向を伝えてもらうようにした。

　ある日の舞踏会でオーリーから連絡があった。「妹が呼んでいる」と伝言しに来た男と一緒に裏庭に行ってしまったという。

　招待状がなくて中に入れない彼の代わりに、ヘイゼルは慌ててその後を追った。

　結果として、裏庭で数人の男に乱暴されかけているフェリシアを見つけ、気づけば逃げていく暴漢の背中を見送っていた。

　一瞬で我を忘れて逆上したらしい。自分の身体が元に戻っていることにも気づかず、彼はフェリシアを抱きしめ口づけた。

（うむ）

　今思い出しても大失態である。

　レイフィールド公爵家としてあり得ないアクシデントだ。

　それでも、すがる手もなく震えていたフェリシアを抱きしめたことに後悔はない。ヘイゼルの腕の中にすっぽりとおさまってしまうほど華奢な身体に、どれだけの寂しい思いを積もらせてきたかと思うと堪らない気持ちになった。

　そしてやわらかい唇に触れたことも。

　叱責を覚悟して女王陛下に報告すれば、むしろ彼女は喜んだ。

　ヘイゼルの身にかかる魔法は、術者の心の揺らぎで一時的に解除される。今まで淡々と任務をこなしてきた彼のうろたえっぷりが面白かったらしい。

　そしてこれらの事情を知っている人物がもう一人、目の前にいる。




「そういえば、ヘイゼルの部屋に悪い虫がいるらしいな」

　王太子の言葉にヘイゼルは持っているペンを回しながら答えた。

「それは大変だ、虫除けをしないと」

「部屋を変えたいとフェリシア嬢が言ってたぞ」

　掴み損ねてペンが床に落ちる。

　ペンを拾った王太子は固まるヘイゼルにそれを差し出した。

「安心しろ。公爵家の他の部屋は雨漏りがするから、大人しく一緒の部屋にしとけって言っといた」

「お前……っよし、ポーカーの負けはチャラにしてやる」

「さすが親友!!」

　ガッツポーズをする王太子の前で、ヘイゼルは悩ましげに頬に手を置いた。

「危なかった。部屋が余ってるなんて言ったら、お前の股間を蹴り上げるところだった」

「やめろ！　ある意味この国で一番大事な箇所だぞ。どんだけ痛いか知らないのか！」

「生憎と」

　ヘイゼルは怒鳴り声を一蹴した。





　　　＊　＊　＊






　結局、お茶菓子を取りに行ったままアニタは戻らなかった。フェリシアが侍従に聞けば、母も先に帰ったという。

　パンと温かいシチューの載るお盆を持ってアニタの部屋の扉を叩く。だが返答は無い。

「アニタ……」

「部屋の前に置いておいたらいいんじゃないかな」

　声がしてそちらを見ると、廊下の曲がり角からギルバートがやってくるところだった。慌てて盆を廊下において頭を下げる。

「もうお帰りになられたのかと」

　あの後、用事を終えたヘイゼルが戻ってしばらくしてお茶会はお開きになった。すでに招待客は帰路につき、会場の後片付けも終わっている。

「わがままな妹の面倒を見るのも大変だね」

　彼はすぐ目の前までやってきた。礼をとったまま小さく首を振る。

「そんなことは」

「本当に？」

　ギルバートがフェリシアの後ろの壁に手をついた。キスができそうなほど近くに顔を寄せてきて、彼女は目を見開いた。

「いなくなればいいと思ってるんじゃないのかい」

「いえ、そんな……」

　小さく答えながら唇を震わせる。

　間近にある男性の身体。それが王宮の裏庭で襲われた記憶が蘇らせて、フェリシアの心臓が早鐘を打った。

「……勿体ないことをしたな」

　ギルバートが囁いた。

「私も、この芸術品を作り上げる手伝いをしたかった」

「ギルバートおじ様」

　静かな声がした。ヘイゼルがフェリシアの頬に触れようとした男の手を掴む。

「可愛い子を見ると口説いてしまう性分なんだ」

　ギルバートは軽く笑って身体を離した。

　そこでようやく息ができたフェリシアをヘイゼルは後ろから無言で抱きしめた。その様子を、服の襟を整えながらギルバートが眺めた。

「そういえば、フェリシア嬢が綺麗になる魔法を授けたのかい？　研究者の一人として興味があるな」

「魔法？　そうね……」

　ヘイゼルの手がフェリシアの唇に触れた。

「美味しいご飯をきちんと食べさせて」

　次いで両手をとったヘイゼルがそこに口づける。

「指先まで丁寧にクリームを塗って」

　頭の上に顎が乗せられた。頭頂部に頬ずりされてフェリシアがびくっと震えた。

「髪をオイルでお手入れして……寝る前に可愛いって毎日囁くのが、私の魔法かしら」

　ヘイゼルがギルバートを見る。

「おじ様が女好きというのは知っているけれど、この子に手を出すのは駄目よ」

「これはこれは主従愛を見せつけられたな」

　ギルバートが苦笑する。

「侍女に手を出すのは、と言わないのかい」

「あらご冗談を」

　ヘイゼルが口に手を置いた。

「すでにとても良い仲だと聞いていますわ」

「……」

　それには答えずに、ギルバートが踵を返した。

「お見送りは？」

「いらないよ、勝手知ったる公爵家だから」

　ひらりと片手を上げる。

　その姿が廊下から見えなくなったところで、フェリシアの身体がようやく緊張を解いた。

「……すみません、ギルバート様に失礼なことを……もう大丈夫ですから」

　ヘイゼルはそんな彼女を抱えたまま髪に顔を近づけ、匂いを嗅いだ。

「おじ様の煙草の匂いが移っているわ」

「煙草、ですか……？」

　自分でも確認する。

　確かに少し煙の気配はあるが言われなければ気づかないほどのものだ。

「これは駄目ね。お風呂にしましょう」

「はい？」

　肩を持たれてくるりと反転する。

「フェリシア、今日こそは一緒に入ってくれるわよね？」

　そのままヘイゼルの部屋にＵターンして彼女はドアを閉めた。




　ヘイゼルの部屋の浴槽は、陶器に湯を注ぐものではなく、床の一部を切り取って作られた堀型だ。底に降りるまでに低い階段がついていて、壁に取り付けられたライオンの口からは絶えず温かい湯が吐き出されている。表面には花びらがたくさん浮かんでいた。

　フェリシアは今、ヘイゼルと一緒にその浴槽に入っていた。

「……」

　分厚いタオルを巻いたフェリシアは、隣で同じくタオルを身につけただけのヘイゼルを見た。

　浴槽は大人二人が入っても十分な広さなのに、肩が触れるほど近い。縮こまるフェリシアと違って、湯に浸かるヘイゼルはご機嫌でくつろいでいる。

（また流された……）

　タオルを強く握って、ヘイゼルのお願いに弱すぎる自分を叱咤する。

　そんなフェリシアを慰めるように、お湯はお茶会の準備や緊張で疲れたフェリシアの身体を優しく包んでくれた。何も気にする様子のないヘイゼルと、浸かる湯の温かさにだんだん心が落ち着いてきて、しばらくすると色々どうでもよくなった。

　小さく鼻歌を歌っているヘイゼルの体には、服で隠れているところにいくつも傷があった。指にはいつもの指輪がはめられている。浴室の光が、表面に彫り込まれた記号と深く抉られた傷を照らした。

「これ？」

　視線に気づいたヘイゼルが左手を持ち上げた。

「いつもつけているのですね」

「ええ。レイフィールド家の次期当主に受け継がれているもので、表面の傷はドラゴンがつけたものらしいわ」

「聞いたことがあります……建国のときに初代の方が、国を荒らすドラゴンを退治したと」

　そしてドラゴンを倒したことでその縄張りであった土地をヒトが治めることになった、というエピソードが歴史書に記されている。教会で修道女シスターが建国にまつわる神話の一つとして子どもたちによく聞かせていた話だ。公爵家のギャラリーにはその光景を描いた絵もある。

　数百年前から受け継がれている金環は、ヘイゼルの白い指によく似合っていた。

「たくさんの娘を攫って食べていたドラゴンを油断させるために、女性の格好をして討ち果たした……とか……」

　真顔のヘイゼルがフェリシアを見下ろした。

　無言の浴室で、ぴちゃん、と天井から水滴が水面に落ちる。

「……まぁドラゴンがいなくなっても魔獣はいっぱいいるのだけどね」

「そう、です、ね」

　うんざりした様子でヘイゼルが言う。

　謎の圧から解放されたフェリシアがほっと息を吐いたところで、顔に影が落ちた。目をぱちくりしたフェリシアにヘイゼルがさらに身体を寄せる。

「……アニタのことだけど」

　フェリシアの肩に手を置いて彼女が囁いた。

「は、はい」

「彼女が今後何か妙な素振りをしても一切近づかないで、放置して」

　とても低く抑えられた声は聞きづらく、フェリシアも少し身体を屈めてヘイゼルの口元に耳を寄せた。

　その声にはいつもの明るさは感じられない。思わずフェリシアは聞いていた。

「先程の、ギルバート様と良い仲というのは」

「ああ、適当に言ってみただけよ。……アニタとおじ様は元々お知り合いだったからね！」

　浴槽の中で抱きつかれる。お湯が揺れてヘイゼルのやわらかい胸がタオル越しに押しつけられた。

「あの……っ何か誤魔化してないですか!?」

「してないしてない。でも押しに弱いのは可愛いけれど、こんなに簡単にお風呂に誘われて入るなんてとても心配。悪いドラゴンに食べられちゃわないかしら」

　可愛い、の言葉に反応する。

　確かに毎日、添い寝のときにかわいいかわいいと言われていた。オズモンド夫人が言ってくれたように、ヘイゼルにとって恥ずかしくない侍女に近づけていたら嬉しいけれど、しかしそれは。

（私がすごく単純、ってことでは）

「もう出ます！」

　タオルを押さえて立ち上がると、カタン、と浴室の外で何か音がした。

「待ってあと十秒だけ！」

　その音に気を取られていると、水面が大きく跳ねてフェリシアはよろけた。

「きゃ！」

「あっ」

　足を滑らせてバランスを崩した彼女に、とっさにヘイゼルが手を伸ばす。しかし浴槽の段差にそのまま二人で転倒した。

「ごめん調子に乗っ……」

　言いかけてヘイゼルが目を見開く。

　仰向けになったフェリシアの後頭部にヘイゼルの手が添えられた。支えてくれたおかげで床にぶつかることはなかったが、身体同士が触れるほど近い。

　タオルがはりついて体の線がはっきりと現れている。組んだ素足同士が擦れて──。

「失礼します！」

　フェリシアはヘイゼルの下から何とか這いだし、浴室から飛びだした。

（や、やわらかかった……）

　脱衣所で顔を押さえてしゃがみ込む。ヘイゼルが追ってくる気配はなく、そのまま彼女は息を吐いた。

　ギルバートが目の前にいるときは怖くておそろしかったけれど、今はむしろヘイゼルの甘い匂いにくらくらした。それはヘイゼルが女性だからで、……でもそうではないかもしれなくて。

（うう）

　中々頬の熱が引かない。

　ヘイゼルはしばらく浴室から出てこなかった。
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　月に二回、公爵家の広い庭は市井に解放されている。

　貧しい人々への慈善事業も兼ねて、この日は公爵家で食べ物を提供していた。もちろん貴族も多く集まり、珍しいものが植えられている植物園は見物の人であふれるらしい。

　季節は秋から冬に向かっていて、曇りの日が続いている。吹く風は日に日に寒さを増していた。

　それでも庭では遊び回る子どもや、ピクニックをする家族の姿があり大盛況だ。

　ヘイゼルもなるべく顔を出すので、彼女のファンが大勢詰めかけてずっと客に囲まれている。今もにこやかに話す彼女に庭中の視線がちらちらと向けられていた。

（人気者だなぁ）

　開放日は侍女の仕事に含まれていなかったが、フェリシアは手伝いを申し出て、配布するお菓子が入っていた空箱を運んでいた。

　庭では他にもたくさんの人が思い思いに時間を過ごしていた。

　親子連れに恋人、友人同士、境遇も身分も違う誰もが楽しそうにしている。休日の午後の光を浴びて、そこには永遠を切り取ったような穏やかな光景が広がっていた。

　それを眺めていると、女性たちの輪の中にいたヘイゼルがこちらを見た。

　フェリシアに向けてひらりと手を振る。その嬉しそうな顔にドキッとして動きを止めると、一斉にヘイゼルの近くにいる女性たちから殺気立った視線が向けられた。

　そのまま串刺しにされるほどの鋭さに、慌てて礼をして逃げる。

「まぁフェリシア！」

　渡り廊下で名前を呼ばれて、彼女は振り返った。

「シスター!?」

　いつも行く教会の修道女が、泣きながら子どもたちを連れていた。さっそく引率から解放された子どもたちは、広い芝生と珍しい植物に歓声を上げていた。

「実はね、顔を見せに来ませんかってレイフィールド公爵令嬢が誘ってくださったの」

「ヘイゼル様が……」

「フェリシア、いつもお菓子や本を本当にありがとう。もっと早くお礼にも来たかったのだけれど」

　修道女はハンカチを持ちつつ、じっとフェリシアを見た。その彼女に抱きついて、女の子が嬉しそうな声を上げた。

「シスター、フェリシア姉ちゃん、あそぼ！」

「ええ。何をする？」

「かくれんぼ！」
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　アニタは庭の喧噪を聞きながら鏡の前で服を脱いだ。

　なめらかな肢体は少女特有の均整がとれたもので、素晴らしい体だと自分でも思う。男は皆、一度寝たら虜になった。

　だから、この体に興味をもたないならそれはもう男ではない。

「アニタ」

　名前を呼ぶ声とともに煙草の香りが立ち上った。

　服を身につけないまま、アニタはベッドに近づいた。

「君は下に行かなくていいのかい」

「別に何も言われていませんし、自由時間をどうしようと私の勝手ですわ」

　笑って、アニタはヘッドボードにもたれる男の髭に指先を這わせた。

「どうすればヘイゼルの秘密を暴けるかしら。ねぇ、あなたが言えば皆信じてくれるのではないですか」

　ヘイゼルの入浴のとき、一緒に入っていいか何度も頼んだが全て断られた。

　ほとんど服を脱いでこの肌を晒してもヘイゼルの様子は変わらない。『綺麗な肌ね。女性同士でも、みだりに見せるものじゃないわ』と断りの言葉にはいつも思いがけない慈しみがあった。

　そんな気遣いは不要なものだ。

　駆け引きなど面倒なことはしたくない。最短で、最速で、賞賛と世辞を手に入れてきた。今回もきっとそうなる、はずだったのに。

　アニタは窓から庭で薄汚い子どもと遊んでいる姉を見下ろした。本当にぼうっとしていて気が利かない女。孤児なんかに時間を使ってどうするのか。

「確実な証拠がなければ人は動かないよ。私もアニタから聞いて気をつけてはいるが、今のところ何も変わったところはない」

　男の言葉に悔しそうにアニタが唇を噛む。深く煙を吐いた彼は言葉を続けた。

「あの薬を使ってみなさい」

「……あれは、でも」

　提案にアニタはちらりとチェストを見た。そこには、以前この男の紹介で手に入れた媚薬が入っている。

　一番強力で即効性がある、深窓の令嬢だろうが色狂いになる代物だ。

「けれど、私はあなただけのものなのに」

「私の愛はそんなことで揺らがないよ」

「……ギルバート様」

「正体を現すならそれでよし。そうでなくとも公爵令嬢が子爵令嬢を襲った既成事実さえ作れれば、あとはどうとでもできる」

　眼を細めたギルバートが煙草の火を消す。

　アニタはカーテンを閉め、ゆっくりとシーツに膝をつき彼に身体を寄せた。




　その日の夜中、アニタはヘイゼルの部屋を訪れた。

　彼女の手元にあるランプの明かりに、ヘイゼルと、彼女に片手で抱かれて眠るフェリシアの姿が浮かび上がる。

　静かに寝室に入ったアニタは、それを見て眉をしかめた。

　返す返すも初日に一人部屋がいいと言ってしまったのが悔やまれた。

　あれさえなければことはもっと簡単だったかもしれない。けれどもまぁ、部屋はギルバートとの逢い引きに使えるからそれはそれで便利でもあるのだけれど。

　息を吐いてベッドサイドに近づく。そうして、ベッドの上に無防備に転がっているヘイゼルの手にある指輪をそっと摘んだ。

　これを外せば正体を現すはずと彼も言っていた。ずっとかかり続ける魔法はない。だから、いつも肌身離さず身につけているものが怪しい。

　着替えも湯浴みも見ていたが、必ず身につけているのは指輪くらいだった。

　完璧な侍女を演じて、指輪を見せてくださいとお願いしても、家宝だからと断られ金環はいつも指にはまっている。

『やはり社交界の華なんていっても、ヘイゼル様の方が上よね』

『雇い入れるなんてお優しい』

　お茶会のときにわずかに聞こえてきた声が脳裏によみがえった。アニタが真実を伝えてあげたのに嘲笑する皆の声も。

「……正体を暴いて、私に逆らえないようにしてやる」

　あの招待客たちはアニタにひれ伏すヘイゼルを見てどんな顔をするだろう。

　慎重に、指輪を持つ手に力を込めた。

「……？」

　しかし、外れない。どんなに引っ張ってもその場からぴくりとも動かなかった。

「……ん」

　小さくヘイゼルが声を漏らす。

　慌てて指輪から手を引き、アニタは一旦後ろに下がった。

　外れないのは想定外だが、それならばもうひとつの方法を試すだけだ。苛々を抑えながら彼女は息を吐いた。

　寝る前のヘイゼルの紅茶に、媚薬を仕込んだ。

　粘着性のある赤い液は、混ざると溶けて色が消えてしまった。彼女が確かに飲み干したのを確認して、一度寝室を出たのだ。

　ローブのポケットから媚薬の瓶を取り出しヘイゼルの唇にも液体を塗る。言われていた容量より多いが、よがり狂ってアニタを求めるようになるならそれでいい。

「ヘイゼル様……」

　邪魔なフェリシアのいる方と反対の端に腰掛け、アニタは甘く声をかけた。

「……アニタ？」

　眠そうな声とともに金色の睫が持ち上がる。ふぁ、と欠伸をして、しかし彼女はフェリシアを抱く腕を強めた。

「ねぇ、少し遊びませんか」

　裸の上に羽織っていたローブを外して主人の背中にすがり付いた。

　やわらかい胸をその体に押しつけるが……いくら待っても反応は無い。それどころか寝息が聞こえて来た。

「……？」

　確かに飲ませたはずだ。どういうことだろうと体を起こすと、フェリシアの眠っている顔が目についた。

　ヘイゼルの腕の中で、こんなに苦労しているアニタを知らず目を閉じている。公爵家の秘密を暴きに来たのに、のんきに寝ている姉の姿に心がざわめき立った。

　一気に腹立たしさがこみ上げて、アニタはフェリシアの髪を掴もうと手を伸ばした。

　その手を、誰かが掴んで止める。

「──触るな」

　眠気の欠片も感じられない声。

　フェリシアを抱いたまま、アニタの腕を片手で止めたヘイゼルがまぶたを開く。鋭い視線に射貫かれて、アニタが息を飲んだ。

「んん」

　騒ぎが聞こえたのか、フェリシアが小さく身じろぎする。

　アニタはばっとヘイゼルの手を振り払った。

「さ、寒くなってきたので毛布でもと……」

「そう、ありがとう」

「……毛布……？　用意……しま」

　寝ぼけているのか、もぞもぞとベッドから這い出そうとするフェリシアをヘイゼルが抱きとめる。

「フェリシアが湯たんぽみたいに温かいから大丈夫」

「……いえ、でも」

　ぐずるように目を擦る姉に舌打ちする。

　馬鹿らしくなってきて、アニタは床に落としたローブを拾った。

「失礼します」

「アニタ」

　名前を呼ばれても、もう振り返りもせずに彼女は部屋を後にした。
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「まったく……」

　ヘイゼルは苦く呟いて口を拭った。舌に乗る甘い味に、わずかに顔をしかめる。

「これが例の媚薬か……魔法も毒も慣らしてるから効かないのに……」

　もぞりと腕の中のフェリシアが動いて、ヘイゼルの胸元にすり寄るのを見る。

「……男かもって疑っているはずなのに、なんでこんなに無防備なんだ？」

　それはもちろんヘイゼルがしつこく添い寝をお願いした成果なのだが、今では何も言わずともベッドで寝てくれるようになったフェリシアの唇に触れる。

　その指が、いつもより太くふしくれだったものになる。

　ヘイゼルはちらりと自分の左手を見た。物心ついてから……公爵家の役割を担うと決めてからずっとそこにある金の輪。

「早く、私おれのことを好きになって」

　彼女のやわらかい頬に唇を落とす。

　今はフェリシアに何も話すことはできない。好意を持ってくれているのは感じるが、それはやはり憧れの範囲内だということもわかっていた。

　フェリシアの腰に手を回して、ヘイゼルは甘い匂いのする首筋に顔を埋めた。

　そこに口づけて軽く吸うと、ぴくりとフェリシアは反応した。

「ん……ぅ」

　それを何度も繰り返せば、ミルクティ色の髪の少女は呼吸を乱した。

　ぎし、とベッドを揺らして彼女の上に覆い被さる。折れてしまいそうなほど細い手首を持ち上げ、慈しむように口づけた。皮膚の薄いそこにはいくつも小さな痣があってそれをもうひとつ増やす。

　その間もフェリシアが起きる様子はない。安心しきったように眠っている。

「……このまま、襲いたい……！」

　ヘイゼルは脱力してベッドに寝ころんだ。

　その身体はいつも通り女性のものだった。
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　お茶会の日からしばらくして、新聞は一斉に通り魔が捕まったことを報道した。

「なんでも近くに住んでいた研究者だったらしいわ。髪や血で、人を意のままに操る魔術の研究をしていたとか」

　広げた新聞を読み上げるヘイゼルの言葉に、フェリシアはほっと息を吐いた。

「捕まってよかったですね」

　紙面のほとんどがその話題に触れていて、フェリシアはヘイゼルの朝の支度を手伝いながらそれを眺めた。

　犯人の目星をつけて犯行現場を取り押さえた巡回騎士団のお手柄だと、街中が喜びの声であふれているようだ。

　部屋の中にアニタの姿はない。ここ数日、部屋に閉じこもって姿を見せていなかった。

　新聞を畳んだヘイゼルがカップを持ち上げた。

「フェリシア、紅茶をもう一杯いただける？」

「はい、もちろん」




　アニタが体調不良で公爵家の侍女をやめると連絡があったのは、それから間もなくのことだった。








五　これからも、ずっと









　アニタが公爵家を去る日に、オーリーが荷物を引き取りに来た。

「ああ、フェリシアお嬢様」

　アニタの部屋に入ると、荷造りをするオーリーが気づいて声をかけてくれる。今日は挨拶のために父も来ていて、先程応接室に呼ばれて少し話をした後、こちらを手伝いに来たのだ。

　まだ三ヶ月も経っていないのに、フェルトの帽子がやけに懐かしい。

「いつも教会に荷物を届けてくれてありがとう」

「おやすい御用ですよ。シスターにも子どもたちにもいつも感謝されてこそばゆいったら」

　そう言って笑うオーリーは、なんだか前よりも生き生きしているように見えた。

「モリーのおかげで家中ぴかぴかで、旦那様も奥様も文句のつけようがなく……いえ、お嬢様の料理がもちろん一番美味しいですが！」

　少年のように真っ赤になるオーリーに、フェリシアも思わず微笑む。

　それをじっと見て、彼は口を開いた。

「言ったとおりだったでしょう、眼鏡をやめて着飾ったら、誰もフェリシア様を放っておかないと」

「そんなことはないと思うけど……」

　いつの間にか、人と距離をとるためにかけていた眼鏡は必要なくなった。

　アニタがやめることで、いろいろ思う人もいるだろうと覚悟していたが、屋敷の皆は以前と変わらず接してくれている。それが何より嬉しい。

　幸いなことに、父はフェリシアにまだ奉公を続けなさいと言ってくれた。

　体調不良で二人同時に辞めるのは外聞が悪いからだとしても、アニタと一緒にやめろと言われると思っていたので、それを聞いて安堵していた。

「ああ、いたの」

　そのとき、バタンと音を立ててアニタが部屋に入ってきた。

　荷物を詰め込むフェリシアとオーリーを横目に見て、彼女はソファに座る。オーリーは無言で洋服の入ったトランクの蓋を閉めた。

「アニタ、本当に公爵家をやめてしまうの？」

「そうよ。人に仕えるのも飽きちゃった」

　アニタがひらりと手を振る。

「お姉様こそ、本当に残っていいの？」

「……ええ。まだ働かせてもらえるなら」

「ちょっといい？」

　椅子から立ち上がって、彼女はフェリシアの腕を掴んだ。

「まだ支度が」

「いいのよ、オーリーに任せれば」

　オーリーに断って、二人で部屋の外に出る。廊下に誰もいないのを確認したアニタは、フェリシアを前ににやりと笑った。

「どうしてやめると思う？」

「それは……」

「お姉様、絶対に秘密にしておいてね」

　フェリシアの返事を待たずにアニタは口を開いた。

「私、婚約するの。ギルバート様と」

　思いも寄らない言葉にフェリシアは目をぱちくりさせた。

　婚約。子爵令嬢が、王弟殿下と。

「公爵夫人なんかよりよほどいいでしょ、そう思わない？」

　いつの間に二人はそんな仲になったのだろう。

　いや、お茶会の日に仲が良い様子を見たが、少なくとも公爵家に来た初日はそんな親しい間柄ではなかったはずだ。

「それでね、……ギルバート様がお姉様のことを心配していたのよ」

「心配？」

「ええ。自分だけがヘイゼルの特別だと思わないように、って」

「……そんなことは」

　否定しながら、確かにそう思っていたかもしれない自分に気づく。

　侍女としてそばにいられることに、その他大勢ではなくなったことに、優越感を覚える自分はいなかっただろうか。

　醜い独占欲をえぐり出されて言葉に詰まる。

　もしフェリシアも侍女をやめることになって、代わりに誰か別の人がヘイゼルのそばにと考えたら……それだけでとても胸が苦しくなった。

「でもね、私が助けてあげる。協力してくれるなら王宮で私の侍女としてつかってあげてもいいわ」

　嬉しそうにアニタは話を続けた。

「さっきのギルバート様との婚約の話だけど、条件があって」

　話の風向きが変わって、わずかにフェリシアは首を傾げた。

「ヘイゼルのことよ。あんなおそろしい奴を国の筆頭貴族になんてさせられないってギルバート様は危惧していて……女装をしている事実が確認できたら、婚約を正式に発表するっておっしゃっているの。お父様もお母様もきっと喜ぶわ。ねぇ、協力してくれない？」

　アニタがにこにこと見上げてくる。

（……それは、できない）

　フェリシアは心の中ではっきりと否定した。

　公爵家に来てヘイゼルのそばでフェリシアはずっと彼女のことを見てきた。

　貴族としての責務、騎士団の仕事、市井への心配り、帰ってくるのは遅く寝る時間はほとんどない。空いた時間はいつも新聞を読んだり勉強していて、自分のための時間など見たことがなかった。すべてを国と国民のために捧げている彼女の人生をバークレー家のエゴで壊してはいけない。

　理由は簡単だ、ヘイゼルの代わりを務められる技能を子爵家が持っていないから。

　フェリシアは掴まれた手をそっと解いた。

　ここでアニタに逆らったらどうなるだろう。きっとタダでは済まない……けれど。

「……むやみに人の秘密を暴こうとするのはよくないわ」

「……」

「それに、私は何も知らないから、協力もできない」

　ごめんなさい、と言葉を続けた。

　しばらくしてもアニタは何も喋らなかった。視線を上げると、彼女は頬を染めてぶるぶると震えていた。

　言い訳が出かかるのをこらえる。先程の言葉は紛れもないフェリシアの本心だ。言ったことに後悔はない。

「……盗人の……使用人の分際で……」

「準備ができましたよ！」

　オーリーが扉を開いて声をかける。すでに、部屋の中の荷物はトランクや箱に詰め込まれていた。

　アニタは視線を下げたまま部屋に戻り、一番上に大事に置かれていたトランクを持った。

「私は、王弟夫人になるのよ」

　フェリシアとオーリーの前でアニタは小さなトランクを開いた。

　頑丈なその中には宝飾品が入っているようで、すぐにキラキラとした光があふれる。中身を見たアニタは唇の端をゆがめて微笑むと、すうと息を吸って────悲鳴を上げた。

「どうしましたか!?」

　ただならぬ声にすぐに執事やメイドがやってくる。彼らを見て、アニタはトランクを抱いて叫んだ。

「私のネックレスが、なくなっているの！　誰が盗ったの!?」

　アニタの剣幕に、皆不安そうに顔を見合わせた。オーリーがフェルトの帽子を外して、主人に声をかける。

「落ち着いてください、よくわからないですがどこかに混ざっているかもしれません。今から荷物をもう一度全部開けて」

「いいえ！　このトランクはオーリーにも触らせなかったでしょ。確かにここに入っていたの。ほら」

　顔を青ざめて震える令嬢は、トランクを示した。装飾具が整然と並んでいる中に、不自然に空いている場所がある。

「何がないのですか？」

「……ルビーのネックレス」

　ネックレス、の単語になぜかフェリシアの体が反応した。

　それを見逃さず、アニタが問いかけた執事から姉に視線を移した。

「まさかお姉様……っ」

「いえ、片付けのときも触っていないし……それに、何も持ってない。調べてもらってかまわないわ」

「そんなもの、外に置くなり隠しておくなりできるでしょう。もしかしたら盗んだのは今日じゃないのかも。お姉様ならここに宝飾品があることも知っていたはずよ」

「そんな……」

　フェリシアが思い出したのは、以前怪しげな薬屋に渡した代金だ。皮袋の上から触れた鎖と重さはやけにはっきりと覚えている。

　もしかして、あの中に……でも中身を確認していないフェリシアはそれすら何の確証もない。どうしていいのかわからずにただ狼狽える。

「アニタ、どうしたんだ」

「お父様！」

　駆けつけてきた父にアニタが駆け寄った。

　その瞬間、フェリシアの身体が強ばった。

　今から何が起こるのか直感的に悟って、目を見開く。喉がカラカラに渇いていて上手く声が出ない。ぎゅっと父の身体に抱きついたアニタが、叫んだ。

「お姉様が、私の宝石を、盗んだの！」

　彼女の言葉を聞いた瞬間、父が激高する。

　アニタを振り払った彼はおそろしい形相でフェリシアの腕を掴んだ。

「お前が！」

「おやめください」

「使用人は黙ってろ!!」

　止めようとしたオーリーや侍従を突き飛ばす。

「し、していません、私は何も」

「どこに隠した、私の宝石を……っ！」

「……っ」

　思い切り腕を引かれ、よろけて廊下に膝をつく。そのまま引きずられた。

「もういい帰るぞ、話はゆっくり家で聞く」

「待ってくださ……っ！　お願いです話を」

「うるさい!!」

「そうねお父様、こんな恥ずかしいこと人様には聞かせられないわ」

　静かに近づいて声をかけた妹の笑顔は、醜悪に歪んでいた。

「……私に協力するなら、助けてあげる」

　小さく囁かれて思わず顔を上げた。

　公爵家の皆の戸惑った視線が自分に向けられているのを知る。それが、今までたくさん向けられてきたものに置き換わる。

　盗人の娘と、向けられる嘲りの声と蔑む目。いつの間にか忘れていた、子爵家での息苦しい生活を思い出す。帰ったらどんな仕置きが待っているだろう。そしてきっともう二度とヘイゼルには会えない。

　震えながら、しかし彼女は口を引き結んで首を振った。妹が顔をしかめる。

「っ往生際が……」

「フェリシアを離していただけますか、子爵」

　かけられた声に、拘束されていた手がゆるむ。

　メイドを伴った美しい公爵令嬢を見ながら、父は吹き出していた汗を拭いた。

「話は聞いたでしょうヘイゼル様。母親と同じで何とも手癖が悪い。……ヘイゼル様のところは大丈夫ですか、数を確認した方が」

「し、していません……！」

　かすれた声で訴える。

　他の誰に疑われてもいいけれど、ヘイゼルにだけはそう思われたくなかった。

「……ええ、もちろん」

　聞こえて来たのは、静かな同意。ヘイゼルがアニタを見る。

「なくなった装飾品はルビーのネックレス？」

　アニタはうなずいた。

「お父様に大事にしなさいっていただいたもので、持っている中で一番高価なものですわ」

　フェリシアも見たことはあった。繊細な銀細工のほどこしてある、大きなルビーが輝くそれ。

「良かった」

　手を軽く打ち合わせたヘイゼルが懐から皮袋を取り出した。

「これね」

「……え」

　アニタが目を見開く。フェリシアも同様に。

「はい。薬棚に置き忘れていたわ」

　ヘイゼルの口調は、いつも通りだ。

　呆然としたアニタが震えながらその皮袋を受け取った。

　彼女が握ると、中で鎖がじゃらりと音を立てた。紐を解いて中を見るアニタの白い頬に赤い光が反射する。

「もう無くさないようにね。お父様は宝石に特に愛着があるようだし、そうやって感情のまま騒ぐのも令嬢としてろくなことにならないわ」

　アニタは身体を震わせた。

「き、気をつけます……すみません、ヘイゼル様……」

「何を言っているの？」

　アニタに微笑みながら、ヘイゼルがフェリシアの手をとって立ち上がらせた。

「証拠もなくあなたは人を疑ったのよ。私より先に謝る人がいると思うのだけど」

　青ざめたアニタがフェリシアを見る。

「ご、ごめんなさい、お姉様……」

　フェリシアにも何が起こっているのかわからず、ただ首を振る。

「私もごめんなさい、こんなことになるならもっと早く返せば良かった」

　絶世の美女が悩ましげにため息を吐いた。

　ヘイゼル色の眼を細めて、彼女はアニタを視線で射貫いた。

「──いつ言い出してくれるのか、今か今かと待っていたのに」

　火傷したようにアニタが皮袋を放り出した。

　カーペットの上に落ちたそれを振り返ることもせず、アニタは逃げるように廊下を後にした。失礼しますとオーリーが慌ててその背中を追う。

「も、申し訳ありませんでした。こちらの早とちりで……！」

　父が皮袋を拾ってポケットにしまい、床に手をついた。

「わかってもらえたならよかった。フェリシアは大丈夫？」

「……はい」

「大変、掴まれたところが痣になっているわ。冷やすものをすぐに」

　執事がすぐに指示を出す。

　腕が指の形に赤くなっていたが、大したことはない。てきぱきとメイドに手当てされるフェリシアを見て、ハンカチで汗を拭きながら父が立ち上がった。

「そ、そうだフェリシア……モリーが子爵家でずっと働いてもいいと言ってくれているんだ。それでな、妻のアマンダとも話していたのだが、戻ってきたらお前の嫁入り先を探してやろうと思って」

　執事が顔を手で覆った。

「いくつか申し出があったんだ、アニタにも……公爵家の侍女に皆興味があるみたいで」

「戻ったら？」

　ヘイゼルが呟いてフェリシアの手をとった。

「ならそれは必要ありませんね。彼女には、これからもずっと私のそばにいてもらうつもりですから」

　ヘイゼルの言葉に父がぽかんと口を開ける。

　それだけを見て、フェリシアの手を掴んだままヘイゼルは踵を返した。

「ダニエル、お客様を丁重に送って」

「畏まりました」

　執事の声を後ろに聞く。

　引きずられるようにして廊下を進みながら振り返ると、父が使用人たちに追い返されていくところだった。

（……これからも、ずっと）

　ヘイゼルの言葉を頭の中で繰り返す。

　母がいなくなってからフェリシアは、子爵家で何も言わず、何も望まずただ小さくなって過ごしてきた。それが一番、傷つかずにいられる方法だったから。

　これからのことなんて考えたことがない。考える余裕もなかった。だけど……これからはヘイゼルのそばにいてもいいのだろうか。

「──全部外聞か、胸くそが悪い」

　聞き慣れない声にはっとする。そして思わず周りを確認してしまった。

　先程の場所からかなり離れているので廊下には彼女たち以外誰もいないが……独り言のように呟いたヘイゼルの声はいつもよりだいぶ低い。

　その後ろ姿はいつか王宮の裏庭で見たものに重なる、男性のもの。

「しかも嫁入り先だと？」

　後ろで手を引かれるフェリシアには、前をまっすぐ見るヘイゼルの顔は見えない。少しだけ足を速めてフェリシアはその広い背中に抱きついた。

「……っヘイゼル様」

　理由も、どちらが本当の性別かもわからないが、ヘイゼルは女性の姿にも男性の姿にもなれる──それを知ってもフェリシアはヘイゼルが好きだ。その気持ちをようやく自覚する。

「……フェリシア？」

　名前を呼ぶ声はすでにいつもの女性のもの。

　今自分の身体が変わっていたことにヘイゼルは気づいているのだろうか。フェリシアはぎゅっと抱く腕に力を込めて、一層その背中に顔を埋めた。
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　夜半から雪がちらつき始めた。

　風はほとんどないようで、舞う雪が部屋の明かりに反射し、闇の中で姿を浮かび上がらせては消えていく。

　書斎の窓を開けて手をかざすと、一つ二つ落ちては体温ですぐに溶けてしまった。

　アニタの部屋が開いたので、明日自分の荷物をそこに運ぶ手筈になっていた。ここに来たときとは比べものにならないほど増えた荷物の準備を終えたフェリシアは、そっと窓を閉じて書斎を出た。

　寝室の暖炉には火が入れられて、薪を赤々と燃やしていた。ヘイゼルはその前で椅子に座って本を読んでいる。

「そろそろ寝ましょうか」

　パチリと暖炉の薪がはぜる音がやけに大きく聞こえた。

　フェリシアは無言で椅子の前まで行き、絨毯に膝をついた。

「……お話があります」

「どうしたの、突然」

「ヘイゼル様の秘密についての話です」

　部屋に静かな沈黙がおりる。

　ヘイゼルが栞をはさんで本を閉じた。それを脇机に置く彼女の動作はあくまでも落ち着いていて優雅だ。

「……フェリシアは、私の秘密を知っているのね」

「はい……でも、誰にも言うつもりはありません」

　フェリシアはぎゅっと手を握った。アニタの目的をフェリシアが意図的に黙っていたことを知ったらヘイゼルはどうするだろう。

　今までみたいに微笑みかけてくれなくなるかもしれない。けれど。

「妹も知っています。証拠を押さえてヘイゼル様を脅すつもりで公爵家に来ました。私は……それを知りながら、ヘイゼル様に秘密にしていました」

「フェリシアは、私を脅そうと考えなかった？」

「……少し、考えました」

　浅ましいことを思い描いた自分がいたたまれなくて、フェリシアは目を伏せた。

「そう」

　その様子を見て、ヘイゼルがフェリシアの唇に手を当てた。

「私が、フェリシアを抱きたいほど好きなことがばれていたのね」

　抱く。好き。思いがけない言葉にフェリシアは目が点になった。

「……そ、それは知りません！」

「あ、そう？　……しまった早かったか」

　悔しそうにヘイゼルが呟いた。

　思いがけない言葉に慌てるフェリシアを見ながら、彼女が足を組み替える。艶めいた視線が自分の顔から身体に滑り、知らずフェリシアは唾を飲み込んだ。

「違います、私が知っている秘密はそんなことではなくて」

「そんなこと？」

　手を引かれた。

　座っているヘイゼルと距離が近づく。膝が自然、座面についた。

　後頭部を長い指で押さえられて、顔が固定される。すぐ目の前には眼光鋭いヘイゼルがいて、初めて向けられた強い視線にフェリシアは硬直した。

「私の人生で初めて生まれた感情が、『そんなこと』」

　名前の通り綺麗なヘイゼル色の瞳が細められる。

　動くどころかまばたきすらできず、フェリシアのこめかみを汗が伝った。

　そんなフェリシアの顎に指をかけて、綺麗な人は小首を傾げた。

「でも変ね。今まで隠していたのに、話してくれたのはどうして？」

「……それは」

　フェリシアはとっさにヘイゼルの腕を掴んだ手に力を込めた。

「私が、ヘイゼル様を好きだからです！」

　言ってしまえばもう引き返せない言葉を、顔を真っ赤にして重ねた。

「もし、私が知ってはいけない秘密だとしたら殺されても構いません。でもアニタが、まだ諦めてないかもしれなくて……何か私にもできることがあれば……っ」

　不意に抱き上げられて身体が宙に浮く。

　え、と視線を上げるとヘイゼルに抱き上げられているところだった。

　そのまま運ばれるのは、雪明かりと暖炉の火に照らされたベッド。

「あ、の？」

「フェリシアが誰かに言うなんて思ってないわ。でも、正直に話してくれてありがとう。特にアニタのことを話すのは勇気がいったでしょう」

　そっと寝かされる。いつもの添い寝と違う雰囲気に心臓が鼓動を早めた。戸惑うフェリシアの上にヘイゼルが覆い被さり、指を絡ませた。

　そのまま額同士がコツンとくっつく。

「それで……私はフェリシアが好きで、……フェリシアも私が好きなのね」

「……はい」

　内緒話のような声で囁かれる。フェリシアの頬にヘイゼルの髪が触れ、くすぐったいと、状況を忘れてそんなことを考えてしまった。

「でも多分、私の好きとフェリシアの好きは違うと思うわ」

「そんなことはないです」

「ああ。これは私が悪いのよ。こんな姿だから想像しづらいでしょ」

　ヘイゼルが軽く微笑んだ。優しい手がフェリシアの髪を梳く。

「違いません！」

　身体を起こしたフェリシアは目の前のヘイゼルの首に必死にすがり付いた。

「私は、ちゃんと知りたいんです。ヘイゼル様のことすべて」

　ヘイゼルの身体がピクッと跳ねる。

　しかし強ばった後、手が優しく背中を撫でた。

「……秘密を知るには昔から対価が必要と決まっているわ」

　聞き分けのない子にするような声色に、わずかに動いた身体がシーツに新しいシワを作る。さすがに鈍いフェリシアでも、ヘイゼルが対価に何を求めているのか察する。

「知ったら戻れないよ」

「……はい」

「離してあげられない」

「離さなくて……いいです」

「……」

　ヘイゼルは小さく吐息をついた。

　束の間、見つめ合ったフェリシアの前にヘイゼルが左手を差し出した。

　中指だけを少し浮かす動作で、そこにはめられた金環が光る。ずっとヘイゼルが身につけている指輪だ。

「じゃあ、ここに……キス、してくれる？」

　うなずいたフェリシアは、紳士がそうするようにそっと表面にキスを落とした。

　唇に冷たい感触が当たったところで、リィンとベルを鳴らすような音が聞こえ、余韻を残して消えていった。

　閉じていた目を開けて唇を離す。暖炉の火で輝く金環がヘイゼルの手からするりと外れてベッドに落ちた。

　顔を上げたときには、目の前のヘイゼルの姿はもう青年のものに変わっていた。

　ゆるく結ばれた金の髪も、長い睫に覆われたヘイゼル色の瞳も、中性的な印象も令嬢のときのまま。ただ、着ているシャツからのぞくのは筋肉質の身体で、一回りほど大きく見える骨格も間違いなくヘイゼルが男性だと示している。

「おめでとう」

　彼は薄い唇を開いた。

「見事に秘密を暴いたね」

　魔法が解けた青年が微笑む。

「改めまして、ヘイゼル・Ｒ・レイフィールドです。どうぞお見知りおきを」

　目の前で起こった見事な変化に、さすがにまだ声が出なかった。

　ヘイゼルは落ちている金環を摘み上げると、フェリシアの指にはめようとするので慌てて止めた。

「大事な指輪を……」

「公爵家の血筋以外はつけても何も起こらないよ？」

「それを心配しているわけでは」

　拒む間もなく左手の薬指におさまる。あまりにも自然な動作に目をぱちくりさせたフェリシアの手にキスをしたヘイゼルは、彼女を真正面から見た。

「フェリシア、私と結婚してくださいますか？」

「……」

　思いがけない言葉に固まるフェリシアに彼はにっこりと笑った。

「まさか王子の魔法をキスで解いて、はいサヨナラってことはないよね」

　大きな手が頤を持ち上げる。

「そ、それは」

　端正な顔が近づいて思わず目を閉じれば、唇同士が触れて離れた。

「……っ」

　慎重に、探るように触れたのは最初だけで、段々と時間が増えていく。フェリシアに拒否する動きがないのを見たヘイゼルは、彼女の頬に手を添えてその唇をむさぼった。

「ん……ぅ」

　呼吸が苦しくて口を開けば軽く食まれ、甘美な時間に目眩がして、吐息がこぼれる。

「舌、出して」

　言われるままわずかに舌を差し出せば互いの表面が触れあった。

「っふ」

　やがて口の中にまで入ってきた舌に、歯列をなぞられ唾液が絡み、息苦しさとわけのわからない快さでフェリシアは喘いだ。

　粘膜を擦り合う未知の刺激に、ぞくぞくとした愉悦が背中に走る。

「は……っぁ」

　キスだけで腰が抜けてしまいそうなフェリシアをベッドに寝かせたヘイゼルは、目を潤ませる彼女に口づけながら、ゆっくりと小ぶりな胸に触れた。

　下からこねるように優しく持ち上げられ、フェリシアは息を飲む。

　布の上から指先で先端をいじめられる感覚に腰が跳ねた。

「ん、っ待っ……」

　とっさにヘイゼルの手を掴むと彼は不思議そうに顔を上げた。

「どうかした？」

「胸が、……その、っ」

　その間にもこねる動きは止まない上に、至近距離で甘い声に囁かれると力が抜けてしまう。彼の大きな手がフェリシアの胸の形を変えるたびに、じんとした疼きが下腹部に集まっていった。

「可愛い胸がどうしたの？」

　ヘイゼルがフェリシアの胸に顔を埋める。

「胸、小さくて……ヘイゼル様は、大きな方がお好きなんじゃ」

「フェリシアのなら何でも好きだよ」

「そういうことじゃ、や……っあ」

　再び指先が頂をひっかいたかと思うと、彼は服の上から胸の先端を口に含んだ。

　濡れた舌が立ち上がった先端を押し潰し、もう一方も軽く摘んでは優しく弄られる。布越しの刺激にフェリシアの身体に鳥肌が立った。

「ふ……ぁ」

　もどかしくて小さく声が出た。

「直に、触ってもいい？」

　ヘイゼルが耳元で囁きながら胸をくすぐる。

　真っ赤な顔で小さくうなずくと、明確な意志を持った手が寝間着の裾から入って足に触れた。それが少しずつ服をたくし上げながら上にのぼってくる。

「フェリシアはどこもやわらかいね」

「……っ」

　情けないほど緊張してカチコチになっているフェリシアにヘイゼルが優しく笑った。

「……緊張するなら、いつもの姿に戻ろうか？」

「いつもの、って」

「ああ、でも君のここに入るときは『俺』がいいな」

　すでに隠すもののないみぞおちから下腹部にかけてヘイゼルの指が滑り、途中で止まる。

　男性を受け入れるところだ。皮膚越しの煽るような動作にフェリシアは唾を飲み込んだ。

　ここに、今からヘイゼルが入る。

「だ、大丈夫です……っ続けてください」

　軽く笑った彼の大きな手がそのまま下へと移動する。指先が下着の中に侵入した。

「ひぁ」

　体の中心に触れられた途端に、フェリシアの目に星が散った。

　自分でも触れたことのない場所をヘイゼルの指がなぞっていることに混乱する。柔い肉を掻き分けたかと思えば、弱い蕾を親指で撫でられた。

「やっ、ヘイゼル、様……っ」

　慰めるような口づけとともに、閉じた入口を指が刺激し続ける。

　何度も舌が重ね合わされ、表面をなぞって絡まった。優しいキスと激しい快楽にクラクラして、飲み込みきれない唾液がフェリシアの口の端から滴ってベッドに落ちた。

「ん、……ん」

「……は」

　キスの音に被さるように卑猥な水音が部屋に響く。

　身体が昂ぶるにつれて自然と呼吸が浅くなった。いつの間にか寝間着も下着も取り払われていたが、熱がこもってそれどころではなく、ぐずるようにシーツを蹴った。

　そして慈しむように入り口の縁を撫でていた指がついに中に侵入する。

「っあ」

　違和感と痛みに、びくん、と大きくフェリシアの体が震えた。

「ゆっくり深呼吸して」

　フェリシアの背中を撫でながらヘイゼルが言う。

　中へと潜り込んできた指が弱い内壁をなでた。同時に蕾への刺激が再開されれば、先程と比べものにならない感覚が襲ってきて腰が勝手に動く。

「……っこれ、何」

　中と外の熱が混じって小さく弾ける。快楽の波が全身を包んだ。

　呼吸が苦しくなって、視界が白くかすんでくる。

「……そのまま」

　耳を甘噛みされ、外側を唇がなぞった。ありえないほど深部へと侵入される畏れと快楽に、どうしていいのかわからなくて、フェリシアはヘイゼルの胸にすがり付いた。

　上手く息が吸えなくて、喘ぎながら首を振る。

「……ふ、ぅ」

　指で中を擦りながら、ヘイゼルがフェリシアの耳を食んだ。

「────っ、……」

　腰が跳ねる。それが最後の刺激になって大きく震えたフェリシアは、指を埋め込まれたまま声も上げられずに果てた。

「……は、……ぁ」

「良い子」

　髪をかき上げられながら、絶頂の間止めていた呼吸を必死で繰り返した。

「う……」

　初めての感覚に足が痺れてうまく身体が動かない。とても気持ちが良くて、それ以上に恥ずかしくて指が抜かれても顔をあげられなかった。

「男だけど怖くない？」

「……はい」

「気持ちいい？」

「…………は、い」

　まだ達した余韻で頭がくらくらした。

　素直にこくんとうなずいたフェリシアは、荒く息を吐きながら足元を見る。とろりと足の間から蜜がこぼれていた。

「……フェリシア」

　ため息とともに苦しげな声が聞こえてフェリシアは顔を上げた。

　未だ見慣れない綺麗な青年が顔をしかめる。

「あまり可愛いことを言われると、ちょっと」

「！」

　抱きしめられた身体に固いものが当たった。おそるおそるそちらを見て、ヘイゼルのズボンを押し上げる凶悪な屹立に気づく。

　逃げ腰なのを感じたのか、手早くシャツのボタンを外したヘイゼルがフェリシアの手をとって微笑んだ。

「最後まで自制できるかな……一応、すごく甘やかそうと思っていたのに……」

「え、え……？　あっ」

　ヘイゼルの指が再び深部に潜り込んだ。達したばかりの体には刺激が強すぎて、目の前がチカチカしてフェリシアは背をのけ反らせた。

「っん、……ふぅ」

　怯える彼女を押さえつけてヘイゼルがキスを繰り返す。

　指が二本に増えた上、先程より奥を探られたフェリシアの身体から汗が噴き出した。

「────ッ、ん」

　指先が奥の一点をすりあげる。途端に何か今までとは違う感覚がした。

「あ、っあ、や、そこ、ばかり……っ」

　勝手に息が出て行き、視界が潤んで焦点が合わなくなった。

「ここがいいの？」

「ちが……あっ」

　何度も擦られるうちに痛みと違和感が急速に薄らいだが、その分身体が熱くなり全身の感覚が鋭敏になる。

　シーツに擦れる振動ですら呼び水となってしまい、くちゅくちゅとはしたない水音が自分から聞こえて、恥ずかしくてフェリシアは泣き出した。

「待っ、……だめ、ぇ」

「フェリシアの中、熱くてとろとろ……」

「ひ、ぁ」

　目元に口づける動作は優しいのに、指の動きはとてもいじわるだ。

　声が勝手に漏れて止まらない。甘えきった声は自分のものとは思えなかった。

　蕾を押し上げながら奥を擦られると、耐えられずに腰が揺れる。大きな波が次々と押し寄せてきて少しでも気を抜くと達してしまいそうだった。

「やだ、や……また……っ」

　切羽詰まった声を上げると、ヘイゼルが顔を寄せた。

「キスしてくれたら、イっていいよ」

　いいところを擦られ、ぐずぐずにとろけたまま言葉通りヘイゼルの唇にかぶりつく。欲望のまま自分から舌を絡ませたところで限界が来た。

「っん────……」

　口づけたまま再び達して、フェリシアの身体が跳ねた。

「……は、……ぁ」

　唾液のつながる口が離れる。……何か今、すごく恥ずかしいことをしてしまった気がするのだが、思考がうまくまとまらない。

　服を脱いだヘイゼルが力の入らない彼女の足の間にゆっくりと入った。

　鍛えられたしなやかな男性の身体が暖炉の火で浮かび上がる。金髪が汗で頬に張り付くその姿をぼんやり見ていたフェリシアは、大きく硬いものが隘路を押し広げながら入って来る痛みに目を見開いた。

「ん、……っん」

　指とは比べものにならない質量だ。

　ヘイゼルが動くたびに身体が引きちぎられそうな痛みが襲ってきて、それでも口に手をやって、否定の言葉を必死で飲み込んだ。

「ふ、うっ」

　痛みと混乱でまばたきのたびに涙がこぼれた。

「フェリシア……」

　大きな屹立が中に潜り込む拷問のような時間の後、ズンと強く突き上げられて、切っ先が奥に埋め込まれた感覚があった。

「～～～～っ」

　破瓜の痛みに体を硬直させると、そこでヘイゼルの動きがようやく止まる。

　抱きしめられるまま痺れるような痛みをやり過ごし、しばらくして目を開けるとすぐそばに頬を赤く染めたヘイゼルの顔があった。

「はい、りましたか……？」

　は、と息を吐く。

　全身汗や涙やいろいろなものでぐしゃぐしゃで、身体がだるい。抱きしめられるのは心地よいが、少しでも動くと体がこわばった。

「うん」

　うなずいたヘイゼルがフェリシアの腰を掴んだ。

「……もう少し」

「え」

　性急に律動が開始し、身体を揺さぶられたフェリシアは息を乱した。

「ふぁ、……っ」

　ゆっくりとお互いに深くつながっていった。

「は……、ぁ……」

「……気持ち良すぎて……溶けそう」

　しばらくして下生え同士が擦れて、太ももにヘイゼルの腹部の感触が当たった。小さく声が聞こえて、息も絶え絶えなフェリシアが目を開ける。

　そこで屹立が内壁を抉った。

「……っ────待っ……あ」

　狭い中を無理やり動かされるのは苦しい。だがやがて、身体が裂けてしまいそうな痛みの中にも、体は快楽を見いだしたようだ。

　ぞくぞくとした感覚が通り抜けてはすぐに弾ける。

「や、……ヘイゼル様、まだっ、……ん」

　何度も達した体には刺激が強すぎる。星がずっとチカチカと舞っていて、体に力が入らない。逃げようとした身体は掴まれて、引き戻された。

「あ、っあ……っ」

「フェリシア」

　絶頂に怯えるフェリシアは名前を呼ばれてとっさに手を伸ばした。

　最後の力を振り絞って口づけをねだる。何度も揺すり上げられながら、夢中で舌を絡ませて──達した悲鳴は互いの口の中に溶けていった。

「は、っあう、ん……ヘイゼル、さま、やだ、まだイっ……」

　ヘイゼルはフェリシアの痙攣がおさまらないまま剛直で中を擦る動きを止めない。もうベッドの上でされるがままのフェリシアは揺さぶられて、喘ぐしかできなかった。

「……出す、よ」

　低く呟いたヘイゼルがさらに数度熱をすり上げた。過ぎた刺激にもう目も開けられないまま何度もうなずくと、次の瞬間、奥深くを犯す熱が飛沫を吐き出した。

「あ……っ」

　その熱さにフェリシアも背中を反らせてガクガクと身体を震わせる。

「ぐ、ぅ……」

　身を捩れば汗ばむ身体に抱きしめられ、フェリシアの太ももを掴みながら、ヘイゼルは腰をまた震わせた。

　全身にヘイゼルを感じながら、フェリシアは残った力を振り絞ってぎゅっと回した手に力を込めた。




「レイフィールド家の長子が女性として育てられるのは、一つは王国の優秀な女性騎士の確保のためでね」

　温かいお湯の中、ヘイゼルに抱えられながらそんな話を聞く。

　告白の勢いのままベッドで何度も交わった後、汗や色々なものを流すといって一緒に入ったのだが……。体力の限界までむさぼられたフェリシアは、動く力もなくヘイゼルの胸にもたれていた。

「口の固い職務に忠実な、腕の立つ女性騎士は歴代探すのに苦労するから」

　フェリシアは未だ左手にはまっている金環を見た。ドラゴンを倒すためにかけられた魔法が未だに作用し続けているなんて、まるでお伽話のようだ。

「……あの」

「ん？」

　大事な話だとはわかっているのだが、フェリシアは胸元にあるヘイゼルの手をちらりと見下ろした。

「そんなに触らないでください……」

　顔を真っ赤にしてヘイゼルの手を押しとどめた。

　話の間も彼の手は胸をずっと押したり揉んだりしている。じわじわした感覚が持ち上がるが、刺激は緩慢だ。

「いや……俺のと違って小さいのにやわらかくて……ずっと触っていたい……」

　はー、とヘイゼルが息を吐いた。

「……ヘイゼル様のは大きいですものね」

　振り仰いで、今は男性らしい厚みのある胸を見る。彼は苦笑いを返した。

「そういう意味じゃないよ。でもやっぱり、大きい方が、何かと……えーもうひとつの仕事としては都合が良くて……」

「もうひとつ、ですか」

　貴族と騎士を兼任するだけでも大変だというのに、まだあるのだろうか。

「うん。国内外の情報を集める諜報員スパイの仕事」

「スパイ？」

　湯気がこもる浴室で、青年は額に張り付く金の髪をかきあげた。

「男性でも女性でもドラゴンでも、女の姿の方が何かと油断してくれるから重宝するんだ。特に人は顔よりまず大きな胸を見てしまう生き物だから……あ、魔法とはいえ身体の体積はそう変えられないから、骨格とか筋肉分が胸に集まっていて、だから大きいので趣味がそちらというわけでは」

　フェリシアの胸を揉みながら言い訳くさいことを口にする。

「……危険はないのですか？」

「あるよ。でもそれがレイフィールド公爵家に生まれた者の役割だ」

　ようやく胸から離れた手が、後ろから強く抱きしめる。

「この話を聞かされているのは当主夫妻────俺の両親と、主である国王陛下、王太子殿下、公爵家の執事だけ。代々仕えてくれている公爵家の使用人も、国のために情報を集めているのは知っているけど俺の本当の姿は知らされていないよ」

「そう、なのですか」

「ここからが問題なのだけど、もし国王陛下と王太子殿下以外に指輪を外した本来の姿を見られたら……」

　ヘイゼルがフェリシアの耳に口を寄せた。

　どんな内容なのか緊張して次の言葉を促す。

「見られたら？」

「死……」

「！」

「ぬことはないけど一生男に戻れなくなる呪いを指輪にかけられる」

「戻れなくなる呪い……！」

　フェリシアは自分の指にある金環を見た。

「数代前に本当にあったらしい。見られた瞬間、身体が女性になって元に戻らなくなったって」

「……」

　フェリシアは男性のヘイゼルを見て、ぱっと視線をそらした。

「……別にいいとか思ってない？」

「いえまさかそんな！」

　思わず早口になった。

　胡乱な目つきを向けられて、フェリシアはそれ以上迂闊なことを言う前にと言葉を飲み込む。

　確かに、公爵家嫡男が女性になって戻れないのは一大事だ。

　だが女性時のヘイゼルは綺麗だなとまだ鑑賞できたが、男性のヘイゼルは何というか……慣れない低い声と、端正な顔と身体がまぶしすぎて直視できないので困っていた。

　まだ公爵令嬢のほうがいいなんて、贅沢で言えないけれど。

「……あれ？　私も見てしまいましたが」

　先程の条件のどこにもフェリシアは含まれていないが、ヘイゼルの骨格も顔つきも男性のままだ。

「うん、秘密を見られるのがもう一人。これは当然と言えば当然だけど」

　ヘイゼルの手がフェリシアの腰を掴む。先程ヘイゼルを受け入れたところに、いつの間にか立ち上がっていた屹立が押し当てられた。

「指輪の魔法を解いた、次期当主の伴侶も」

　湯の中で貫かれてフェリシアは背を反らせて喘いだ。

「っふ、ぁ」

　下から突き上げられて、声が上擦る。もう体力の限界を通り越して、すがり付くしかできないフェリシアの目からこぼれる涙を舐め取られた。

　もうすっかりヘイゼルのものが体に馴染んで、初めほどの痛みはない。

「は、……っん、や、待ってくださ……」

　湯から出て浴室のタイルに寝そべって腰を揺らされる。

　達するまではいかない執拗な刺激に泣きながら訴えると、キスで口を塞がれた。その間にも彼の腰の動きは止まない。

　舌が絡まり、表面を撫で合う。

　唾液がこぼれてもそのまま、奥に響く律動に身を委ねた。

「ちょっとわかってきた。ここ？」

「っひ」

　指でも探られた中の弱いところを、剛直が擦り上げる。途端に今までで一番強い快感が背中に走った。

「あ、あ……っん」

　もう意味のある言葉も出せずに、翻弄される。その状態で蕾を擦り上げられれば、いくらも持つはずがなく。

「……っ、……も、ぅ」

　今日何度目かわからない絶頂にフェリシアは声を詰まらせた。

「ふぁ、……や、また」

「……俺も、さすがに限界だ」

「あ、だめ……ぇ───」

　奥に当たるように腰が動かされる。喘ぐしかできないフェリシアを、上から体で押さえるようにして口づけたヘイゼルが体を震わせた。

　中に飛沫が吐き出される感覚がしてフェリシアは背中を反らせた。そのままヘイゼルが、熱い息を吐いて彼女の肩に額をつける。

「フェリシア……愛してる」

　絶頂の余韻で眩む意識の中、絞り出すようなヘイゼルの声が聞こえた。

（私、も）

　言葉が口から出たのか確認する間もなく、フェリシアの視界が暗転した。




　朝の光が窓から入ってくる。いつの間にか眠っていたらしい。

　寝室のシーツはすでに清潔なものに取り替えられていて、フェリシアはヘイゼルのシャツを着ていた。隣を見るとヘイゼルが眠っていた。男性の……彼の本当の姿だ。

「ヘイゼル様、起き、てください」

　泣きじゃくったせいか声が枯れていて自分のものではないようだ。喉に手をおいてヘイゼルの体を揺さぶる。今日も仕事のはずだ。気を抜くと閉じてしまいそうな瞼をこらえて背中を揺すっていると、彼はのっそり体を起こした。

　そのまま、座るフェリシアに抱きついて腰元に顔を埋める。シャツ越しに筋肉質の固い体が当たった。

　この身体に一晩中抱かれていたのか、と思った瞬間、あられもない姿で交わったことを思い出して頭が茹だった。しかし今はそれどころではないと、赤い頬を叩きつつ寝ているヘイゼルをもう一度揺する。

「朝の支度、するので」

　立ち上がろうにも抱きつく腕の力が強い。

　足に力が入らず、動かすと腰……というより足の付け根あたりに痛みが走った。

　どうしようと途方に暮れていると、寝室のドアがノックされた。

「ヘイゼル様、フェリシア様」

　執事のダニエルの声だ。

「ご朝食をお持ちいたしました」

「あ、あの……ヘイゼル様が眠っていて」

　かすれた声で応える。未だヘイゼルは抱きついたまま微動だにしない。

「……フェリシア様、お手数ですが私の言葉を復唱してくださいますか」

「え、はい」

「起きないと」

「起きないと？」

「嫌いになりますよ」

「きら」

「ダニエル」

　そのとき、のそりとヘイゼルが起き上がって執事の名を呼んだ。

「おはようございます。そろそろ支度しないと遅刻しますよ」

　ドアの向こうはあくまで冷静だ。フェリシアは目の前にいる青年を見た。

「……もしかして、寝ぼけたふりをしていましたか」

「……、……やだ起きたくない……仕事しない……」

　ヘイゼルがモゾモゾと再びフェリシアのお腹に顔を埋める。

　こんなだだっ子のような姿は初めて見た。そろりと彼の髪を撫でたところで、自分の手にまだ金の指輪がはまっているのに気づく。

　これをつけたらヘイゼルが女性になるなら、仕事に行くのに必要なものではないだろうか。外そうと摘むと、ぱっと大きな手がそれを止めた。

「返品不可」

「これがないと困るのではないですか」

「それは……まぁ、うん」

　ヘイゼルが左手を差し出した。

「じゃあ折角だし、フェリシアにつけてもらおうかな」

　いつもの中指につけようとするとふいっとそれて薬指が差し出された。結婚指輪をつけておく場所だ。意図を察して真っ赤になりつつ慎重に彼の薬指に金環をはめていき──フェリシアは途中で手を止めた。

「……あの」

「ん？」

　顔を上げる。目の前にいるのは間違いなくあの月下で見た青年騎士。

「王宮の裏庭で、あのとき助けていただいて……本当にありがとうございました」

　遅くなってしまったけれど、やっとお礼を言うことができた。

　精一杯の感謝の気持ちを込めると、ヘイゼルが笑う。

「お礼はオーリーに。彼が状況を教えてくれたから、駆けつけられたんだ」

「そうだったのですか……？　でも一言もそんな」

　頼りになるフェルト帽の好々爺を思い出し、しかし二人の関係性がぴんとこずに首を傾げた。知り合いだとは聞いていないし、助けを求めたのは偶然だろうか。ヘイゼルを見ると彼はにっこりと笑みを返した。

「でも間に合って良かった」

　ヘイゼルはぎゅっとフェリシアを片手で抱きしめる。

「……もし先に俺以外がフェリシアを抱いていたら……」

　小さく低い言葉がこぼれた。

　最後のほうが聞こえないまま、指輪がヘイゼルの指に収まる。顔を上げるとそこにはいつも通り微笑む女性姿のヘイゼルがいた。

「おはよう」

「……おはよう、ございます」

　とろけるような声と表情に圧倒されながら言葉を返すと、フェリシアの身体をヘイゼルがそっとベッドに寝させた。

「無茶させたからね。今日はゆっくり休んで」

　額に軽くキスをした彼女は、疲れを微塵も感じさせない軽快さでベッドから降りた。

　フェリシアの前で、あっと言う間に着替えが終わる。

　その姿はもう、どこから見ても立派な女性騎士だった。




　ベッドでヘイゼルを見送ってすぐ意識が遠ざかり、昼ごろにようやく起きられたフェリシアに、執事が軽食を持ってきてくれた。

　ベッドの上でサラダと野菜たっぷりのスープ、焼きたてのパンをありがたくいただく。

　気を抜くとまた眠ってしまいそうなフェリシアの肩に執事がショールをかけてくれた。

　まだ腰と体力は戻らない。ヘイゼルはなぜあんなに元気だったのだろう。

「ヘイゼル様からお話は聞かせていただきました」

　そう言って、執事は細い目をさらにぎゅっと縮ませた。

　ヘイゼルは夜の間に執事にことのあらましを伝えたらしい。確かに朝、遅刻寸前まで寝ていたフェリシアにも、男性の声のヘイゼルにも何も驚いた様子はなかった。

「レイフィールド公爵家の仕事はお聞きしていますか」

「はい……女性の騎士としての仕事と、女性の姿で諜報をしていると」

　髪に白いものが混じる壮年の執事は口を開いた。

「騎士の仕事は女性で信頼の置けるものがいますので、そのうちに退くでしょう。ですがヘイゼル様のように国内外の稀少な人脈から話を聞ける手腕は、公爵家の歴史の中でも類を見ません。女王陛下からの指令もあり、しばらく女性での任務は続けることになりそうです」

　フェリシアはうなずいた。あれだけ皆に慕われている公爵令嬢なのだ。陛下が頼りに思っていて何の不思議もない。

「なので申し訳ありませんが、フェリシア様との婚約、結婚発表などはまた機会を見てということになります」

「……ヘイゼル様は皆様に公爵令嬢で通していますよね。この場合の結婚って……私が男性になる、とかでしょうか」

「それはそれで面白そうですが、そうではございません。そのときが来れば万事つつがなく男性のヘイゼル様と結婚していただきます」

　執事が頭を下げた。

「今日から、フェリシア様を正式に公爵家の人間として扱わせていただきます」

「……」

　本当に自分がヘイゼルの伴侶になどなっていいのか。いつもの弱気が顔を出すがそれをぐっと押さえた。彼の秘密を知るときに、フェリシアができることがあれば何でもすると自分に誓ったのだから。

　ハンカチで目頭を押さえる執事に、フェリシアも頭を下げた。

「至らないところばかりですが、よろしくお願いします……！　何をすればいいですか、礼儀作法とか」

「先程も言いましたが、今はそんなに焦る必要はありません。まずは料理長特製の食事を食べて体力を回復してください」

　そう言って、執事はまだ一口しか食べていないフェリシアの手元を見た。
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「団長、今日はなんでそんなに無表情なんすか」

　騎士団本部にある執務室で書類を眺めていたヘイゼルは、男性部下に言われて自分の頬に手を当てた。

「……そう？」

　いつもの仕事場の昼下がりだ。窓の外は昨夜の雪が嘘のように晴れていた。

「美女のそういう顔、なんか怖いです」

「それはよくないわね」

　真一文字になっていた口元を押し上げ頬をほぐしてみる。

　とはいえ、その原因はわかっていた。気を抜くとフェリシアとの甘い時間を思い出すので、意図的に脳の回路をシャットダウンしているのだ。

「これに承認のサインをお願いします」

　指先で笑顔を作っていると、女性部下がヘイゼルの前に書類の山を積み上げた。崩れないように角を揃えるキビキビした動作を眺めながら、聞いてみた。

「帰っていい？」

「駄目です」

　机に突っ伏したヘイゼルが時計を見る。時刻は十四時過ぎ。

「……フェリシアに会いたい……」

　あまりにもフェリシアを抱くのが気持ち良すぎて、つい無茶をさせてしまった。

　自分のせいだし、看病で思いっきり甘やかしたいのになぜ自分は仕事をしているのだろう。そんなことをうだうだ考える間にも「これもお願いしまーす」と別の騎士が封書を持って入ってきた。

「……仕方がないですね」

　その封書を受け取って中を確認しながら女性部下が口を開く。

「一分だけ仮眠を許可します。夢の中でどうぞ」

「鬼畜か」

「仮眠しないなら手を動かしてください団長」

　すでに自分の手元しか見ていない女性部下にため息をつき、気乗りしないまま報告書を読み始める。どうせやる分だけ仕事が回ってくるのだから、適度に時間内にさばいて定時に帰ろうと決意を新たにした。

（……待てよ）

　ふと何かひらめきかけたとき、男性部下がヘイゼルに向けて手を上げた。

「団長、頼んでたデータはどこですか？」

「家ね」

　うっかり忘れてきた。

　公爵家と騎士団の詰め所はそこまで離れていない。連絡すれば執事が届けてくれるだろう。そう思って目の前の通信機器をとって──すぐ戻す。

「取りに帰るのは無しっすよ」

「う、……っぐ」

　男性部下に図星をさされて泣く泣く受話器を取った。それから少し遅れて、女性部下がインターホンをとる。

「団長、来客です。予定にはありませんでしたが」

「今忙しい」

　オペレーターに繋ぐボタンを押しつつ答えると、部下がはぁ、と答えた。

「侍女のフェリシア様が忘れ物を届けに来られたそうです」

　椅子を蹴っ飛ばして立ち上がった。




　受付のところまで走って行けばすぐにミルクティ色の髪を見つけた。髪をゆるく編んでバレッタで止めているフェリシアの前には、動きやすい服装の王太子の姿もある。

「フェリシア！」

　声をかけると、封筒を抱えて王太子と話していた彼女が振り返った。

「ヘイゼル様」

　ぱっと表情を明るくしたフェリシアのそばに寄る。

「一人で来たの？　危ないわ」

「ダニエルさんと一緒です。これ」

　差し出された封筒の中身を見ると、先程部下と話していたデータの一覧だった。数日前に完成させて机に置いていたのだが、今朝浮かれて忘れていったもの。確認してヘイゼルはフェリシアに笑顔を向けた。

「ありがとう、ちょうど必要だったから助かったわ」

「よかったです」

　フェリシアも自然と笑みを返してくれる。そのほころぶような笑顔を前に抱きしめたい欲求に耐えていると。

「ちょっとお二人さん、王太子をまるっと無視する態度はどうかと思うんですが？」

「いたの？」

「いました！　可愛いお嬢さんに誰かがちょっかい出さないように一応守ってました！」

　ちらりと周りを見ると、確かに通り過ぎる騎士たちがそわそわしながらフェリシアを見ている。

　ちなみに王太子は昔から騎士団に出入りしているので、今更注意を払う者はいない。

「すみませんお仕事中に。私はこれで」

　ぺこりとフェリシアが頭を下げる。彼女が王太子を見た。

「……ネックレスのこと、本当にありがとうございました」

「いいっていいって」

　アニタのネックレスのことだろう。情報提供元として嬉しそうにひらひら手を振る王太子にむっとして、ヘイゼルはフェリシアの手を掴んだ。

　耳元に、王太子に聞こえない小声で囁く。

「今夜も抱くから、帰って体力を温存しててね」

「──……っ」

　その瞬間、フェリシアが可愛らしく真っ赤になった。

　騎士団の部屋に連れ込みたい衝動を何とか押さえたヘイゼルは、よろよろと受付を後にするフェリシアを見送った。

　迎えに来たダニエルと一緒に歩く、子鹿のようにぎこちない足の動きに怪我でもしたのかと顔をしかめ──昨日の一糸まとわぬフェリシアの様子を思い出しかけて脳の回路を切る。

「フェリシア嬢は初々しいことで」

「……」

　ヘイゼルは王太子を見た。

「え？　何？」

　無表情のままのヘイゼルに王太子がたじろぐ。

　先程思い至ったことは、フェリシアとの今後についてだ。

　すなわち、六年前から王位を狙うギルバートを排除し、この王太子を王にすること。それが終わらなければ女王陛下はヘイゼルとフェリシアとの結婚を許可できないだろう。

　ギルバートに隙ができないかと、脳筋王太子を泳がせていたがこれは早急に手をつける必要がある。そのためにまずは……。

「あのう、ヘイゼル団長」

　そのとき、若手騎士の一団が声をかけてきた。

「あの子団長の知り合いですか？」

「すっごいタイプなんですけど、紹介してくれません？」

「……いいわよ」

　タイプも体格も違う騎士たちを見回して、公爵令嬢は微笑んだ。腰の剣に手を置く。

「私に勝ったらね」

　不敵に笑うヘイゼルに騎士たちがたじろいだ。

「ふうん」

　王太子が、にやにや笑いながら自分の顎をさする。

「勝ったらフェリシア嬢とお付き合いできるって？」

「ええ」

　簡単に引っかかってくれたことに感謝しつつ、ヘイゼルは口の端を持ち上げる。

「その代わり私が勝ったら──殿下にはしばらく王宮で大人しくしていてもらうわ」
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　その夜、部屋でヘイゼルを迎えたフェリシアは、彼女の顔に湿布が貼られているのを見て飛び上がった。

「どうされたのですか!?」

「……あのクソ王太子が力技で押してきて……」

「ち、力技で……？」

　身体にも擦り傷がある。すでに手当ては終わっているが、昼間、騎士団に行ったときにはなかったはずだ。

　フェリシアが机の上に置かれていた書類に気づいたのは食事を終えたすぐ後のこと。執事に無理を言い、届けに行ったのだが……あの後一体何が。

「そんなに大変な訓練の予定が入っていたのですね」

「いや……それとこれとは……」

　ごにょごにょと呟いたヘイゼルが、やがてフェリシアの前に手を差し出した。

　手のひらを上に向けたそれに、はめられた金環が光る。

　何の合図かはすぐにわかった。ヘイゼルを受け入れたところの違和感はだいぶましになったが、今日もあれをするのかと思うと知らず緊張する。

　だが覚悟を決めて彼女の手を両手で持ったフェリシアが勢いよく金環に唇を寄せると、昨日と同じようにするりとそれが指から外れた。

　床に落ちる前にとっさに掴むのと同時に抱き上げられた。

「甘い匂いがするね」

　抱き寄せる腕に力が入って、ヘイゼルが髪に顔を近づけた。わざとなのか耳元で低い声が囁かれたフェリシアは手の中の指輪を握る。

「皆さんに香油を塗ってもらって……」

　ヘイゼルが帰ってくると聞いてすぐ、フェリシアはメイドによって湯に放り込まれていた。着ているのはいつもの寝間着ではなく、やけに薄くてひらひらして胸元のリボンを解けば簡単にはだけてしまうもの。

　あちこち洗われて上等な香油が塗られた身体からは自分でもわかるほど匂いがしている。一方、騎士宿舎で汗を流してきたというヘイゼルはいつもと違う石鹸の匂いがした。

「怪我は大丈夫ですか」

「フェリシアの顔を見たら、痛いのもどこかに行ったよ」

　視線を向けると美貌の青年が微笑んだ。

　寝室に向かいながら無数にキスをされて身を縮める。

　うすい唇が触れるだけですぐに熱が上がってきて、これから起こる快楽を期待している自分を自覚した。

（う……たった一日で、こんな……）

　ベッドに下ろされた。

「……ん」

　座ったまま何度も口づけられ、大きな手が足を撫でて薄い寝間着の裾をめくりあげる。

　腰まで上がってきた手に反応すると、慰めるように触れあっていた舌が絡んだ。

　服の下を這う手が胸の膨らみを辿って先を摘み、そのまま胸を揉みしだかれる。たまに指先が立ち上がった先端を掻いた。

「っ……」

「仕事中もフェリシアに触れたくてたまらなかった」

　耳元で囁かれながら、胸をゆっくりこねられた。

「フェリシアは？」

「……っ私、……な、舐めないでください」

　耳を舐められ、軽く噛まれたり縁をなぞるように愛撫される。

「早く言わないと耳を食べちゃうよ？」

　くすくす笑われて真っ赤な顔のまま言う。

「私もです！」

「よかった」

　卑猥な音に脳を直接くすぐられているようだ。すでに下が濡れ始めている感覚がして、フェリシアは太ももをすり合わせた。

　その動作を見たヘイゼルの手が下着越しに敏感なところを撫でる。

　待ち望んでいた刺激に息が上がった。

「あ……あ」

「忘れ物届けてくれてありがとうね」

　蕾を刺激する合間にも、ヘイゼルのかすれた声と吐息が鼓膜を揺らしてフェリシアはヘイゼルの服を握った。

　その彼女の胸元のリボンをヘイゼルが引く。するりと花びらが散るように布地がわかれて、肌があらわになった。

「っひゃ」

　あざやかな手さばきにびっくりして自分を抱きしめたフェリシアをベッドに転がすと、下着を外した手が性急にひだを掻き分ける。数度入口をなぞった指先が中に入り込んだ。

　昨日ヘイゼルを受け入れたところを確かめる動作に、フェリシアは息を詰まらせた。

「ん、ぅ」

「一日経つとやっぱり狭いね」

「すみ、……ませ」

「なんで謝るの？　俺以外誰も入ってないってことだろう」

　フェリシアがヘイゼルを受け入れるためにはまた準備が必要になる。任せきりの申し訳なさに思わず言えば、上にのしかかるヘイゼルに嬉しそうにそんな言葉を返された。

　明け方近くまでお互いをむさぼって、昼過ぎまで気絶するように眠り、腰の辛さを堪えて騎士団に届け物をしたフェリシアに誰かとなんて時間はもちろんなかったのはわかっていると思うが。

「あ、自分で解したりするのはなしだよ。こうやって素直なフェリシアの身体を俺がとろとろにするのがいい。本当は身体も洗いたいくらい」

「……」

　なんだろう、少し怖い。

　そんなことを話している間にも、擦られているうちに中はうねって、指を深いところまで招き入れた。

　苦しいようなむずがゆいような違和感とともに中を探られて呼吸が乱れた。口づけて舌が絡み、表面を撫でられればそれも快楽を呼び下腹部に熱がこもった。

　それでもまだ慣れない異物に時折フェリシアは身体を強ばらせる。

　それを見ていたヘイゼルが指を抜く。え、と思った時には彼は下腹部に顔を埋めていた。

「……!?」

　思いがけない場所に走ったぬるついた感触に衝撃が走る。

　自分でもわかるほど蜜がこぼれている入口から蕾までを、ヘイゼルの舌が這った。

「や……汚」

　逃げようにも腰を抱かれて動けない。

「ヘイゼル様、……っや、ぁ」

　指とは比べものにならない刺激にガクガクと腰が跳ねる。

「あ、…………っんぅ─────」

　耐えられず達する。奥が収縮する間にも蕾をねぶられて上手く息が吸えない。

「……は、……っ」

　やがて身体の力が抜けたところで、ヘイゼルが動いた。達したばかりのところに再び舌が這い回ってフェリシアはシーツを蹴った。

「や、……待ってくださ、っ」

　過ぎた刺激に背中が反る。無理やり引きはがしたほうがいいのか迷う間に、足をヘイゼルの肩に乗せられてそのまま舌でせめる行為が続けられた。

　恥ずかしい体勢と強い快楽に頭が真っ白になった。

「ひっぅ、う、……」

　とうとう泣き出すと、ヘイゼルははっとしたように顔を上げた。

「ご、ごめん」

「……っそれ、……やです……汚い……」

　あり得ないところまでヘイゼルに見られてしまったショックで立ち直れない。泣き顔を手で覆って訴えると、彼は慰めるように頭を撫でた。

「フェリシアはどこも綺麗だよ？」

「ヘイゼル様の方が綺麗で……いえ、そういう、問題じゃ……っ」

「……じゃあこれはまたの機会にね」

　めそめそするフェリシアにヘイゼルが言う。

　できれば二度と遠慮したいフェリシアは、涙を拭って自分の足元を見た。

　達したところはずくずくと熱をはらんでいた。そこが、昨日の隙間を埋められるような快楽を欲していて、はしたなさで顔を背ける。

「あの、……もう多分大丈夫なので」

　いつの間にこんな恥ずかしい身体になってしまったのだろう。

「……いや、もうちょっと慣らさないと」

　彼はフェリシアに口づけて枕元にあるチェストに手を伸ばし、引き出しから小瓶を取り出した。

　ヘイゼルは入っている透明な液体を手にこぼすと、手のひらにすりこんだ。

「変なものじゃないよ？　ただの潤滑油」

「潤滑……」

　無言で動作を見守っていたフェリシアに微笑んで、ヘイゼルが濡れる指を再び彼女の中に滑り込ませた。

　何の違和感も痛みもなく奥まで入り込んだ指にフェリシアは目を見開いた。

「あ……っ」

　唇が重なってすぐに舌が口内に入り込む。

「っ」

　ヘイゼルの指が奥の一点を探って、フェリシアの身体が跳ねた。

「は、……あ、っん」

　知られてしまった弱いところを執拗に擦られると、耐えきれずにキスの合間に声がこぼれる。

　昨日も散々そこをせめられて達した記憶が生々しい。その気持ちよさを身体がもう覚えてしまっていて、またすぐに頂に押し上げようとする。

「や、……そこ、ばっか、り」

　呼吸が浅くなって目の前に光が舞う。達する直前の感覚にがくがくと腰が震えて、フェリシアはヘイゼルにすがりついた。

「──あ……っあ……」
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　部屋に響くフェリシアの甘い声にヘイゼルは目を細めた。

　何度も口づけながら、彼女の中に差し入れた指を馴染ませる。一番弱いところを擦ったり、避けたりしつつ刺激を繰り返した。

「ん、……いじわる、しちゃ……や、あ────」

　ヘイゼルの指を美味しそうに咥えたまま、フェリシアが達する。

「ふ、ぅ……」

「よくできました」

　泣いているフェリシアが可愛くてもっと虐めたくなる気持ちをぐっと押さえて額に口づけた。そろそろ自分も限界だ。

　指を抜き、何度も達して力の入っていないフェリシアの腰を支えて熱をあてがう。

「……っん……ひ、ぁ」

　早く中に入りたくて性急な快楽を与えられた彼女はもう息も絶え絶えで、とろけてぐずぐずになった中を一気に貫かれてフェリシアが身を捩る。

　濡れた熱い内壁に包まれてヘイゼルも一瞬意識が飛びかけた。

　深く息を吐いてさらにゆっくりと煽るように前後にすりあげれば、フェリシアは身体を震わせた。

「ふあ、……っあ」

　フェリシアがヘイゼルの肩口に額を押しつけた。

　昨日よりも深部まで入った熱に慌てたように彼女が喘ぐ。

「だめ、ぇ」

「えっ」

　そこでぎゅっと奥が締まってヘイゼルはとっさに動きを止めた。

　熱を受け入れたまま中が収縮する。狭い上にきゅうきゅうに締められて、ヘイゼルも精をはき出しそうになるのを必死でこらえた。

「……っう……フェリシア？　大丈夫？」

　頬を撫でると、驚いたのはフェリシアのようで、彼女は混乱した視線を向けた。

「……わ、たし……っ」

　入れられただけで素直に達したフェリシアに笑って、脈打つ動きが収まるのを待つ。

　抱きしめれば汗ばむ肌が触れて気持ちが良く、ずっとこうしていたい気分になった。

　けれどいつまでも耐えられるものでもなく、彼女の波が通り過ぎるのを待って華奢な腰を掴んで打ち付ける動きを始めた。

「……や、そこ……っん」

　潤滑油のおかげで昨日より動きやすい。

　弱いところを重点的にせめれば彼女は怯えて首を振る。

　本能的に逃げようとするがヘイゼルに力で敵うはずもなく、身体を押さえつけて弱いところをせめれば、抵抗もできずに声を詰まらせた。

「や、ぁ……」

「嫌じゃないよ」

「……ん、っう」

「気持ち良い、だ」

「い、い……？」

　しがみつく肌が汗で滑る。腰を動かしながら何度も舌と唾液同士を絡ませてフェリシアの中をヘイゼルでいっぱいにした。

「っ……」

　フェリシアが、ぎゅ、とヘイゼルの首に抱きつく。

「ヘイゼル様……っもう」

　奥がうねるような感じが続いていて、フェリシアの足が震える。

「うん」

「……ふ、っう」

　合図のようになった達する前のフェリシアからの口づけ。

　頬を快楽に染めた彼女が奥までヘイゼルを受け入れながら、自分から舌を絡ませる痴態に目を細める。

「あ……────っ」

　応じながら数回強く腰を打ち付けるとフェリシアの身体が跳ねた。

　苦しいほど締め付ける動きにヘイゼルも逆らわず、そのまま精を吐き出した。

「……は、ぁ」

　奥に注がれたフェリシアがベッドにくたりと横たわる。その上にヘイゼルも身体を投げ出した。体重はかけないようにして、汗で濡れたそのミルクティ色の髪を梳く。

　そして彼はすぐに身体を起こした。

「え……」

　その動作に青ざめたフェリシアが、自分の腰を掴む男に恐怖の目を向ける。

「ま、……まだ、ですか？」

　すでに自分の中で固さを取り戻している屹立に気づいたようだ。

　ヘイゼルは怯える獲物を前に、舌なめずりをした。








六　罪悪感









　ヘイゼルと心を通わせてからフェリシアの住む世界はガラリと変わってしまったが、まさかこんなことが起こるとは想像もしていなかった。

「フェリシアは紅茶は何が好き？」

「なんでも、大丈夫です」

　問いかけに背筋を伸ばすと、目の前に座る齢五十ほどの女性が微笑んだ。

　今いるのは花がたくさん咲いた王宮の温室だ。外は雪が舞っているが、金属の格子が入ったガラスの内側は薄着でも十分なほど暖かい。

　青い縁取りに金の文様が描かれたカップにお茶を淹れると、侍女は礼をして下がった。

　テーブルの上に並ぶお茶とお菓子を前にフェリシアの緊張は頂点に達する。

　……まさか女王陛下と二人きりでテーブルについてお話をすることになるとは。

「そんなに緊張しないで」

「は、はい……」

　王太子と同じ濃いブラウンの髪の女王陛下は、優雅に紅茶を口に運ぶ。

　この場で緊張しないほうが無理だろう。しかも。

　ちらりとフェリシアは視線を扉のほうに向けた。そこには騎士服姿のヘイゼルが直立不動で立っている。身体はもちろん女性だ。

　女王はにこにこと、視線をさまよわせるフェリシアとすました顔のヘイゼルを見比べた。

「それで……子どもはいつ生まれそう？」

「っこふ」

　思わず紅茶を吹き出しそうになってなんとかこらえた。

「二人の子なら絶対可愛いわよねぇ、早く抱きたいわ」

　目尻を下げて女王陛下が微笑む。

「お、王太子殿下のほうが早いのでは」

「駄目なのよ。最近脱走しなくなったみたいだけど、どうやら気になる子に恋人ができてしまったみたいで」

「そうなのですか」

　さらりと言われたが王太子の恋なら王国の大ニュースだ。彼にはお世話になっているし、もし協力できることがあれば手を貸すのだけれど。

　そう思っていると、そそ、と陛下は椅子ごとフェリシアに身体を近づけた。

「ところで、恋人としてのヘイゼルってどんな感じなの？」

「！」

　ひそりと問われて、フェリシアはヘイゼルを見る。

　陛下はヘイゼルの主人で、女装をご存じだと言っていた。もちろん本当の姿を見たこともあるだろう。なんとお伝えすればいいのか少し考えて、答えた。

「……優しくて、頼もしい方です」

「具体的には」

「……それは……」

　甘い夜の時間を思い出しかけて──仕事が忙しくて会えるのがそこだけなのだが──言いよどむと、それだけで察したらしく陛下は口に手を当てた。

「ああ、甘酸っぱいわぁ。じゃあいつも余裕たっぷりに任務をこなしているけれど、恋人の前だと違うのかしら」

「……いえ、それはあまり変わらないと思います……」

　いつも余裕がないのはフェリシアの方だ。

　ヘイゼルをうかがうが、彼女は視線すら動かさない。

「そう？　なぁんだ面白い話が聞けると思ったのに」

　外の雪はだんだん降る量を増していたが、温室は穏やかで何の変化もない。

　陛下がカップを持ち上げる。

　少し遅れて、フェリシアも紅茶を口に含んだ。緊張しすぎて味の判断はできないが、香りが良いのでとても美味しい紅茶なのだと認識する。

「ヘイゼルには本当に頼りっぱなしで申し訳ないわ。可愛いお嬢さんを捕まえたようだし、あなたたちの結婚も早くどうにかしないとね」

　カップをソーサーに戻した彼女は上品に微笑む。

「じゃあ、話はこれくらいにして」

　陛下が机の上にあった小さなベルを鳴らした。

　澄んだその音色を聞いていたフェリシアは、陛下の傍らににょろりと何かが生えたことに気づいた。それは……どこかで見たことのある物差し。

「フェリシアにはまた服の試着をお願いしようかしら。針子が丹精込めて作ってくれたものが山ほどあるのよ」

「え……？」

　彼女の言葉と同時に、侍女が大量の服を吊した台車を運んでくる。

　おそろしい量に慄くフェリシアの前で、陛下が眼鏡をかける。ぱん、と手を叩くと彼女の髪色が一瞬で黒に変わった。

　その顔、その話し方、物差し、服。忘れるわけがない。

「パティカンパニーの……！」




　昼前から降り始めた雪はだんだん勢いを増し、夜半には吹雪になった。

　寝室の窓に当たる鈍い音を聞きながら、フェリシアはベッドの上に胡座をかいた男性姿のヘイゼルの膝に乗っていた。

「……全然、気づきませんでした……」

　まさか謎の仕立て師が女王陛下だったとは。

　あの後、陛下の時間が許す限りひたすら着替えをし、早めの婚約祝いにといただいてきた服は部屋で山積みになっている。

　もちろんフェリシアはすでに動く元気はない。

「服を作るのがご趣味でね。お忙しい方だから今は仕立てを別の方がしているのだけど。フェリシアは初対面のときも最後まで逃げ出さずに付き合っていたから、とても喜んでくれていたよ。また会いたいってずっと言われていたし」

　言って、ヘイゼルはフェリシアの頭に自分の顎を軽く置いた。

「そうかぁ、優しくて頼もしいのかぁ」

　もちろん室内にいたのだから陛下との会話は全部聞かれている。

　素知らぬ顔をしていたのにここで持ち出すヘイゼルに恨みがましい視線を向けるが、彼は全く気にしていない。

「できれば直接言って欲しいなぁ」

「……」

「ん？」

　綺麗な顔がのぞき込んで、フェリシアは観念して口を開いた。

「……ヘイゼル様はとても優しくて、格好良い、です」

　言わないけれど、仕事中の彼はまさに絵に描いたような護衛の騎士だった。思わず見とれてしまいそうになったのを、陛下の前だからと無理やり視線をそらしたくらい。

「ありがとう。フェリシアは食べちゃいたいくらい綺麗だよ」

　彼の手が、ぴらりとフェリシアの薄い寝間着をめくった。

「や、やっぱりこれは恥ずかしいのですが……」

　以前試着した、ほとんど透ける素材の寝間着だ。

　いつもは部屋の灯りを暗めに落としているのに、今日に限って明るく保っている。あられもない姿をヘイゼルにまじまじと見られて、フェリシアの羞恥をさらに引き立てた。

（うう……）

　ささやかな胸の膨らみもおへそも全部丸見えである。

　胸の前に手を置いて小さく縮こまると、恥ずかしい、と呟いてヘイゼルが首を傾げた。

「なら俺も着ようか？」

　躊躇いのない様子に首を振る。男でも女でも、なんだか想像するだけで怖い。

「せっかくお揃いで買ったのに。でも恥ずかしくても着てくれるフェリシアが可愛い」

　自然な動作でベッドに押し倒される。いつもの甘い時間が始まる合図に、フェリシアはキスをしようとするヘイゼルの口をとっさに手で塞いだ。

「なぁに？」

　そっと彼女の手をとって優しく頬や髪にキスをしながらヘイゼルが聞く。

「今日は、やめておきま……」

「……」

　言い終わる前に悲しげな目で見られて言葉が喉の奥に消える。

「な、何でもないです！」




　肌触りの良いシーツに埋もれながらフェリシアは目を開けた。視線を窓にうつすと陽は既に高く昇っていて、静かな寝室には何の音もしない。

　起きて広いベッドを見渡した。

　シーツも寝間着も新しいものに変わっていて、昨夜、獣のように交わった熱の余韻はどこにも見当たらない。

　ただ、服の隙間から見える肌にはいくつも赤い痕が残っている。

　太ももの内側など、いつの間につけられたのか全く記憶がないけれど。

　隣に手を延ばすと冷たい布の感覚が触れ、一緒に寝ていたはずの人物が起きてから相当な時間が経っていることを知る。

　立ち上がろうとしたが、腰に痛みが走って彼女はベッドの上に崩れ落ちた。

（……またやってしまった……）

　自分の不甲斐なさにフェリシアはそのまま小さく丸まった。

　悲しげに見つめる目に絆された後、途中からフェリシアの記憶が飛んでいた。

　四つん這いになって後ろからせめられたことはかろうじて覚えているが、恥ずかしくて躊躇していたのに行為が始まればすぐ快楽に飲み込まれた自分が情けなく、真っ赤な顔を手で覆った。

　日が経つにつれ、ヘイゼルとベッドで過ごす時間が増えている気がする。

　仕事が終わるとすぐに帰ってきて、フェリシアが他の事をしていても構わず部屋に攫われた。元々ヘイゼルのお願いに弱い彼女は、抵抗するがなんだかんだと口車に乗せられて結局快楽をむさぼる。

　陛下にお会いした以外、最近はご飯を食べるかヘイゼルと肌を合わせるかのどちらかしかしていない。しかもご飯は美味しくてヘイゼルとは気持ちいいばかりなのだから……堕落の罪悪感が凄まじい。

　よろよろと起き出して、壁に手をつきながら寝室から出る。

「フェリシア様、起きられましたか。着替えお手伝いしますね」

　居間を掃除していたメイドが明るく声をかけてくれる。

　頭を下げて軽やかにクローゼットに向かうその姿がとてもまぶしい。屋敷の皆さんの優しさに甘えた生活をしていてはいけないと決意を新たにする。

（ちょっとでも、がんばらないと）

　だが小さく握り拳を握ったところでふらりと視界が回り、フェリシアはその場に倒れた。




「過労から来る軽い風邪だそうです。薬を飲んでゆっくり寝ていたらすぐ治ると」

　執事の静かな声がして意識が浮上した。

　ベッドに戻っていて、横になっているフェリシアの髪を誰かが梳いていた。

「ヘイゼル様……お止めしなかった私も悪いですが、いくらなんでも」

「……わかっている」

　執事の声に髪に触れる手が止まったので、それがヘイゼルと知る。

　声をかけたいのに身体が鉛のように重く、まぶたを開けることすらできなかった。

「看病は私がするから下がっていいわ」

「ですが……」

　執事が言いよどむ。

　フェリシアも動けないことに気が急いた。身体はこれでも丈夫な方だ。寝ていたら勝手に治る。

「わかっていると思いますが、倒れた女性に手を出すのはいくら何でも」

「しません！　さすがに反省しました！」

「そうですか」

　フェリシアの心配とは別の話だったらしい。小声で叫んだ主人にあっさり引き下がった執事がさらに声を落とす。

「それと……から手……が」

　ほとんど聞こえない声が鼓膜を打つ。

「後で読むから置いておいて。……フェリシアには見せないように」

「畏まりました」

　執事の気配が去る。

　優しく頭を撫でられながら、フェリシアは心の中で首を傾げた。

（……手紙？）

　わずかに聞こえた内容。自分に見せたくないものとは何だろう。

　アニタからは何度か子爵家に顔を出すように手紙が来ていたが、ヘイゼルはちゃんとフェリシアに渡してくれたし、オーリーやシスターからのも同様だ。それ以外で手紙を送ってくる人物は思い当たらない。

　フェリシアの悪いようにはしないとわかっているのに、どうしてかきゅっと心がしめつけられた。

　カラカラの喉に唾がからんで咳が出る。

「──起きた？」

　ようやく目が開いた。

　まだ起きられないフェリシアを毛布でくるんで心配そうにヘイゼルが抱える。

　チェストの上に置いていたコップと、紙に包まれた薬を差し出され、お礼を言ってゆっくり口を湿らせた。粉薬も口に入れて苦いそれを水で押し流した。

「ヘイゼル様、仕事は……」

「フェリシアが倒れたって聞いて、大急ぎで帰ってきたの」

　水差しからもう一杯注いでもらい、今度は半分ほど飲んだ。一息ついて窓を見ればそんなに時間は経っていないようで夕暮れに染まった空が見える。

　額に手を置いて熱を確かめたヘイゼルは、フェリシアをそっとベッドに戻した。

「何か食べたいものはある？」

　目を閉じたままフルフルと首を振る。すごくだるくて眠く、それだけ答えるのが精一杯だった。息を吐くとまたすぐに意識が途切れた。





　　　＊　＊　＊






　頬を赤くしてぐったりと目を閉じるフェリシアの枕元に座って、ヘイゼルはその寝顔を眺めていた。

（無茶させたなぁ……）

　ミルクティ色の髪を撫でる。

　ある程度を越えると快楽に素直に応じるようになるフェリシアが可愛すぎて、つい張り切ってしまった自覚はある。しかも朝一の楽しみは、安心しきった表情で眠る彼女を見ることだったりした。

　フェリシアが倒れるまで疲労していたことに気づかなかったというのは……非常に情けない。

　今日はずっと起きていようと思って、ふとフェリシアが公爵家に来て以来、一人で寝た記憶がほとんど無いことに気づく。

　添い寝のわがままを彼女はずっと聞いていてくれたのだ。

「……はぁ」

　完璧な公爵令嬢と呼ばれるヘイゼルも、フェリシアの前では恋に臆病な少年そのものだ。




　彼女の体調は屋敷の皆の看病の甲斐あってすぐに回復したが、しかしそこからヘイゼルにとって思わぬ事態が起こった。

　フェリシアは朝、彼より早く起き、昼は使用人に混ざって働いたり、執事に勉強を教わっているそうだ。絵に描いたような働き者は公爵家でも以前から大人気で、廊下で使用人と楽しそうに話をしている姿を何度も目撃している。

　問題は夜。

　ベッドに誘おうとすると、用事があるので先に寝てくださいと断られ続けていた。

「まだ仕事が残っているので……おやすみなさい！」

「あ、うん」

　無茶をした手前、ヘイゼルは強く出られない。

　その日も、止める間もなく寝間着姿のフェリシアはパタパタと行ってしまった。

　ぽつんと一人、広い寝室に取り残された美女は手で顔を覆う。

（避けられてる……！）

　わかりやすく一定の距離を置かれることにシンプルにへこむ。昼間スキンシップと称して抱きつくのは大丈夫なのだが、夜の時間になるとこうして逃げてしまうのだ。

　ベッドはすでにきちっと整えられていて、暖炉で室内は暖かく保たれている。

　侍女のときのように身の回りのことを気遣ってくれるのは嬉しいのだが、ヘイゼルの伴侶である立場でこのような仕事をする必要はない。

　それはちゃんと伝えたし、彼と一緒に寝る以上の大事なことなど存在しないはず。

（……え、何か、怒らせた……？　引かれるような行動は隠していたはずだし）

　目まぐるしく頭を回転させるが、心当たりがありすぎて特定が難しい。

　やがて考え疲れてヘイゼルはベッドに転がった。

「……フェリシアを抱いて寝たい……」

　独り寝の寂しさに心で泣きながら、ヘイゼルは目を閉じた。




　深夜、目が覚めた。

　時間を確認して隣を見る。やはりそこに彼女の姿がないことに息を吐いて、夜風にでも当たろうと寝室を出ると……通路で、毛布にくるまったフェリシアが眠っていた。

　頭を掻いて、ヘイゼルは対面にある書斎を見る。まだそこにはベッドが入れられたままだから、寝室でないならこちらで寝ているはず。

　先日倒れたばかりなのになぜこんなところにいるのだろう。

「フェリシア」

「ん、……はい」

「風邪を引くから、ベッドで」

「！　い、いいです」

　毛布ごと縦抱きすると肩をぐいぐい押されて思わぬ抵抗をされた。子猫がじゃれるくらいの力なのだが落とさないように抱えなおす。

（……フェリシアの匂い）

　久しぶりの近い距離に堪らなくなって、ヘイゼルは真っ赤になっている頬に唇をつけた。途端にフェリシアはびくっと体を震わせて動きを止める。

「あ、あの、……、んん」

　弱々しい声は無視して、そのまま壁に押しつける。つま先立ちの彼女の背中に手を回して何度もキスをすると、顔を真っ赤にしたフェリシアが少しずつ力を抜いていく。

「は……っぁ」

　愛らしい頬を染めて、とろんとした目になるのを鑑賞しながら首に唇を落とす。

「へ、……ゼル、様……姿が」

　いつの間にか、男の姿に戻っていた。滑らかな太ももに手を這わせて首筋に顔を埋める。

「公爵家の魔法は、金の指輪のキスで……」

　戸惑う声に手元を見る。

　左の薬指には金環がはまったままだ。

「ああ。……感情の高まりが抑えられないと少しの間、男に戻ってしまうんだ」

　指輪の力で無理に女性の身体に構造を変えているところもあって、使用者の心の変化が加わるとキャパオーバーになるらしい。魔法も万能とはいかないようだ。

「久しぶりに、いい？」

「ここ、で……待っ……」

　再び口づけて舌を絡ませた。

「ん、……んん、……っ────」

　執拗に深く口内をまさぐれば、すぐにフェリシアの身体に変化が起きた。

　息を飲んで立ったままがくがくと震えたフェリシアは、口を離して泣きそうな顔でヘイゼルを見上げた。

「い……今……っ」

　キスだけで達した自分の身体にフェリシアが呆然とする。

　達する直前にキスをする行為を繰り返し、それを覚え込ませたヘイゼルは、軽く笑って彼女のやわらかい頬を撫でた。

　あれだけ身体につけていた痣が消えているのを見て舌打ちする。

　無防備な首に噛みついた。

「い、た……っ」

「！」

　怯える声にようやく意識が覚醒し、ヘイゼルは目をまばたかせた。

　寝室から入る月明かりの通路で見つめ合う。壁に押さえつけられて髪を乱したフェリシアが、は、と熱い息を吐いた。

　白い肌には歯形がくっきりと残っていて、彼女の頬を涙が一筋伝った。

「あ……俺……」

　ここ最近のフェリシア欠乏症に意識が飛んでいた。

　慌てて手を離す。ぺたんとその場に座り込んだ彼女の前にヘイゼルは膝をついた。

「も、もうしないから」

　服を整えながら頭の中でぐるぐると言い訳が浮かんでは消える。フェリシアは何も返事をしない。

　彼女は公平でいつも穏やかな『ヘイゼル』が好きなのに、本性をさらけ出してしまった。このまま彼女が離れてしまったら───どうしたらいい。

「首を冷やす氷を取ってくるから、とにかくベッドで寝て……もらえ、ますか」

　さすがにまた通路で寝かせるわけにはいかない。言えば、顔が赤いままのフェリシアはようやく口を開いた。

「毛布が暖かいし大丈夫です。すみません、お邪魔でしたよね……」

　立ち上がろうと壁に手をついたフェリシアはしかし膝から崩れた。

「あ、あれ……？」

　自分の体を見下ろして、フェリシアが慌てたように頬に手を置く。

　先程の行為で腰が抜けたようだ。快楽に敏感な体に鼻血が出そうになるのをこらえつつ、ヘイゼルは傍らで顔をのぞき込んだ。

「触って良い？」

「……」

　こくりと小さくうなずくのを待って、横抱きにして寝室のベッドに運んだ。

　幸いまだヘイゼルの体温でぬくもっている布団をかけ、頭をおそるおそる撫でる。先程は気づかなかったが、フェリシアの体は冷え切っていた。

　離れようとしたところで、後ろからわずかに服を引かれる。じっとこちらを見るフェリシアに笑った。

「丁度良いからもう起きるわ。片付ける仕事もあるし」

「駄目です、毎日お忙しいのに少しでも休まない……と」

　フェリシアが不意に視線をそらして、口を開いた。

「あの、……お願いが」

「ん？」

「……離れて寝てもいいですか」





　　　＊　＊　＊






　王太子の執務室で不機嫌そうに女性姿の幼馴染みがソファに座ったのは、ちょうど彼が日課の素振りを終えたところだった。

　対面ソファの真ん中にあるガラスの机の上に、ヘイゼルが行儀悪く組んだ足を乗せる。耐衝撃製品なのでそれくらいではびくともしないが、その姿のまま本を読み始めたので王太子は刺激しないようにこっそりドアに向かった。

「相談があるから座って」

「えー……はい」

　渋ると睨まれたので、大人しく対面に座る。

　ヘイゼルは持っていた本を机に置いて、王太子の顔を見た。

「王になるにはどうしたらいいと思う」

「簒奪の相談!?」

「それならお前に相談せずにひとりでやる」

　王太子を一言で黙らせると、ヘイゼルは持っていた本のページを広げて彼に見せた。それは歴代の王の系譜。一番下には王太子の名前が入っている。

「王になりたいのか？　いつでも変わってやるよ」

「真面目に。王位継承権は国王の直系子孫で長子先継……つまり先王がその座を辞した時点で性別に関わらず長子に与えられる」

　この幼馴染みが真面目に相談に来るのも珍しいので、王太子は少し居住まいを正した。

「例外はあるぞ。現に今は陛下が就かれているからな」

「あのときはお前が頼りないという理由で先王の弟……ギルバート殿下が擁立されたが、議会の承認が下りずに折衷案をとった。あぁくそ初仕事でやらせる仕事か」

「その節は大変お世話になりました」

「ということは優先されるのは王位継承法よりも……議会と、国民の承認？」

　王太子は唸った。

「国民に対しては何をもって承認とする？　世論はあるにしても投票はないぞ。戴冠式と演説とかか」

「お披露目のときにはすでに国主と考えるべきだろう。なら、儀式が分岐点か……それとも」

「で、本題は？」

　ある程度予想がつきつつ王太子は事情を聞いてみる。

「……一週間もフェリシア嬢に触れてない。同じベッドで寝ていて」

　彼は呆れた声を出した。

　倒れたのは聞いていたしお見舞いの品も贈っている。ヘイゼルがつきっきりで看病した甲斐もあって、すぐに回復したというところまで報告されていたがこれは予想外だ。

「お前、よく我慢できて……ないね」

　美女に殺意のこもる目つきで睨まれて、王太子は言葉を濁した。

「そもそもお前に性欲があったのが驚きだったんだけど。……ちなみにフェリシア嬢以外には性欲あるの？」

「ないな」

「これは大変だ」

　封印されていた欲求がフェリシアの可愛さで蓋が開いたというわけでもないらしい。

「もう二度と触らないでくださいって言われたらどうしよう……」

　ヘイゼルはこの世の終わりのような顔で、組んだ手に額をつけた。

（……こいつにもそういう人並みの感情があったんだな……）

　その狼狽えっぷりにしみじみとした感情が湧く。

　しかしそれを口にしたらどんな嫌味を言われるかわかったものではないので、王太子はただ頬杖をついてその様子を眺めていた。





　　　＊　＊　＊






「で、聞きに来た」

「……王宮でなんの話をされているのですか……!?」

　公爵家の応接室で、王太子と向かい合いながらフェリシアは顔を手で覆った。

　突然現れたと思ったら、最近のヘイゼルとの夜の様子を聞かれたら困惑するしかない。部屋の隅に控えている執事は、空気よりも存在感薄く佇んでいた。

「いや、ここだけの話、頼りにしている近衛騎士団長の技量が低下している。王国としてこれはまずい。それがフェリシア嬢と一緒に寝ていないのが原因だと言われると、王太子として──こんな面白いことを見逃す手はないだろう？」

「殿下……」

　仕事は大丈夫なのだろうか。

「今日は休暇なのですか？」

「いや職務中。抜け出してきた」

「お帰りください！」

　今頃、騎士団が探しているだろう。慌てて腕を引っ張る。

「フェリシア嬢がヘイゼルと寝たくない理由を聞いたらすぐ帰るよ」

　体格のよい王太子はフェリシアの力ではびくともしない。

　真顔で直球を投げられて彼女のほうが言葉に詰まる。

「早急な状況改善を命じる。八つ当たりと言う名の嫌がらせがしんどい」

　王太子の言葉にフェリシアは首を傾げた。

「嫌がらせなんて……」

「するはずないと思うなら今度執務室に来てくれ。証拠を見せよう」

「……」

　部屋に沈黙が流れた。

　フェリシアが理由を言わなければ帰らないと宣言している王太子を、今頃ヘイゼルが探しているだろう。

（でも……っ）

「前に俺が言ったこと覚えてるか」

　躊躇しているフェリシアに、王太子が言葉を重ねた。

「ヘイゼルは乱暴者だし、イカサマしてくるし、陰険だからやめといたほうがいいって」

「……そう、でしたね」

　初めて聞いたときにはそんなはずないと思ったが、皆の前で完璧な令嬢でいなければならない理由を知った今では、その言葉の印象は少し違う。

　乱暴者や陰険──という言葉はまだピンと来ないけれど。

「殿下は、ヘイゼル様が違う面を見せられる相手ということでしょうか」

「そんないいもんじゃないと思うが……」

　彼は大きく息を吐いた。

「幼馴染みのよしみじゃないけどあいつは良い奴だ。自分の役割をしっかり飲み込んでる……俺と違って」

　呟きの最後の自嘲に、何と答えていいものか迷う。王太子は顔を上げた。

「だから、まぁ、信頼できる奴だとは思うんだがな」

　そこまで言って、彼は明るく笑った。

「まさかヘイゼルとの夜が気持ち良すぎてこのままじゃ駄目なんて思ったりとか」

「……！」

　油断していたところに図星をさされて、フェリシアが一瞬で真っ赤になった。

「……え、当たり？」

　何ともいえない空気が流れる。

　すぐに顔に出てしまう自分を叱りつつ、向けられる視線に耐えきれなくなったフェリシアは、小さくうなずいた。

「……こ、このままだと本当に何もできなくなってしまいそうで。ヘイゼル様は仕事でお忙しいのに、私ばかり……昼まで寝て……！　私は、もっとヘイゼル様に頼ってもらえるようになりたいんです！」

「フェリシア様」

　そっと執事が寄る。

「お気持ちは有り難く思いますが、とりあえず完全に拒否するのではなく週一回から交渉してみては」

「いえ、あの、──……再開すると、気持ち良くて私が我慢できなくなりそうで」

「また抜け出しやがって馬鹿殿下！」

　そのとき、ドアを蹴破ってヘイゼルが現れた。

　場の空気に流されてとんでもないことを口走ったフェリシアが慌てて唇を閉じる。

「え？　何？」

　執事と王太子が同時に視線を向けたので、勢いよく飛び込んだヘイゼルが怯んだ。

「確保します！」

「確保～」

　次いで入って来た男女の騎士が王太子を捕まえる。前回同様、鮮やかな流れだが王太子は抵抗せずにずるずると廊下に引きずられていった。

「大人しくしてるんじゃなかったの？」

「これは国益のピンチによる不可抗力だ。ちゃんと行き先も書いて置いといただろ？」

「だからって勝手に出ていいはずがないでしょう」

「……あの！」

　視界から消えていく王太子に、思わずフェリシアは立ち上がっていた。皆の視線を受けて自分でも戸惑いながら彼女は口を開いた。

　自分とは違うと言っているけれど、ヘイゼルと王太子はよく似ている。ただ側にいてくれるだけでほっとするところとか、優しいところとか。

　生まれたときから、自分の意志と関係なく国を背負うことが決まっていたところとか。

「いつも、……ありがとうございます」

　フェリシアは王太子に深く頭を下げた。

「……」

　引きずられる格好のまま、王太子がため息をついた。

「ヘイゼル」

　手招きした絶世の美女がそばに寄ると、王太子は騎士たちから腕を取り返し彼女にこそっと耳打ちした。

　真顔で聞いていたヘイゼルは、一瞬遅れてフェリシアに驚いた視線を向ける。

「不器用な幼馴染みを持つと、苦労するぜ」

　じゃ、と騎士二人を伴って王太子は部屋を出て行く。

　執事も礼をしてそっと場を辞した。

（……聞かれた……よね）

　止める間もなく先程のやりとりを明かされてしまった。結局、小さな決意が王太子まで巻き込んだ。

　恥ずかしさで穴があったら埋もれたい。

　客間にヘイゼルと二人きりで残されたフェリシアは、いたたまれなくて壁際まで下がる。その彼女を追いかけてヘイゼルが手をとった。

「何もしなくても十分……ごめん」

　無言で少し頬を膨らませると、ヘイゼルが素直に謝った。

「……今でも頼りきってる。フェリシアがいないと、何も手に付かないくらい」

　はぁと彼女は息を吐いた。

「その……できるだけ加減するから、今日、いや明日は抱いてもいい？」

「今日は……？」

　掴んだ手にぎゅっと力がこもる。

「何もしないから、フェリシアを抱きしめて寝たい、かな」

「……」

　こくりとうなずくと、ヘイゼルが安心したように顔を歪めてフェリシアを抱きしめた。




　朝のヘイゼルのお見送りと、公爵家の歴史や礼儀作法の勉強をする体力を残すことをお互い約束し、久しぶりに肌を合わすことになった……が、指輪を外したヘイゼルはフェリシアを正面から抱きしめたまましばらく微動だにしなかった。

（しないのかしら……）

　昨日は約束通り、二人で抱き合うようにして眠った。

　久しぶりの温もりに、猫のようにすり寄ったが何もせず朝を迎えての今日。メイドにいつも以上に丹念に洗われた後、ベッドで大人しく待っていたらこの状況である。

「ヘイゼル様？」

　呼びかけたが返事はない。

　デコルテが大きく開いて胸元まで見える寝間着を着ているので、ヘイゼルの顔が肩口に触れてくすぐったい。さらりとした髪はむしろ気持ちいいけれど……。

　逞しい身体と腕に抱かれていると、妙な気分になってくる。きゅっとフェリシアも抱きしめ返して、大きなその背中をさすってみた。

（あ）

　やはり女性のときより背中もがっちりしている。触れるのは引き締まった筋肉ばかりで、指先に無駄なものは感じられない。

　好奇心に任せてそろりと凹凸を辿っていると、ヘイゼルが身体を離した。

「……フェリシア、我慢してるからちょっと待って」

「……はい」

　真剣に言われて大人しくうなずく。

「あぁでも抱きたい。フェリシアを思い切り甘やかしたい……っ」

　何か葛藤があるらしい。ちらりと視線をヘイゼルのズボンに向けると、中身がすでに立ち上がりかけていて、フェリシアは小さく唾を飲み込んだ。

「く……」

「？」

「口でしましょうか……？」

　さすがに顔を見ては言えなかった。

　体格と体力の差でフェリシアが不利なのだから、先にヘイゼルを満足させ──られるかは別として──れば、負担は少ないはずだ。

　それに、こんな大ごとになってしまって、ちゃんと話さなかった自分に負い目を感じていた。罪滅ぼしのつもりで申し出たが、フェリシアの二の腕を掴んだヘイゼルは真っ青な顔をして言った。

「誰に、そんな方法を！」

「……誰というか……」

「まさか俺以外で試したり」

「ちょっと小耳に挟んだだけです！」

　知識元は、しいて言うならアニタだ。彼女が女友達を家に呼んで話しているときに聞いたことがあった。

　男の人を喜ばせる方法にそういうことがある、というくらいの知識だが。

「……」

　苦悶の表情をしたヘイゼルがフェリシアの唇を親指で撫でた。

「この口で……」

　そう不安そうに確認されるとむしろ緊張してくる。

「嫌ならしないですが」

「いやなわけ……っ」

　息を吐いたヘイゼルが、ズボンをくつろげた。

　いつの間にか準備できていた屹立がまろび出て、言い出したフェリシアのほうがびくついた。部屋の明かりは暗いとはいえ、まじまじと見たのは初めてだ。いつもはそれどころではないから。

「方法は知っている？」

「……あまり」

「じゃあ、言うからその通りに」

　膝に乗せられ、上から手を添えられてそそり立つ熱に触れた。

　思ったよりも固く生々しい感触にぴくんと反応してしまう。こんな大きなものがいつも自分の中に入っているとはにわかに信じられなかった。

「ゆっくり擦って」

　耳元で吐息と共に囁かれた。

　そっと片手で撫でると血管のでっぱりがよくわかる。

　上から下までそろりと撫で、傘のてっぺんまで何度も往復させれば、そのうちに先端から液が出て来て滑りやすくなった。それを繰り返すが、それ以上の変化は見られない。

「もっと強くて大丈夫だよ」

「っん」

　フェリシアを抱えながらヘイゼルの手が胸を弄る。

　言われた通り掴む手に力を込めるが、それよりも頬にキスしたり耳を舐めたりいたずらしだしたヘイゼルに気が散らされた。

「ん、ぅ」

　口づけられて、思わず手を離してヘイゼルの肩を押した。

「邪魔しないでください」

「えー」

　嬉しそうに笑うヘイゼルに、フェリシアはむしろ最後の覚悟を決めた。

　身を屈めて屹立を両手で持ち直し、目をつむってぱくりと屹立を咥えた。

「っ」

　さすがに驚いたのかヘイゼルの身体が跳ねる。

　一瞬迷って、フェリシアは舌で先っぽを舐めた。しょっぱいような味がするが構わず舌を這わせる。

「あ、ちょ、フェリシア、待っ」

　慌てる様子を聞きながら手で擦って、ちゅ、と口づけてみた。

「……っん……」

　必死に舌を使っているといつの間にか抵抗する動きがなくなり、上を見ると、彼はベッドに片手をついてもう一方で顔を覆っていた。

　荒い息を吐いたヘイゼルが赤い顔をのぞかせた。

　わずかに潤んだ目と、シャツの合間から見える胸板にどきりとする。

（男の人だ……）

　当たり前のことを今更に思う。

　そろりと頭を撫でられ、形を確かめるように頭や耳を伝った手が離れる。

「もういいよ」

「……」

「……気持ち良すぎて、このままだと口に出しそう……」

　ヘイゼルが呟いて、フェリシアの口を離させた。まだ塩味が残っている口を押さえて、ひとまず唾を飲み込んだ。

「……今日は、私がしますので」

　こうなれば恥ずかしいのも一緒だろう。

　座るヘイゼルと向かい合って、下着を外す。ヘイゼルのものを咥えているときからすでに濡れた感覚があった入口に熱を押し当てた。

　触れあっただけで身体に痺れるような感触があって、久しぶりにこれから味わう快楽を思って息があがる。

　貫かれたときの強い刺激を身体が覚えていて、早く奥に欲しくて堪らない。

「ちょっと待って」

「っ」

　止める間もなくヘイゼルの手が足の間に潜り込む。

　下生えの合間を分け入って中に入った指にフェリシアは目の前のヘイゼルの身体にすがり付いた。わずかな抵抗で彼の指を受け入れて、腰が跳ねる。

「頑張ってくれるのは嬉しいけど、しっかり慣らしてからね」

　きっとフェリシアよりも彼女の身体を知っているヘイゼルの指で簡単に熱があがる。

　恥ずかしい水音が響いて、真っ赤になったフェリシアにヘイゼルが口づけた。

「ん、……ん」

　舌が絡んですぐに快楽がのぼってきた。達する直前にしているような濃い口づけではないのに、身体が勝手に反応して頂に押し上げようとする。

「も、……大丈夫です、ので」

　そっとヘイゼルの手を外した。

　汗や愛液、色んな液体でくしゃくしゃになった寝間着のまま、向かい合ったフェリシアは大きな屹立に手を沿えた。

（……さっきより大きくなっているような……？）

　熱い息を吐いて、フェリシアは腰を下ろしていった。

　だが久しぶりで閉じた入口は圧迫感と痛みを訴え、フェリシアは顔をしかめた。

「ん、う」

　何とか力を抜こうとするのだが、中々うまくいかない。

　それでも少しだけ先端が入ったところで。

「あ」

「……え……っ」

　視線を窓に向けたヘイゼルにつられてそちらを見た瞬間に、フェリシアの腰を掴んだ彼が腰を打ち付ける。不意打ちの衝撃に、フェリシアは思わず背中を反らせた。

　入口を抜ければ後は自重で、自然に楔が中に埋まっていく。

「あ、……ぁ……ひど、いです」

　熱いもので内壁を擦られる感覚に鳥肌を立てながらフェリシアは首を振った。

「うん、ごめん」

「ヘイゼル様は、動かないでください！」

「……わかった」

　あの大きさが収まったのが信じられず下を見ると、しっかりと腰が密着していて、透明な液で互いの足が濡れる卑猥な光景があった。

　いつもより深いところまで届いている気がする。一番奥を犯される感覚にフェリシアは小さく吐息をこぼした。

（あとは、動かす……）

　ヘイゼルの胸元に手を置いてそっと身体を起こし、腰を落とす。

　自分で何度も擦りつける行為の甘さに目眩がした。暑くて寝間着を脱げば濡れた肌がくっついて心地良いが、十数回繰り返してもヘイゼルは全く動じた気配がない。

　それどころか、にやにや笑いながらこちらを見ている。

「う……」

　ついに疲れと恥ずかしさでフェリシアは動きをとめた。

「代わろうか？」

「……」

「ゆっくりがいい？　それとも激しいの？」

　嬉しそうにキスを降らせながらヘイゼルが問う。

「ゆ、ゆっくりで」

「わかった」

　彼がフェリシアの腰を掴んで少し身体を倒した。

　ころんとシーツに背中をついた彼女からゆるゆると屹立を抜いてヘイゼルが中に戻す。

　入口近くまで出たと思うと、中を確認するように時間を埋め込まれる。弱いところをわざと外しているのに、粘膜同士の擦りあいに意識が持って行かれる。

　びくびくと腰が跳ねるのに、明確な快楽を与えてくれない。それをずっと繰り返されてフェリシアは戸惑った。

「ん……」

　身体がいいところをねだって腰が勝手に振れる。

　ゆっくりがいいと言ったのに、物足りないなんて。

「いじ、わるです」

「ゆっくりがいいんだろ」

　ヘイゼルの頬から汗が滴り落ちた。目元を欲で染めた彼の顔はひどく扇情的だ。

　その間にもわざと短い抽挿を繰り返された。

「ちゃんとください……っ」

「ちゃんと？」

「……激しく、して、欲しい……です」

　真っ赤な顔で言うと、ヘイゼルが嬉しそうに笑った。

　ベッドに押しつけられて、一番欲しかった場所を何度もすりあげられる。

「あ、ぅ……っや」

　ようやくの刺激に熱はもう発散寸前で、フェリシアの目から涙がこぼれる。いいように突き上げられてフェリシアはシーツを握った。

「やじゃなくて、こういうときは？」

「き、もちい……っぁあ」

「そう。気持ちいいね」

　耳元で囁きながら弱いところを擦りあげられて頭が真っ白になる。

「ひぅ、っん」

　強く抱きしめられると、逞しい胸に押し潰されて胸同士が擦れ合う。頭を押さえられて、口づけられた。

「っ……ん……もう、っいっちゃ、う」

「……もうちょっと、我慢」

　限界を訴えれば、口を離したヘイゼルが言う。

　体力の差は否応ないが少しでも気持ち良くなってもらいたくて、すぐにでも達しそうな身体を我慢して彼にぎゅっと抱きついた。

　熱がこもって、そのままドロドロに溶けてしまいそうだ。目の前にあるヘイゼルの首元が潤む視界にうつった。何も考えられないままそれにかぶりつく。

　舌を這わせると入っているものもひくりと動いた。思わぬ反撃だったのか、ヘイゼルが震えて動きを乱すのをいいことに、何度も舌を這わせて甘噛みする。

「ふぇり、……それは……」

「は、っふぁ」

　震えながらシーツに手をついた彼にしがみついて、受け入れたまま思う存分にヘイゼルの滑らかな肌を味わっていると。

「んん、っん……！」

　ひっくり返されて、ベッドにうつぶせになった。そのまま腰を持ち上げられ激しく揺さぶられる。

「や、ぁこれ」

　四つん這いの獣のような体勢に思わず言葉が漏れる。逃げようとする腰を掴んで、ヘイゼルが口元を歪めた。

「煽る方が悪い」

「あ、ああ……──ん、う」

　限界を超えていた身体は簡単に達して、中が何度も痙攣する。

　その間にも穿たれ、過ぎた刺激に耐えられずもがくが、押さえつけられて逃げられない。

「や、また……っ」

　すぐに次の波が来た。飲み込めない唾液がベッドに落ちる。抵抗も出来ず再び大きく痙攣するフェリシアの身体を後ろからヘイゼルが抱きしめた。

「……っぐ、ぅ」

　強い腕に包まれながら中で飛沫が放たれる感覚に息を詰めると、やがて息を吐いたヘイゼルが楔を抜いた。

　とろりと足を伝う白い液体を見る。

「……」

　絶頂の余韻で身体に力が入らない。そのままベッドに倒れ込んだ。

「もう一回……はやめとこうか」

　フェリシアが無言で見つめると、ヘイゼルが声のトーンを落とした。

「こうしているだけで幸せって思い知ったから」

　背中を抱かれて髪をかき上げられる。もぞりと動いて、フェリシアはヘイゼルの胸にすり寄った。

　おやすみ、と優しい言葉にフェリシアも微笑んで目を閉じた。
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　庭の開放日の朝、公爵家はなにかと忙しい。

　子爵家にいた頃にも話には聞いていたこれが、今はただの行事だけではないことはわかっている。ヘイゼルは忙しい公爵家と騎士の仕事の合間を縫って、この場で色々な人から情報の収集をしていた。

「フェリシア様、クッキーが焼けましたよ」

　何かできることはないかと思って、その日はフェリシアも用意するお菓子の準備を手伝うことにした。

　公爵家の情報保護のためとはいえ、屋敷とヘイゼルのサポートをよくこの人数で回しているものだ。自分のことは自分でという嫡男への教育方針もうなずける。

　オーブンから出した花型しぼりクッキーは、良い色に焼けていた。お皿に盛って、他の料理が並んでいるところに持っていこうとしたところで。

「美味しそう」

　後ろから手が伸びてきた。

　振り仰ぐと、寝起きでも輝く美貌の美女がクッキーをかじっている。それを食べ終わると、長い指がもう一個摘んだ。

　しゃくしゃくとリスのように咀嚼してもうひとつ。

「皆さんに出す分がなくなってしまいます」

　言えば、美女にうろんな視線を向けられる。

「……起きたらフェリシアいないし……私よりクッキーの方が好きなの、ふーん」

「ヘイゼル様のために皆で準備をしているのですが」

「知ってる。いつもありがとう」

　ぎゅーっと抱きつきながら、ヘイゼルが焼きたてを頬張っていく。

　当主代理の拗ねた口調にも動じず、調理場の皆はもくもくと自分の作業を続けていた。

　早朝から準備があるので、昨夜は丁重にお断りしたのだ。あの件以来、ヘイゼルはフェリシアの意志と身体を一番に尊重してくれるようになった。少しの変化だが、それが何より嬉しい。

「もう支度をされますか？」

「ううん、まだいいわ」

　フェリシアを解放し、眠気を微塵も感じさせない声でヘイゼルが言う。

　頭を撫でて、調理場の皆に声をかけて出て行くその背を見ていると、料理長に持っている皿を取り上げられた。いつの間にか中身が三分の一ほど減っている。

「ここはもういいですから行ってあげてください」

「でも」

「あんな姿、長年仕えていて初めて見ました。フェリシア様が来られてから本当にお嬢様は表情豊かになって……」

　まぶしそうに目を細めた料理長は言う。

「後が怖いです」

　うんうん、と厨房メイドたちにうなずかれる。

「それはどういう……」

「触らぬなんとかってやつですよ」

　手早く残りのクッキーを入れた紙袋を持たされ、猫のように調理場を追い出された。




　まだ温かいクッキーから伝わる熱を感じつつフェリシアはヘイゼルを追った。

　部屋へ向かう渡り廊下でその背中を見つける。接近にすぐ気づかれて、彼女は立ち止まってフェリシアを迎えた。

　朝早いがもう何人かが庭に入っていて、芝生の上で楽しそうにおしゃべりをしている。その中の子ども連れの家族をヘイゼルは見つめていた。

　まだ幼い子どもに犬が飛びついてじゃれ、春も近い穏やかな庭に楽しそうな声が響く。

　それは明日も明後日も変わらずそこに在って欲しい、平凡な日常だ。

　フェリシアはヘイゼルの手を握った。庭からこちらにゆっくり視線を向けたヘイゼルを見上げる。

　この気持ちを何と伝えようか、迷ってフェリシアは彼女に微笑んだ。

「今日も、とても良い日ですね」

　この光景を守るために努力をしているヘイゼルにそれだけを伝える。

「……」

　わずかに息を飲んだヘイゼルは、その場にしゃがみはぁーと長いため息をついた。

「……フェリシアがさらに惚れさせにくる……」

「だ、大丈夫です私のほうが大好きなので！」

「そういうとこだよ……」

　わん、と可愛い声がした。

　見れば先程庭にいた小型犬が、渡り廊下の手すりからこちらをのぞいている。

　目がくりっとして愛らしい、ふわふわの白い毛並みが風に揺れていた。尻尾を振る様子に顔をほころばせながらフェリシアはその子を思わず抱き上げた。

「可愛いです……ね」

　振り返ると、ヘイゼルがあからさまに視線をそらしていた。

　何となく一歩近づくと、ヘイゼルがそそ、と同じだけ下がって距離をとる。

「もしかして犬が苦手……」

「や、……苦手か苦手じゃないかと聞かれると困るのだけど、強いて言うなら少しこう怖いというか……」

「苦手なのですね」

　ヘイゼルにそんなものがあるとは知らなかった。

「まぁ色々とね」

　ごにょごにょ言いながら近づいたヘイゼルが顎を撫でると、気持ちよさそうに子犬は目をつむった。その様子は先程の言動を見ていないと、苦手だとは思えない。

　地面に優しく下ろすと、子犬は軽快に走って飼い主の方に向かっていった。

「ヘイゼル様に構ってもらえてよかったね」

　ぺこりと頭を下げる飼い主にヘイゼルが優雅に手を振る。

「さ、戻りましょうか」

　時計を見たヘイゼルが言う。

　その後ろにつきながら、フェリシアは声を小さくして囁いた。

「今度から、私が犬からヘイゼル様を守りますね」

「頼りにしているわ」

　ふふ、とヘイゼルは笑って、フェリシアの手を握った。








七　百倍マシ









　公爵家に来客があったのは、春も近いのに雪の降る寒い日だった。

「お帰りください」

　ちょうど玄関ホールの上階にいたフェリシアは珍しく執事が声を荒げているのを聞く。

　屋敷の主人であるヘイゼルはいない。大雪で王都のあちこちで事故が起こっていて、その処理に追われ数日帰っていなかった。

「お姉様に大事な話があるの。会うまでは帰らないわ」

　来客──アニタはコートを脱ぎながら執事にそう伝えた。傍らには、王太子の叔父であるギルバートの姿もある。

　二人の婚約が未だ公表されていないということは、アニタは証拠を掴めずにいるのだろう。協力を乞う手紙にはいつも断りをいれているし、何を聞かれてもフェリシアは答えないというのはわかっていると思うのだが……。

　しばらくして、決心したフェリシアは階下に降りた。

「私に御用でしょうか」

　ギルバート殿下に礼をとると手にキスを返された。

　その彼に腕を絡めたアニタが微笑む。

「ああ、よかったお姉様。全然家に帰ってこないんだもの。こちらから会いに来ちゃった」

「こんな雪の日に……」

　執事が控えめに声を上げた。

「事前連絡も護衛もない訪問です。帰っていただいても構わないかと」

　久しぶりに会ったアニタは、どこか気だるげに口元の黒子に手を置いていた。少し痩せただろうか。二人を見て、フェリシアは窓の外をうかがった。

　外は数メートル先も見えないほど吹雪いている。わずかに考えて執事に首を振った。

「……雪が落ち着くまでは外へ出ない方がいいと思います……ギルバート殿下にもご足労いただいていますし」

「……畏まりました」

　二人を連れて応接室へおもむく。席に着くとすぐに温かい飲み物が運ばれてきた。

　正直アニタとギルバートは苦手だが、そうも言っていられない。ヘイゼルが不在でフェリシアを尋ねて来た以上、もてなすのは彼女の役割だ。

　簡単な挨拶の後、ギルバートは部屋の隅に控える執事を見た。

「内密の話なので、席を外していただけないかな」

　執事の視線にうなずくと、糸目の彼は静かに部屋を辞した。

「何か尻尾は掴んだ？」

　アニタに予想通りのことを聞かれて首を振る。内容は言わずもがなだ。

　数ヶ月同じ屋敷で過ごしたアニタですら、結局この問いを繰り返さざるを得ないなんて、ヘイゼルの手腕に改めて感嘆した。

「……アニタ、ここどうしたの？」

　黒子を触る彼女の指の先に赤い傷がついていた。

　ピンで刺したような小さなものだが、妹は自身の指を見て首を傾げた。

「何かしら、覚えはないけれど」

　小さく呟いて。

「それよりお姉様、大変よ」

「え」

　身を乗り出したアニタに手を握られる。強く力が入れられて、フェリシアの指にちくりとわずかに痛みが走った。

「お姉様が公爵家の侍女として、相応しくないという話が宮廷に出ているみたいなの。以前からそういう話はあったけれど、私が離れてそれが顕著になっているみたい」

「そう……」

「聞かせるべきかどうか迷ったのよ。でもお姉様のためを思うと言わないとって……悪くとらないでもらいたいのだけど」

　それは、むしろ予想していたことだった。

　優しいヘイゼルと公爵家の中で守られているフェリシアの耳には、もちろんその話は届いていない。けれど……アニタなら、そううわさを広めるだろうと。

「お父様に弁解もあるでしょう。一緒に子爵家に帰りましょう？」

　首を振る。

「弁解はないわ」

　あそこはずっと前からフェリシアの家ではなかった。

「ヘイゼル様が許してくださるなら、子爵家からも籍を外すつもりだったの」

「帰りましょう」

「……アニタ？」

　そこで妹の様子がおかしいと気づく。

　掴む手の力が強くて振りほどけない。目の焦点の合っていないアニタが言葉を繰り返す様子に声も出せずにいると、ギルバートが立ち上がった。

「あの、何が」

　彼はアニタが掴むフェリシアの手に、己のそれを重ねた。

「っ！」

　その瞬間、フェリシアの手に火傷のような痛みが走った。ランプが消えるように意識がブラックアウトして、よろけた彼女はソファに手をついた。

「フェリシア様！」

　扉の外で待機してくれていたのだろう、執事がすぐに入ってくる。

（大丈夫、びっくりしただけで）

　彼にそう告げようとして、フェリシアは口を開いた。

「今から、お父様と話をしに子爵家に行ってくるわ」

　だが、出て来たのは思いもよらない言葉。

（え……）

　混乱したまま立ち上がったフェリシアは、戸惑う執事の前を通ってドアに手をかける。先程まで白く煙るほどだった雪は、ちょうどおさまりかけていた。

「お待ちください、でしたら誰か伴を」

「いいえ、一人で大丈夫よ」

（違う、何か変で）

　身体が、喉がまったく言うことを聞かない。

　預けていたコートをギルバートとアニタが着るのを待つ間もずっと、先程掴まれた手首が痛んでいた。

　何が起こっているのかわからないまま、フェリシアも外出の支度を整える。

　心配そうな執事に見守られながら公爵家を出て、彼らが乗ってきた馬車に入った。ちらりと見えた御者台に座る人物はオーリーではなかった。

「帰りも送るから安心したまえ」

　すぐ後ろで、ギルバートがそう執事に伝えるのが聞こえる。

　馬車の中には赤い煙がたゆたっていて、むせるほど甘い匂いが鼻をくすぐった。

　扉が閉まり、馬車が猛スピードで動き出したところでようやく身体の自由が戻ってきた。

「ダニエルさん……っ！」

　窓の外を見ると、もう公爵家は遠くになっていた。扉には厳重に鍵がかけられてびくともせず、その間にも景色がどんどん後ろに流れていく。

　吹雪と続く事故のせいか、人通りもほとんどない。

「すまないね、君を公爵家から出すにはこうするしかなくて」

　ギルバートの言葉に、はっとして自分の手を見る。

　手首から甲にかけて、丸と幾何学模様を組み合わせた文様がミミズ腫れのようになって浮かんでいた。

「これは……」

「ちょっとした面白い魔法だよ」

　ギルバートがフェリシアの手を取った。

「聞いたことがあるだろう、相手の髪や血で、人を操るという研究者が逮捕された事件。面白い着眼点だと思って少し改良して使わせてもらったんだ。操れるのは一人だし、効果時間もまだあまり長くはないのだが」

「まさかアニタも」

　ソファの背にもたれて目をつむるアニタの首元にも、同じような印があった。

「そんな怖い顔をしないでくれ。彼女は私のために実験に自ら協力してくれたのだから」

　外の雪は再び激しくなって、大きな粒が馬車の窓や天井に当たる音が聞こえる。

　フェリシアは自分の指先を確かめた。先程アニタに手を握られたとき痛みが走ったところに、針で刺されたような跡がついていた。

　馬車は王宮とは反対の方角に向かっているようだ。

　フェリシアはどうにか逃げ出せないかと視線を巡らせた。緊張とおそろしさで心臓が鼓動を早め、落ち着こうと吸う空気は煙たくて彼女は軽く咳き込んだ。

　ギルバートがそれを見ながら、自分の隣に座るアニタの髪を撫でる。

「私の行動は国のためだと理解して欲しいんだ。それに比べ、公爵家は王と王太子だけに媚びへつらって、自分の利益を守ろうとしている。そう思わないかね」

「……お話しできることは何もありません。私を操って証言させようとしても」

「ああ、いいんだよ。君一人の証言なんてアニタと一緒でたかが知れているから」

　フェリシアはその言葉に首を傾げる。

　操る準備をしたのは、フェリシアに公の場でヘイゼルのことを告発させようとしているからではないのか。

　ギルバートの目的は、おそらく玉座だ。だがそもそも正式な王位継承権は王太子にあり、彼が放棄するか逝去しない限り、ギルバートが王位につくことはない。

（まさか……）

「着くまでこういう余興はどうかね」

　ギルバートに手を引かれた。

　再び手首に痛みが走った後、身体が勝手にギルバートと対面して彼の膝に乗り、キスができるほど唇が近づいた。

（いや……！）

　ヘイゼルと違う体つきと匂いが近くなる。震えるフェリシアの首筋にギルバートの舌が這った。

　おぞましさに身を竦めたが、それと同時に身体に灯った熱に青ざめる。

（や、なんで）

「媚薬入りの香はお気に召したかな。」

　ブラウスのボタンが一つずつ外され、愛撫の跡がいくつも残る双丘があらわになる。

「可哀想に、綺麗な肌にこんなに痣をつけられて。ヘイゼル嬢も案外独占欲が強い」

　抵抗する腕はどう頑張っても動いてくれない。

　ギルバートの手が、動けないフェリシアの頬を撫でてそのまま下に滑る。無遠慮にシャツやスカートを這い回る不快感にフェリシアは息を詰めた。
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　ギルバートの兄が若い王太子と王妃を残して病死したとき、彼は降ってわいた幸運にせせら笑った。

　才能、知性、話術、すべて王太子よりも彼の方が優っていたし、周りも皆それを認めていた。だが王太子の素行を理由に王座に就こうとした彼の企みは、議会の賛同が得られない内に特例として王妃が国主となってしまい、成し遂げられなかった。

　彼はこの失敗の原因を調べた。

　考えられるのは、王家に伝わる忠臣のうわさだ。王族の彼にも知らされていないその人物が裏から手を引いて、彼を邪魔したと推測した。

　心辺りはレイフィールド公爵家。建国から王家を支えているあの家系が、何らかの形で関わっている手がかりがあった。

　だが内部を探ろうにも、公爵家は使用人から出入りまで素性が決められている。

　あるとき、子爵家の姉妹が侍女になるという話が耳に入った。

　これは王座を狙う彼の計画に願ってもない好機を与えてくれた。虚栄心の強い妹に王弟夫人をちらつかせれば、秘密をばらした。正直、それは彼が欲しい情報とは少し違ったが……公爵令嬢が実は男のようだと彼女は口にした。

　すぐに出生からできる限りのものを調べたが、ヘイゼルが男だという証拠は出てこない。だが確かにアニタは彼女が男になった姿を見たという。

　男が女になっているのか、女が男になるのか。

　黙っていれば取引として有効な手札だったはずが、アニタは激高のまま大勢の前で手の内を明かしてしまった。もちろん証拠がないのにそんなことを言っても誰も相手にするわけがない。

　次に使えるのは姉のフェリシアだったが、ヘイゼルのガードが固くて近づけなかった。

　そんな折、世間を騒がせていた男の研究の概要を手に入れた。まだ実用化できていないが、相手の身体の一部を媒介に、一定時間動きを操れる魔法だという。

　データを密かに持ち出し確認した。そして不完全だった術式を組み直した。

　やはり自分には天が味方している。




「……可愛い君を悲しませたいわけではないんだよ」

　ギルバートはフェリシアに優しく声をかけた。首筋から指を滑らせ、そのささやかに膨らんだ胸を持ち上げる。

「ん、……」

　フェリシアが小さく声を上げた。

　すでに支配は切れているが身体が動かないことに混乱している表情だ。ギルバートの手を逃れようとするのだがほとんど力がはいっていなかった。

「い、や……おやめ、ください」

　浅い呼吸を繰り返しながら首を振る。

　男は手を伸ばして、フェリシアの編まれた髪に指を入れた。手触りの滑らかなそれをぐちゃぐちゃに乱せば髪がソファに広がった。

　胸に口づけを落とし、舌で胸元からてっぺんまで愛撫し、ぷくりと立ち上がった赤い実に達するとそこを強く囓る。

「……や、……痛、い」

　こういう抱かれ方はされたことがないのか、震えて涙をこぼす姿を見て嗜虐心がそそられる。肌に舌を這わせたまま、力の入っていないフェリシアの手を革紐で縛った。

「痛いのは嫌いかね？　存外いいものだよ」

「────っ」

　ヘイゼルが女性か男性かはわからないが、肌は重ねているだろう。ヘイゼルを夢中にさせる身体には興味があった。

　彼は指をフェリシアの首にかけた。気管を押さえると、彼女が苦しそうに喘ぐ。

「知っているかい？　男のものを入れたままここを押さえると、とてもよく締まるんだ」

　そのとき、わずかに馬車の速度が緩む。

　窓の外を見れば、馬車に並走して馬を駆る女性の姿のヘイゼルがいた。舌打ちをしたギルバートはフェリシアから手を離した。

「時間切れか」

　気管が解放されて、フェリシアが身体を折り曲げてむせる。一呼吸ごとに車内の赤い煙が吸い込まれていくのを見て、ギルバートは窓を開けた。

「──殿下、止まってください！」

　ヘイゼルが叫ぶ。

「いいとも。ゆっくり話をしようじゃないか」

　御者に合図すると、馬車は速度を弱めはじめた。

　見慣れた景色に気づいたのか、喉を押さえたフェリシアが息を飲む。

　バークレー子爵家の前で、馬車が止まった。

「フェリシア……っ」

　扉を開けて顔を見せたヘイゼルに、両手を縛られたままのフェリシアは後退った。

　はだけられたシャツと白い首に残る指の形の痣に、ヘイゼルが唇を噛む。

「もう大丈夫よ」

「……ダメです、来ないでください……っ」

　フェリシアは首を振った。彼女の身体の自由は未だギルバートが握っている。フェリシアがヘイゼルに駆け寄った途端に、害することをおそれているのだろう。

「賢明だな」

　だが彼の目的はヘイゼルを始末することではない。ギルバートがアニタの首の印を撫でると、彼女はむくりと起き上がって言った。

「では皆さん、どうぞ中へ」
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　フェリシアが久しぶりに帰った子爵家は、掃除も行き届いて綺麗だった。

　出迎えてくれたのは、公爵家の料理長の双子の妹モリーだ。

　彼女は鋭い表情でギルバートを見るヘイゼルと、ギルバートに手を引かれ一人では歩けないフェリシアに悲痛な顔を向けた。

「お父様とお母様は買い物に出かけているの」

　アニタがにこにこと笑いながら屋敷を先導する。

「……アニタ様、少しよろしいですか」

　応接室まで来たところで、モリーがアニタに声をかける。ギルバートはそれを気にしたそぶりも見せずに、中に入りフェリシアを膝に座らせた。

　まだ身体が熱くて少し動くだけで呼吸が苦しい。

　するとまた手首に痛みが走って──フェリシアの手がギルバートの頬を包んだ。

「──っ」

　顔を近づけて、ヘイゼルの前で男の唇に自分のそれを重ねた。

　何度も角度を変えて口づければギルバートも応じて、舌が絡む。フェリシアの背にヘイゼルの視線が突き刺さった。

「君の侍女は私に夢中のようだね」

　しばらくして、フェリシアから唇を離したギルバートが言った。

「そうですか。それで、殿下の目的は何です」

　素っ気なくヘイゼルが問う。

「動じないとはさすがというべきかな」

「いえ、怒ってますよ。ただ人間……度を超すと冷静になるものですね」

　ノックがあって、アニタとモリーが入ってくる。部屋の様子に身を強ばらせた使用人をヘイゼルが見た。

「モリー、外に出ろ」

「ですが」

「いいから」

　本来の主人の短い命令に、膝を折った彼女が外へ出る。

　アニタはドアの近くにぼんやりと立った。

「では取引の話をしよう」

「先にフェリシアをこちらに」

「……いいだろう」

　あっさりとギルバートがフェリシアを離す。身体の自由が戻って──しかし、フェリシアはそのままギルバートにしがみついた。

　唇をごしごしと拭う。

　自由が戻ったとしてもいつまた操られるかわからない。それならばこうしてフェリシア自身で、ギルバートの動きを押さえたほうがマシだ。

「おや、フェリシア嬢は私の方がいいかい」

「フェリシア、おいで」

　優しい声に振り返ると、ヘイゼルが微笑んだ。

「わかっているから」

　手首を指さす。フェリシアの手にある印の位置だ。

「……それなら話が早い」

　先に動いたのはギルバートだった。

　彼が懐からナイフを取り出す。手のひらに収まるほどの大きさだが、その鋭利な刃が光を反射した。

　ヘイゼルが素早く立ち上がったところで、フェリシアはギルバートからナイフを受け取りそのまま自分の喉に刃を押し当てる。アニタがわずかに息を飲む音がした。

「どういうつもり……やめて！」

　ヘイゼルの声に、ぐ、っとフェリシアは刃をさらに皮膚に押し当てた。

　頸動脈の動きが掴んだ柄に伝わってくる。少し引けばナイフは簡単に首を裂くだろう。震えるフェリシアの頭をギルバートが撫でた。

「簡単だよ。私に従うなら、可愛い侍女を解放しよう。それを拒否するのなら残念ながら彼女はこの場で死を選ぶことになる」

「……あなたの部下になれと？」

「部下ではない。私が欲しいのは従順な犬だ」

　ヘイゼルが目を細めた。

「さぁどうする？　公爵家次期当主ヘイゼル・Ｒ・レイフィールド！」

「国か……フェリシアか……」

　そんなの決まっている。

　生まれてからずっと、自分を──性別すら捨ててヘイゼルは国のために仕えてきたのだ。公爵家の歴史とこの国と女王陛下。フェリシア一人が天秤に乗れるはずも……。

「もちろんフェリシアね」

「……は？」

「ぶっ」

　あっさり答えたヘイゼルに、ギルバートは口を開けアニタは吹き出した。

　アニタを一瞬だけ見て、ギルバートはヘイゼルに視線を戻す。

「お、お前……葛藤はないのか!?」

「ない」

　美女はきっぱり言い切る。

「言い出しておいてなんで意外そうなの？　どちらを選ぶかわかって手を出しておいて」

　彼女は小さく息を吐いて、青ざめたフェリシアを見た。

「あなたに従うわ。だから、その物騒なことをやめさせて」

　ふ、と力が抜けてフェリシアの手からナイフが落ちた。呆然と床に手をついたフェリシアを見たヘイゼルは、ギルバートの前に片膝をついた。

　頭を垂れた公爵令嬢にギルバートが鼻を鳴らす。

「敵対していた相手にそうすぐ従順になれるのか？」

「なれますよ、『王』のためなら。それが我がレイフィールド公爵家の役割ですから」

　答える声には全く感情がこもっていなかった。

「さて我が主。お望みは何でしょう？」

「そうだなまずは……正体を現してもらおうか。手品のタネはその指輪だろう？」

　立ち上がったヘイゼルがフェリシアに近づく。

　逃げようとした身体をヘイゼルに抱え込まれた。

「駄目、駄目です……私なんかのために」

「いいから」

　てっきり指輪に口づけをするのかと思ったら、唇が近づいた。

「ん、っ」

　縛られた両手で抵抗する間もなく、表面に触れるだけの口づけからすぐに舌が絡む。

　ギルバートに見られていることも忘れてしまいそうな激しい口づけにフェリシアは喘いだ。呼吸ができない。身体に力が入らずされるがままねぶられ、ようやく口を離されたフェリシアはぐったりとヘイゼルにもたれかかった。

　その唇にヘイゼルの指の金環が触れた。

「恋人とキスをして申し訳なかったかな」

「当たり前だ」

　きつく縛られた革紐をヘイゼルが歯で噛み千切る。

　耳に聞こえた低い声にフェリシアは思わず上を見た。

　腰を支えるヘイゼルの腕は先程より逞しい。革紐を投げ捨て、ギルバートを静かに見る顔は男性のものに変わっていた。

「指輪をよこせ」

　ヘイゼルが床に落ちていた指輪を投げる。

　金環は光を浴びてギルバートの手に収まった。その瞬間、アニタがタッとドアの前から駆け出してギルバートに取り付いた。

「ほら！　見てください!!　私の言った通りでしょ！」

「──うるさい、邪魔をするな！」

　ギルバートがアニタを突き飛ばす。彼女は小さく悲鳴を上げてその場に座り込んだ。

　彼は興味深そうに金環を摘んで、光にすかした。

「つけたら、私も女性になるのかね」

「なりませんよ。うちの先祖が作った特注品ですから」

　それを聞いて興味が失せたように、ギルバートは指輪を手で握った。

「次はなんですか」

「自害してもらおう」

「！」

「……と言いたいところだが先に仕事がある。王太子を殺せ。お前ならいくらでもチャンスがある」

　ヘイゼルの服を掴めば、彼は優しくフェリシアの背中を撫でた。

「そうまでして国王になりたいのですか」

「当たり前だ。俺の方が国王に相応しい。……王太子より、前国王より俺の方が優秀だ。お前もそう思うだろう？」

「……それは否定しませんが」

　ヘイゼルが呟く。そしてうなずいた。

「わかりました」

「やめてください！」

　叫べば、ヘイゼルはフェリシアの頬を撫でた。

　わずかに笑って彼はギルバートを見る。

「俺が暗殺を実行したら、フェリシアを解放して欲しい」

「……約束しよう。そのときはもう価値もないからな」

「いけません!!」

　王太子を暗殺など、極刑だけで済まされるはずもない。

　どんなおそろしいことが待っているか……それに、あんなにお互いを信頼している二人にそんなことをさせてはいけない。

「フェリシア、お願いしていい？　屋敷の皆に今すぐに何でも持って逃げろと伝えて」

　首を振るフェリシアをヘイゼルが真正面からのぞき込む。こんなときでも彼の瞳はキラキラと光っていた。

「……ヘイゼル様、私は……」

　フェリシアはヘイゼルを思い切り突き飛ばした。そのまま後ろに下がる。

　目を見開いた愛しい人を真っ直ぐに見た。

「今まで、ありがとうございました」

　誰からも愛されずただ時間が過ぎていくだけと思っていた自分が、まぶしい時間を過ごせた。だから、もう十分で。

　先程拾っておいたナイフを取り出す。そのまま、胸元に突きつけようとして──腕が止まった。

「っ」

　それ以上腕が動かない。魔術印が火を押し当てたように熱く痛んで、肌に触れるナイフの切っ先から血がにじむ。視界の端でギルバートがこちらに片手を突き出していた。

（……っもう少し……）

　全身の力を込める。フェリシアさえいなくなれば、ヘイゼルがギルバートの言うことを聞く必要は無くなる。

（早く、効果が切れて……！）

「フェリシア嬢！」

　叫んだアニタがフェリシアの腕を掴む。それを見てギルバートが目を見開いた。

「お前……っまさか」

「そのまま押さえてろ」

　ヘイゼルが低く呟いた。

　いつの間にか彼はギルバートの背後に回り込んで──。

「お前より脳筋馬鹿の方が百倍マシだ」

　そのまま、ギルバートに回し蹴りを喰らわせた。後頭部を蹴りつけられた男は、勢いよく倒れて壁に激突する。

　途端にふっとナイフを止める力が消えたところで、アニタが刃を放り投げた。おそろしいほど綺麗な軌跡を描いて、刃が床に垂直に突き刺さる。

「……良かったぁ」

　アニタが床に倒れ込んで、息を吐いた。

「フェリシア！　なななんて無茶を！」

　すぐに駆けつけてきたヘイゼルに、思わず叫ぶ。

「無茶なのはヘイゼル様です！」

「──ごめん！」

　直立不動になったヘイゼルに、フェリシアは首を振る。

「……いえ……ごめんなさい、……っ私のせいです……」

　こらえていた涙がこぼれる。その彼女をヘイゼルがぎゅっと抱きしめた。

「悪いのはギルバートだろ」

「でも……！」

　指輪を外した正体を王や王太子以外に見られたら、もう男性には戻れなくなると言っていた。指輪が外れたところで覚悟をしたが、フェリシアはぎゅっとヘイゼルの大きな手を握った。

「女性になってもずっとヘイゼル様が大好きです……！　いえむしろ女性の方が」

「気持ちはありがたいのだけど、よく見て」

「？」

「今、性別はどうなってる？」

「……男性……ですね」

　見の前にいるのは精悍な騎士。

　そういえば、ギルバートとアニタを前に正体を明かしても変化は特になかった。

「えっと」

　どういうことだろう。正体を見られたら……というのは嘘だったのだろうか。

「大丈夫、ルールは守っているから」

　ルール、とフェリシアは小さく繰り返して、はっと気づいた。

「ヘイゼル様、もしかして……」

　正体を明かしてもいいのは、王と伴侶のみ。ということはつまり。

「ギルバート様を伴侶に」

「０点」

　いつになく冷たく言われて、シュンと言葉途中で口を閉じた。

「……ギルバートに、国王になってもらったんだ」

「え？」

「書類上は、だけど」

　ヘイゼルがギルバートの手から落ちて床に転がった指輪をはめる。

　いつも通りの女性になったヘイゼルが、自分の身体を確認して息を吐いた。

「万が一のために女王陛下にお願いしていてよかった。あ、もちろん一時的なものよ？　国王の定義がどこからかは賭だったけどうまくいったみたい」

　美しい令嬢はにっこり微笑んだ。

「……か、賭で……そんな」

「これでも運は結構強いほうなの。──それよりフェリシア、さっきちょっと本音が」

「フェリシア嬢言ったとおりだろ、こいつ賭けでイカサマしてくるって」

「え」

　愛らしい声がしてそちらを見ると、アニタが手際よく気絶したギルバートを縛っていた。黒い髪の美少女はフェリシアの視線を受けて、スカートを払って立ち上がる。

　その姿がまばたきする間に立派な体躯の男に変化した。

「王太子殿下!?」

「おお、ちょうど時間切れだ。危なかったな」

　慌ててフェリシアは扉を開けて廊下に出た。

　外にはモリーと、猿ぐつわと拘束をされて目をつむるアニタの姿があった。モリーが親指を立てる。応接間に入るあのときに、入れ替わったのだ。

「ヘイゼル……暗殺を躊躇わなかったことは覚えておくからな」

「そりゃいい。せいぜい寝首をかかれないようにいい王様になってくれ」

　軽口を言い合った二人は、お互いをじっと見て、手を打ち合わせた。




　公爵家とモリーからの通報を聞いた騎士団が突入して、雪も止んだ子爵家の前には、多くの人だかりができていた。

　なぜか居合わせた王太子本人からの証言もあり、ギルバートは王家への反逆罪、アニタはそれに加担していたということで騎士団が二人を拘束する。

　騒ぎも知らずに出掛けていた子爵夫婦にもアニタの監督不行届ということで厳重注意が下った。追って、女王陛下から何かしらの沙汰があるとも。

「大丈夫だよ、フェリシア」

　すべてが終わってほっとすれば、フェリシアは涙が止まらなくなってしまった。

　頭からすっぽりマントを被って涙をこぼすフェリシアの手をヘイゼルが握る。ナイフを刺そうとした胸元の傷は、すでに応急手当が終わっていた。

「ギルバート殿下の移送準備完了しました」

「ありがとう」

　騎士たちの退去が速やかに行われる中、フェリシアはヘイゼルのマントの下でそれを聞いた。

「仕事、早く……戻ってください」

　ヘイゼルがじっとフェリシアを見る。

　マントの隙間から頬を両手ですくい上げられた。

　それだけでびくっと体が跳ねる。緊張が解けたせいか、媚薬の反動か体が熱い。

「……馬車まで送る」

　公爵家の馬車が道に止まっていて、ほとんど歩けないフェリシアをヘイゼルは中に運んだ。素早く後ろ手にドアをしめたヘイゼルに手をとられる。

「っん」

　首元に唇が触れて、思わず声が出た。そのまま、つつ、と舌が首筋を這う。指輪を外していない女性の姿。男性とは違うやわらかい唇が肌をなぞる。

「消毒だけする。あいつにどこを触られた」

「……っ」

　唇を閉じて、ふるふると首を振る。

「──言わないと、ここで最後までするから」

「しごと、が」

「こんな状態のフェリシアを放っておけるとでも」

「団長」

　とん、と馬車のドアがノックされた。

　今いるのが大通りだということを思い出して硬直したフェリシアの前で、ヘイゼルが平然と声を出した。

「どうかした？」

「王太子から伝言です。ツケにしてやるから、さっさと家に帰れと」

「……了解」

「たまには頼っていただけて光栄です。では失礼します」

　悔しそうに呟いたヘイゼルに、毅然とした様子で外の騎士は返した。




　フェリシアたちが公爵家を出てすぐに用意されたのか、乗った馬車はいつもと違う小型のもの。狭くて薄暗い密室にヘイゼルと二人だけの状況に少しずつ呼吸が荒くなる。

　ヘイゼルの腕にぎゅっと痛いほど抱かれ、服に顔を埋めていると、今まで幾夜も重ねてきた快楽の記憶が思い出されてしまう。

「……う」

　疼いて堪らない。耐えきれなくなったフェリシアは身体を起こした。

「離して、……ください」

「フェリシア？」

　なんとか距離をとって、座席の隅で小さく丸める。

　じわじわした熱の塊が体の奥でよどんでいる。石畳を進む振動すら快楽の呼び水になって、いっそ痛いくらいの刺激になった。

（我慢……っ）

　公爵家までは馬車で数十分かかる。道行きを急いでもらっているので思うより早いかもしれないが、それまで保つだろうか。

「具合は」

　心配そうにかけられた声と、背中に触れる手でびくんと身体が跳ねた。

（あ、……あ）

「へ、ぜる様……ごめんなさ……っ！」

　唇に魔法の指輪が触れる。外れた指輪はソファに落ちて、その先を確かめる余裕もなくヘイゼルがフェリシアの手首に口づけた。

　縛られた跡を舌が這う。断続的な刺激に足ががくがくと震えた。

「や、め」

「……ここも」

　そっとフェリシアの喉元に手を伸ばす。先程ギルバートに押さえつけられたところだ。赤い煙のたゆたう馬車の息苦しさと恐怖を思い出し、手を振り払って首元を押さえた。

「わ、たし……っひ」

　冷たい手が首筋を滑りブラウスのボタンを開ける。ソファに押し倒されて性急に首に舌を這わされフェリシアは小さく悲鳴を上げた。

「御者、に」

「気にしなくていい。外には聞こえないから」

　ヘイゼルが馬車の壁に刻まれた文様を手でなぞる。一瞬それが青く光ったかと思うと、車輪の音が聞こえなくなった。

「っ」

　するりと手が下着の中に入り、すでに濡れている入口と蕾を一緒に擦られて大きく身体が跳ねる。

「あ、あ……っあ」

　手を止めようと腕を掴むと、頭の後ろを持たれて口づけられた。

　その間にも膨らんだ蕾を刺激され腰が勝手に動く。ヘイゼルの視線に耐えきれずにフェリシアは泣きながらその胸に顔を埋めた。

「……腰、止まら……っ」

　切羽詰まったフェリシアの声に、ヘイゼルはむしろ身体を寄せた。そのまま、指が中にはいった瞬間に熱がはぜた。

「～～～～……」

　意識が真っ白になるほどの強い衝撃に断続的に腰が跳ねて、その間もヘイゼルは指の抜き差しを続ける。

「や、だめ……」

　たまらず制止の声を上げるが、すぐに再び快楽が頂に達した。

　ヘイゼルが優しく背中をさするそれすら刺激になってびくびくと震えるフェリシアに彼が言う。

「我慢しないで……媚薬の熱を発散させるだけだから」

「……っび、やく……知って」

「ギルバートの馬車で嗅がされただろう？」

　残り香がついているのか、フェリシアの髪に顔を埋めてヘイゼルが呟く。

「アニタが買ったのと同じ店の調合だ」

　原液よりはましみたいだけど、とヘイゼルは言葉を続けた。




　──飲み物に一滴、それで一晩中、相手の愛はあんたのものだ。




　店の主人はそう言っていた。マシというヘイゼルの言葉はフェリシアにとって救いだったが……にっこり笑った彼は妙な凄みがあった。

「だから、思う存分イっていい」

　下着を外される。

　下へと降りて足の間に入ったヘイゼルが入り口のひだを舐めたときは、フェリシアは思わず後ずさった。

「や、っん」

　蕾を舌が押しつぶす。痺れるような感覚が体を突き抜けて、腰が勝手にうねった。

「や、です……そんな、ところ……」

「ん……」

「あ、っ……や、ぁ」

　執拗な愛撫に足が震える。舌で刺激されたまま指が入り込んで、はしたなく蜜を滴らせる内壁の奥を擦られ、びくびくと体が震えた。知らず涙声になる。

「ヘイゼル、さま、怒って、……っますか」

「もちろん」

「ふぁ、あ、っん、そこは……っ」

　性急に熱が押し上げられて、こらえようとしてもはしたない声が漏れる。震える声も気にせず、泣いてすがってもヘイゼルは指と舌の動きを止めてくれなかった。

「……君を失うんじゃないかと」

「っ、あ、あぅ、ん………っ」

　フェリシアが反応したところを逃さず舌が敏感な蕾をねぶる。

　その刺激に身を捩る間も無く、指がゆっくりと奥の一点を撫でた。

「ふぁ、んっや、待って、や…っ────」

　指が入ったまま、一際大きな波が来た。駄目押しにちゅ、と蕾を吸われれば我慢もできず、奥が何度も収縮し勝手に背中が反る。

「もう二度とあの男には会わせないし、代わりに俺がこらしめておくから安心して」

　何かおそろしいことを言っている気がするが、頭が回らない。媚薬のせいか深い酩酊にまともに息が吸えず混乱する。

　その後も指や舌だけで何度も達して、焼き切れた思考は羞恥心などどこかへやって与えられる快楽をただ享受した。

「ん、……ん」

　馬車の中で舌を絡ませあって、少しずつ強い衝動が収まったのはいつ頃か、ヘイゼルが指輪をつけてフェリシアの身体を抱き上げた。

　馬車が止まる。ヘイゼルがまた壁の文様に触れた。

「全員下がらせて」

「はい」

　ドアの向こうで御者の声がした。

　フェリシアはヘイゼルに抱えられて誰の姿もない屋敷に入った。




　部屋ですぐに続きが再開される。包まれていたマントごと服を剥ぎ取られ、自身も服を脱いだヘイゼルが上に覆い被さった。

　まだずくずくと快楽の余韻を残して入口は蜜をはしたなくこぼす。舌なめずりをしたヘイゼルは熱をそこに押し当ててフェリシアを一気に貫いた。

「あ、ぁあ」

　待ち望んでいた刺激に、それだけで目の前が白くなる。慣らされている入り口から内壁を擦って入ってくる熱に身を捩れば、快楽が背中を駆け上がった。粘膜と粘膜が触れ合って音を立て、濡れた中は僅かな引っ掛かりだけで奥までヘイゼルを受け入れる。

「～～～～っ………！」

　それだけで達しそうになった身体を彼が強く抱え込んだ。

「っ、ぁ……動かない、でくださ」

　ヘイゼルにぼろぼろと泣きながら訴える。馬車の中だけで数え切れないほど達した身体はもうとっくに腰が抜けていて、ヘイゼルに懇願する以外にフェリシアには術がない。

　今もこうしているだけで何度も波が押し寄せ、すぐにでも果ててしまいそうだ。

　屹立は奥まで入り込んで身体も脳もとろかす。眩む視界のまま、フェリシアはヘイゼルに手を伸ばした。

「フェリシア？」

「……一緒が、いいです」

「──……」

「いっしょ、に」

　ぎゅ、と抱きつくとすぐに瞼にキスが降ってきた。

「……わかった。じゃあ、もうちょっと我慢な」

「ひ、ぁ」

　戯れのようにとんとんと小刻みに奥を刺激されて、腰が浮く。一緒に果てたくて、フェリシアはなんとか浅い呼吸を繰り返して絶頂をこらえた。

　揺さぶられながら身体中に口づけられた。先程、ギルバートが触れたところを上書きするように、唇が押し当てられる。首筋にももちろん。

　フェリシアの熱にあてられたのか、頬を染めて額から汗を滴らせるヘイゼルは目眩がするほど艶めいて扇情的で綺麗だ。

　フェリシアはヘイゼルを受け入れたまま何度も口づけをねだった。

「……あいして、ます」

「俺も、世界の誰より愛しているよ」

「あ、あ……っ」

　大きく膨らんだ剛直に断続的に弱いところを擦られればもう耐えきれず、すぐにフェリシアの腰が跳ねた。長い絶頂に体を震わせるフェリシアに口づけたまま、ヘイゼルも奥に精を放つ。

「……は……」

　波が去った後でようやく唇が離れた。

　泣き腫らした目が開けられない。きっと酷い顔になっているだろう。それでも満ち足りた気持ちでフェリシアは強く抱きしめてくれるヘイゼルの胸にそっと顔を埋めた。
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「失礼します」

　中庭に置いたテーブルセットでヘイゼルと午後のお茶をしていると、執事からお盆に載った手紙を一通ずつ差し出された。

　フェリシア宛の差出人はオーリーから。お礼を言って、彼らしくシンプルなそれを手にとったフェリシアは丁寧に封を開けた。




　あの事件からしばらくが過ぎた。

　ギルバートは国家反逆罪で厳しい取り調べを受けている。王太子暗殺計画と、魔術により人を操ろうとした罪で王位継承権は取り上げられ、今後幽閉された塔から出ることはないだろう。

　アニタは彼に操られていたと無罪を主張したが……それとは別に彼女と以前付き合っていた男性たちから訴えを起こされた。その中には、裏庭でフェリシアたちを襲ったライアンたちも含まれていたという。彼らに貢がせた額に世間はため息を漏らした。

　そして子爵家は魔法屋に売ったというルビーの装飾品から、当主が隣国との国家貿易取引において横領・賄賂を行っていたという事実が発覚した。

　堅実で真面目と思われていた子爵当主は、ずいぶん前からこの犯罪に手を染めていたらしい。




　オーリーからの手紙には、子爵家の領地没収で後始末が大変だが、モリーと一緒に元気でやっているので安心して欲しいという旨が書かれていた。

　そのことを伝えるとヘイゼルが微笑んだ。

「子爵家の御者が色々と優秀で助けられたよ。近いうちに、公爵家で働かないか彼に聞いてみるつもりなのだけど、……あの人が夫ならモリーも幸せになる」

「え？」

「知らなかった？」

「……はい」

　フェリシアが子爵家を出てから、会うたびに若返っていきいきしていたオーリーを思い出す。なるほどそういうことだったのか。

「盛大にお祝いしないといけませんね」

「そうだね。あとは……君の母親の行方も知っているけれど、聞きたい？」

　思わず、ヘイゼルを見上げる。

　彼女の手には今し方開封した手紙があった。

「変に希望を持たせるよりはと今まで隠していてごめん」

「ヘイゼル様は何でもご存じなのですね」

「フェリシアに頼りがいがあるところを見せないと」

　ヘイゼルが持っていた手紙を差し出した。

　手紙の主は、世界旅行グランドツアーに行っているヘイゼルの両親から。書かれた文字は元気に躍って、彼らが楽しい旅行を満喫しているのがうかがえた。

「フェリシアのお母さんは宝石商の娘でね。貿易の縁で子爵と結婚したのだけど、夫の横領を知って国の関係が悪化する前にと、宝石を返却しようとしたらしい」

　だがそれを知った子爵は口封じに妻に追っ手を出し、彼女が国内に戻ってくる手を封じたという。

「うちの放蕩両親にお願いして、先日ようやく、匿われていた夫人を見つけたよ。ただ、……娘に会わせる顔がないと言っているそうだけど」

　フェリシアの母親の状況を伝える文字をじっと見る。

　知らず目の前が涙でゆがんだ。

　フェリシアは泣きながらヘイゼルに微笑んだ。

「会いたいです。とても幸せですって、伝えないといけないので」








終章









　渡り廊下から、夏の夜空が見えた。じっとしていても少し汗ばむくらいだが、夜風は涼しいし、建物の中に入るとさらにぐっと体感温度は低くなる。

　この夜、公爵家では舞踏会が開かれていた。フェリシアは紅茶のセットを手に大広間の会場に入る。男女さまざまな招待客が、飲み物を手に話をして、楽しく踊っていた。

　一番多くの人に囲まれているのは、この館の主人だ。金髪の青年は穏やかな様子で皆と話をしている。

「やぁレイフィールド夫人。相変わらず綺麗だ」

「ご機嫌よう、陛下。相変わらず口がお上手ですね」

「お茶をいただけるかな」

「はい」

　国王陛下に挨拶を返して、フェリシアが紅茶を入れる。どうしても飲みたいと駄々をこねたので、調理場から運んできたのだ。差し出したところでそれを横から奪う手があった。

　先程まで遠くにいたはずの夫、ヘイゼルだ。

　短い金の髪に、タキシードがよく似合う青年公爵。もちろん胸はぺったんこ。

「おい、お前は毎朝飲んでるだろ」

「別に夜飲んでもいいだろ。フェリシア、美味しいよ」

「いつも自慢するから頼んだのに！」

　相変わらず仲の良い二人の様子に、フェリシアが口を押さえて笑う。

　この場で、男性姿のヘイゼルに疑問を持つものはいない。

　そそ、と夫に近づいてフェリシアは囁いた。

「……本当に、記憶がすり替わるのですね」

　飲み干した紅茶を皿に戻して、ヘイゼルがフェリシアの腰に手を回して微笑んだ。

「見事なものだろう？」

　彼の手にもう指輪ははまっていなかった。

　近衛隊を勤め上げて、今は王の側近として業務に励んでいる。いずれ最年少で宰相になるとうわさされていた。

　周りが頬を赤らめて夫を見ている視線を感じて、ちらりと見上げる。優しく端正な顔立ちの青年公爵は、社交界でも人気者だ。前はフェリシアしか見られない姿だったのだが……と思うと少し寂しくもあったりする。

　役目を終えたところで、不思議なことに皆の記憶から令嬢の姿が薄れていき、いつの間にか子息の姿に上書きされていた。レイフィールド公爵家ヘイゼルは生まれたときから男性。古の指輪の威力には驚くばかりだ。

「何？　可愛い妻は私の姿に見惚れているのかな」

　視線を感じたのか、こめかみにキスが落とされる。

　ぎゅ、とフェリシアはその腕を持つ手に力を入れた。

「そうです、けど」

「……私……フェリシアに愛されてる……！」

　ヘイゼルは大袈裟に顔を手で覆った。周り中に聞こえるような大声に、慌ててその口を塞ぐ。

「お父様、またお母様を困らせているの？」

　そこで、可愛らしくドレスの裾を持ち上げながら娘がやってきた。その首には鎖に通したあの指輪が下げられていた。

「レイフィールド家当主として、恥ずかしい姿を見せないでください！」

　ぽこぽこと可愛い娘に叩かれて、ヘイゼルは破顔しつつその小さな体を抱き上げる。

「ごめんごめん、気をつけるよ」

「まったくもう」

「最年少宰相候補も、娘の前じゃ形無しだな」

　国王の言葉に娘がぱっと表情を明るくする。

「陛下！　また剣の稽古をつけてくださいね」

「おっ、まだまだ若い子には負けないぞー！」

　授かった子どもは女の子。娘はレイフィールド家の使命を聞いて、指輪を引き継いだ。

　公爵家の歴史と役割については少しずつ学んでいるところ。いつかは父親の役割を継いでいくだろうが、それはまだ当分先になりそうだ。

　フェリシアは娘のやわらかい髪をそっと撫でた。

「お母様、ぎゅってして！」

「ええ、もちろん」

　ヘイゼルから愛しい子を受け取って、フェリシアはその体を思い切り抱きしめた。頬をくっつけて、二人で笑う。

「よし、お父様も混ぜて！」

　フェリシアごと大きな腕に抱きしめられる。

　公爵家名物の仲良し親子の姿に、舞踏会の客たちは明るい笑い声を上げた。
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